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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。

























　　　　序章




　静まり返った室内に、さらさらとペン先の滑すべる音が響ひびく。

　その合間に断続的に混ざるのは、小さな石をぶつけ合うような硬かたい音。

「……やはり、無理か」

　二つの音が止まるのと同時に、小さな呟つぶやきが洩もらされた。

　声の主はがしがしと頭を乱暴に搔かくと、再び紙の上にペン先を滑らせ始める。

　反対の手で操あやつっているのは、小さな木の珠たまを棒に刺さして並べたような形の道具だった。主に大陸東部の商人たちの間で愛用されている計算機である。

　慣れた手つきでぱちぱちと珠を弾はじき、もう一方の手が数字を紙に書き留めていく。

　速度の割には乱れたところのない、精せい緻ちといっていい筆ひつ跡せきだった。

　しかし、その手が止まるまでに前以上の時間はかからなかった。

　整然と並んだ数字を穴があくほど見つめ、計算間ま違ちがいがないことを確かく認にんすると声の主は深くため息をついて、机の上にペンを置いた。

「無理だな……これ以上は、さらに借金でもしない限り工面できない」

　まだ若い、変声期を終えたばかりの少年の声だった。

　だが、その声には年ねん齢れいに似合わぬ重たげな響きが宿っていた。再度深いため息を吐はき出し、彼は椅い子すの背に身を預けて瞑めい目もくする。

　その部屋の中には、初春といっていい季節にもかかわらず火の気一つなかった。

　冷え冷えとした空気を助長するかのような石造りの壁かべには、申し訳程度に毛織りの壁かべ掛かけが掛けられているが、織り込まれた模様は色あせその端はし々ばしも擦すり切れている。

　部屋に置かれた家具は、どれも似たような有あり様さまだった。

　床ゆかの敷しき物ものには補修の痕あとが目立ち、窓辺に置かれたランプの傘かさも一部欠けている。品物自体は決して悪くなかったが、経てきた年月を如によ実じつに感じさせる──と言えば聞こえはいいものの、平たく言えば廃はい品ひん一歩手前の骨こつ董とう品ばかりである。

「……仕方ない」

　やがて、目を開くのと同時に彼は呟いた。

　あきらめたような言葉の内容とは裏腹に、その声には吹ふっ切れたような妙みように清すが々すがしい響きが宿っていた。

「こうなったら──もう、あの手を使うしかない」
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　カエルレウム大陸北西部に位置する大国、ニーザベイム。

　その首都であるディエの街路は、普ふ段だんとはまた違ちがった活気に満ちあふれていた。

　理由は間近に迫せまった春の大祭である。長い冬を終えた喜びと再生する命の息い吹ぶき、そして恵めぐみ豊かな季節の到とう来らいを祝うための祭りで、この地域では秋の収しゆう穫かく祭と並んで盛大にとり行われるため、多くの人々がそれを目当てに集まってくる。

　そんな人々でにぎわう街路の一角を、押し流されるようによろよろと歩く一人の青年の姿があった。

「王子ー！」

　人の流れに懸けん命めいに抵てい抗こうしながら、青年──イル・グラースは頼たよりなげな声をあげる。

　年齢はおよそ二十四、五。すらりとした長身を簡素な衣服に包み、その上に毛織物の外がい套とうを羽織っている。背中に担かついだ大きな荷物と、外套の下にのぞく護身用の剣けんが彼が旅人であるということを証明していた。

　──もっとも、それらしい世慣れた雰ふん囲い気きは一いつ片ぺんたりとも感じられなかったが。

　長い銀色の髪かみをうなじで一つに束ね、冬の空を思わせる薄うす水色の瞳ひとみを隠かくすように細い銀ぎん縁ぶちの眼鏡めがねをかけている。その姿は怜れい悧りな美び貌ぼうとも相まって、いかにも切れ者然とした雰囲気を漂ただよわせていたが、残念ながら緊きん張ちよう感かんというものが決定的に不足していた。

「王子！　待ってください──というかどこですか王子？　もしかして私、今はぐれていますか？　これがいわゆる迷子ってやつでしょうか？」

　とぼけた台詞せりふを口にしているうちに、抵抗も虚むなしく人の動きに巻き込まれてその足があらぬ方向へと向かい始める。

「うわ、わ、ど……どうしましょう!?　私、そちらに行きたいわけではないのですが……！」

　わたわたと焦あせって振ふり回した腕うでを、人の間から突つき出してきた手が素す早ばやく捕つかまえた。

　その手は強ごう引いんにイルの身体からだを人の流れの中から引きずり出す。よろめきながら体勢を整えるイルに、冷ややかな声がかけられた。

「……なにをやっているんだ、お前は」

「王子」

　呆あきれた口調を気にかける様子もなく、イルの顔にほっとしたような色がにじんだ。

　声の主は、ほっそりとした身体つきの少年だった。

　イルと比べると頭一つ分は小さいだろう。襟えりの立った長なが袖そでの上着にマントというありふれた旅人の服装をしている。腰こしにはイルと同様に剣を帯びていたが、彼とは違ってしっくりと身に馴染んでいた。

　羽織ったマントで首まわりをすっぽりと覆おおっているためか、実際の年齢以上に幼く見える。

　そうでなくても十代半ば──旅人としてはかなり若い部類に入るだろう。しかし、まわりの視線をさりげなく集めている理由は、その年若さだけではなかった。

　最上級の大理石のような白い肌はだに、名工が精せい魂こん込めて刻み上げたような目鼻立ち。

　わずかに黄みがかった明るい茶色の髪は、首筋を隠す程度の長さで無造作に切られている。薄く紅を含ふくんだ形のいい唇くちびるはきっちりと一文字に結ばれ、わずかに眉まゆ尻じりの上がった眉とともに触ふれることを拒こばむような潔けつ癖ぺきな印象を与あたえる。

　なにより印象的なのがその瞳──長い睫まつ毛げが影かげを落とすその瞳の色は、北国の森を思わせる濃こい緑だった。
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「あのな」

　その瞳に、いらだちの色を浮うかべて少年は言い放った。

「王子はやめろと言ったはずだ。何回言わせれば気が済むんだ、お前は？　国を出てからもう百回は注意しているぞ」

「いえ、まだ九十二回ですけど……」

　首をかしげるイルに、少年はそんなことは数えなくていい、と拳こぶしを握にぎりしめる。

「公式の訪問じゃないんだぞ。それどころか今回の目的を考えたら、俺たちがここにいること自体知られるのはまずい──そのくらいお前もわかっているはずだ」

「は、はい……王──じゃなくてユート様」

　ぎこちなく言い直すイルを、少年はため息をつきたそうな顔で見やった。

　このようなやりとりが国を出ておよそ五日、ほとんど途と切ぎれることなくくり返されてきたのである。

（とりあえず、この場で王子呼ばわりするのを止やめさせられただけでよしとするか……）

　そう自らに言い聞かせながら、少年はイルの腕をしっかりとつかんだまま人々の流れの間に足を踏ふみ出す。

「お──ユート様、どちらへ向かわれるのですか？　宿ならそっちへ行ったほうが……」

「先に登録を済ませておく」

　ふり返りもせずに告げた背中が、人ひと混ごみの間を器用に縫ぬって進んでいく。

　よたよたと続くイルが何度か人にぶつかるのがわかったが、あえて見ることも速度を落とすこともしなかった。

　ただ軽く目を上げて、差し込む光を避さけるようにその目を細めただけである。

　その目に映るのは、多くの人や馬車が広い通りを埋うめ尽つくさんばかりにして行き交かう光景。故郷にいれば、まず目にすることのない風景だった。

　そんな周囲にも気き後おくれする様子を見せず、少年は颯さつ爽そうとした足取りで目的地を目指す。

　むしろ慣れていると言ってもいい、自然な足取りだった。

（……必ず、やり遂とげてみせる）

　決然とした光を瞳に宿し、少年──フォーレ国王子ユーディルシア・エインス・フォーレは人々でにぎわう通りを進んでいったのだった。







　さかのぼること、およそ五日前。

　山々に囲まれた小国フォーレの王城にて、足早に廊ろう下かを歩くユートの姿があった。

　王城とは言っても、普ふ通つうの国であればちょっと裕ゆう福ふくな貴族の屋や敷しきといった程度の大きさしかない。政務に使われる南側の棟むねは煉れん瓦が造りの美しい建物だったが、残りの部分はかつて城じよう塞さいとして使われていた時代の面おも影かげを色いろ濃こく残す石造りの建築だ。

　ユートの歩く廊下もまた、歴史の重みを感じさせると言えば聞こえはいいものの──いたるところに傷いたみの目立つ有あり様さまは、これが国王一家の住まいと言われてもにわかには信じられないだろう。

　しかし、それも無理からぬことだった。

　なにしろ、めぼしい産業も特産物もない小国である。険けわしい山々に囲まれたわずかな土地は国民が食べていくのがやっとの実りしかもたらさず、ひとたび天災や凶きよう作さくに見み舞まわれればすぐ全国民が飢うえの危機に直面する。

　そんな状態では、国王一家といえど贅ぜい沢たくな暮らしが望めるはずがない。

　逆に深刻な危機が訪おとずれるたび、王家の宝を売り払はらって国民の救済に充あてているほどだ。それでも足らず、大陸全土で信用を誇ほこる組合連合──並の国家以上の規模を誇る、商人職人の組合の集合体である──に借金の申し入れをすることも珍めずらしくはなかった。

「──王子！」

　背後から声をかけられ、ユートは嫌いやそうな顔つきでふり返った。

　その身を包むのは、実用一点張りの衣服である。手には小さくまとめた荷物を持ち、腰には飾かざり気のない剣を下げている。

　彼に声をかけたイルのほうも、同じような旅装束に身を固めていた。

「本当に行かれるのですか？　もうちょっと考えてからのほうがいいのでは……」

「そんな時間はない。ファナ姉上の婚こん礼れいまでもう二ふた月つきもないんだぞ──第一他にどんな方法があるんだ？　あると思うなら言ってみろ」

「あー、えーと……」

「幸いニーザベイムではもうじき春の大祭だ。人の出入りも多いし、うまく立ち回ればファナ姉上の婚礼費用くらいは……」

　不自然に言葉が途切れたのは、前方に立つ人ひと影かげが目に入ったためだった。

　げ、と唇が王子にふさわしからぬ形に動きかけ、ユートはくるりと方向転てん換かんしようとする。その動きが途と中ちゆうで止まったのは、すでに手て遅おくれであることがわかったためだった。

「ユート！」

　その人物は二人に向かって、ドレスの裾すそを蹴け立たてるようにして駆かけ寄ってくる。

「リーシャ姉上……」

「なんなの、その格好？」

　問いかける唇は、摘つみたての果実のように艶つややかで瑞みず々みずしい。

　ゆるく巻いた金褐かつ色しよくの髪を高い位置で束ね、色いろ鮮あざやかなリボンや細く編みこんだ髪とともに垂らしている。健康的な薔ば薇ら色いろの頰ほおに、生き生きと輝かがやく若葉色の瞳。細い肢し体たいを包むのは飾り気のないドレスだったが、開き始めた花のような美しさは少しも損そこなわれていない。

　レスアリーシャ・ノーヴァ・フォーレ──ユートの三歳年上の姉である。

「もしかして……また秘密のお出かけ？　もう、お父様とお母様に言いつけるわよ？　本当にユートったら、黙だまって放っておいたらすぐ城を抜ぬけ出してどこかに行ってしまうんだから──イルも大変ね、ユートの世話なんてまかされたばっかりに、あっちこっち連れ回されることになって……」

「……姉上」

　途切れることなくさえずる鳥のような姉のおしゃべりを、ユートはげんなりとした顔つきでさえぎった。

「父上と母上からは、もうお許しをいただいてます。エイル姉上にも──大事な用があるので、しばらく城を留守にしますと伝えてあります。ちょっと急いでいますので話はまた今度ということで……」

「でも、ティエル姉様があなたのこと捜さがしていてよ？」

　リーシャが口にした名が、ユートの表情を瞬しゆん時じに凍こおりつかせた。

「軍事訓練のことで話があるって……さっき中庭で見かけたわ。なんだかもの凄すごい剣けん幕まくだったわよ？　あとネイア姉様も予算のことで話し合いたいって。図書の購こう入にゆう費ひがどうとか言ってたけど……行かなくていいの？」

「……姉上がかわりに聞いておいて下さい」

　そそくさと逃にげ出しかけたユートの腕うでを、リーシャは素す早ばやく両りよう腕うでで捕つかまえた。

「自分がいやなことを他人に押しつけちゃいけないって教わらなかったの？　わたくしだって嫌よ！　ネイア姉様の話は長くて細かくて難しくて聞いているだけで眠ねむくなってくるし、軍事訓練のことでわたくしがティエル姉様といったいなにを話し合えと!?」

「ファナ姉上の婚礼の準備で出かけるんです！」

　ユートが口にした一言が、豪ごう雨うのようなリーシャの言葉を一いつ瞬しゆん停止させる。

　その隙すきを逃のがさず、ユートは語気を強めてたたみかけるように告げた。

「詳くわしくはお話しできませんが、ファナ姉上の婚礼にどうしても必要なものを手配するために行くのです。お願いですから、今回ばかりは見逃していただけませんか？」

　しばらく沈ちん黙もくしたあとで、リーシャは唇を尖とがらせてずるい、と返す。

「……そんな言い方されたら、行かせないわけにはいかなくなっちゃうじゃない」

　上うわ目め遣づかいで告げる姉の言葉に、ユートは思わず失しつ笑しようを洩もらしそうになる。幼い子供が拗すねているような口調と表情だったためだ。

　しかし寸前でそれをこらえ、ユートは姉に向かって深々と頭を下げた。

「ありがとう、リーシャ姉上──できるだけ早く戻もどれるようにします」

「そんなの当たり前よ。ファナ姉様が向こうの国に行く前に戻ってこないと、絶対に許さないんだから──あと危ないことに首突っこんじゃ駄だ目めよ？　腕に自信あるからって、無む闇やみに喧けん嘩か売るような態度も慎つつしむこと。ごはんはちゃんと食べてたっぷり睡すい眠みん取って、身体からだ壊こわさないように気をつけなさい──ちゃんと寝ねないと身長だって伸のびないんだから」

「……最後の一言は余計です」

　ぼそりと呟つぶやくユートを無視して、リーシャはイルへと笑え顔がおを向けた。

「ユートのお守もりは大変だと思うけど、よろしく頼たのむわね。この子が無む茶ちやなことをしないように、しっかり見張っていてちょうだい」

「はい、リーシャ姫ひめ様」

　穏おだやかな笑みをその顔に浮うかべて、イルは優ゆう雅がに一礼する。

　そんな二人のやりとりを、ユートはどこか面おも白しろくなさそうな顔つきで眺ながめていた。







「……そりゃ確かに、ファナ姫様のご婚礼費用を工面するのがいささか──いえかなり難しい状態であることは私も十分に存じておりますよ。フォーレの国庫には余よ裕ゆうなどありませんし、それどころか借金を返すのにも四苦八苦している状態で、どこをどうひっくり返しても余分のお金なんて──売りに出せるものもたいして残っていませんし」

　愚ぐ痴ちめいたイルの言葉を、背中で聞き流しながらユートは足を進める。

　日はすでに天高く昇のぼり、多くの人々でにぎわう街路はむっとした熱気を帯びている。冬服で歩くには、少しばかり暑すぎるほどだった。

「ですが、なにも王子がわざわざ出られなくても……誰だれか他ほかの者を、かわりに派は遣けんすれば済むだけの話じゃありませんか」

「王家の威い信しんにかけて、そんな真ま似ねができるか」

　肩かた越ごしにイルを睨にらんで、ユートは低い声で言い返した。

「第一、ほとんどの人間が国から出たこともないんだぞ。いきなり他国に行って、金を稼かせいで来いと言ったところで、右も左もわからずに途と方ほうに暮れるのが関の山だ。下手へたしたら逆に借金作って帰ってくる羽目になりかねん」

「まぁ……確かに」

「その点、俺なら心配いらないだろうが──なにしろ慣れているからな」

　苦く笑しようと自信を半々にまぶした言葉に、それもどうかと思いますが……とイルはどこか困ったような微び笑しようを浮かべる。

　国庫の不足分を補うために、ユートが他の国で出稼ぎをするのは今回が初めてというわけではなかった。

　それは二年前──ユートが十三歳の時からひそかに続けられてきたことだ。

　このカエルレウム大陸には、いまだに人の手の及およばぬ未開の地が多々残っている。そこには危険な生物が数多く生息し、また比ひ較かく的てき安全と言われている街かい道どう付近にも徒党を組んで旅人を襲おそう盗とう賊ぞくが出しゆつ没ぼつする。

　そのため、街道を旅する者──特に多くの荷を持ち運ぶ商人などは、腕に覚えのある人間を雇やとって、自分と荷を守らせるのが常つねとなっていた。

　その役目を担になうのが、いわゆる『傭よう兵へい』と呼ばれる人々である。

　ユートはその傭兵として、仕事を請うけ負うことで金銭を稼いでいたのだった。

　むろん最初は年ねん齢れいと、少女と見まごう容姿のためにまったく相手にされなかったが、つてをたどって仕事をこなしていくうちに信用を勝ち得て、今ではそこそこの腕を持つ傭兵として組合でも一目置かれている。

　しかし、このディエでユートがやろうとしていることは、慣れ親しんだ護衛や危険な生物の駆く除じよなどといった仕事ではなかった。

「……ここか」

　街の中心部をわずかに外はずれた一角で、ユートは足を止めた。

　目の前にあるのは巨きよ大だいな石造りの建物だった。周囲が広場のようになっているため、外がい壁へきがゆるく湾わん曲きよくしているのがはっきりと見て取れる。通常の建物のおよそ五階分に相当する高さがあるが、装そう飾しよくを施ほどこされた外壁に窓はほとんど見当たらない。

　実際目にするのは初めてだったが、ユートはそこが普ふ段だんは劇場として使われている開放型の舞ぶ台たいであることを知っていた。

　──そして、そこが祭りの期間中に行われる剣けん術じゆつ大会の会場であることも。

「いいか、大人しくそこで待ってろ。勝手に動きまわるんじゃないぞ！　迷子になっても探しになど行かないからな、自力で戻ってこい」

　くどいほどに念押ししてから、ユートは広場に面した別の建物の中へと入っていった。その入口には『大会運営本部』と書かれた小さな看板が掲かかげられている。

　ユートの背中に向かってにこやかに手を振ふったあと、イルは通りの真ん中でぽつねんと立ち尽つくしていた。

　明らかに通行の邪じや魔まとなっている彼を、迷めい惑わくそうに睨んでいく者も少なくなかったが本人はそのことには気づいていなかった。通行人に突つき当たられるたびに、すみません、と緊きん張ちよう感かんのない笑顔で頭を下げるばかりである。

　そうしているうちに、起きて当然と言っていい事態が発生した。

　通りを歩いてきた男性の肩かたとイルの肩が、不自然なほどの勢いで衝しよう突とつしたのである。

「あ、すみません」

　イルの身体が傾かしぐくらいの衝しよう撃げきがあったが、痛がるそぶりも見せずにイルはこれまでと同じように謝罪の言葉を投げた。

「すみません、だぁ!?」

　しかし、返された反応はこれまで通りとはならなかった。

　いかにも柄がらの悪そうな男が、至し近きん距きよ離りからイルの顔を睨みつけていたのである。

　大おお柄がらな身体を粗そ末まつな衣服に包んだ、二十代後半と覚おぼしき男性だった。衣服の上から胸当てや脛すね当あてといった簡素な防具をまとい、腰こしには剣けんを帯びている。

「謝れば済むとでも思ってるのか？　てめえのせいで、俺の弟分が怪け我がしちまっただろうが！　この責任どう取ってくれるんだ!?」

「はぁ……それはたいへん申し訳ないことを……大だい丈じよう夫ぶですか？」

　声をかけたのは、道にうずくまったままのもう一人の男である。

　相方以上に立派な体格をした男だったが、イルにぶつかった肩を押さえたまま声もなく身を震ふるわせている。イルの前に立つ男も心配そうにその顔をのぞき込んでいたが、すぐさまはっと我に返って、演技ばかりとも思えない口調でイルへと詰つめ寄ってきた。

「よくもやってくれたな！　てめえ、落とし前はつけてくれるんだろうな！」

「はぁ……？」

「治ち療りよう費ひ払はらえって言ってるんだよ！　ぶつかっておいて知らん顔しようったって、そうはいかねえぞ！」

　その言葉を聞いて、ようやくイルはああ、と納なつ得とくしたような声をあげた。

「それが申し訳ないんですけど、手持ちのお金がないもので……よろしかったら私が診みさせていただきますけれど？　大丈夫です、この間本で読んだばかりですから」

「って、てめえがやるのか!?」

「ちゃんと覚えてますから大丈夫ですよ。うっかり間ま違ちがって別の骨を折ってしまった、なんてことにはならないと思います──たぶん。なにぶん実じつ践せんするのは初めてのことですので」

「てめえ……」

　男の目に怯おびえにも似た光がよぎり、それを振り払はらうようにことさら大声をあげて彼はイルの襟えり首くびを締しめ上げた。

「ふざけんな、この野や郎ろうっ！」

　それを見ていた人々の間から、非難の色を含ふくんだ悲鳴があがった。







　その頃ころ、ユートは建物の中で登録申しん請せいの手続きが終わるのを待っていた。

　ディエの剣術大会といえばそれなりに有名であるため、参加を望む者の数も多い。

　登録の締しめ切きり期限も差し迫せまっており、さして広くもない運営本部は駆かけ込みで登録を申しこむ人々でにぎわっている。

　だがユートの顔に浮うかぶいらだちの色は、その混雑が原因ではなかった。

（……どうして身分証に『男』と明記されてあるのにもかかわらず、性別を疑ったりするんだあの連中は……女性なら女性部門に参加してくれだと！　書類ごまかしてまで男相手に切った張ったをやりたい女がどこにいる!?）

　組合の発行する身分証を見せても信用してもらえず、最終的には別室で衣服を脱ぬいでみせる羽目になったのである。

（しかし……こうまで長くかかるとは予想外だったな）

　眉み間けんに皺しわを寄せて、ユートはいらいらと腕うでを組んだ。

　いらだちの原因はもう一つ、イルを一人で待たせていることにもあった。

　単純に、待たせていることを申し訳なく思う気持ちだけではない。もちろんそれもあったが──目を離はなしている間にとんでもない厄やつ介かい事に巻き込まれているのではないかと思うと、気が気ではなかったのである。

（早く戻もどらないと、あいつのことだから……喧けん嘩か沙ざ汰たに巻き込まれるくらいなら、まだ笑って済ませられるが……）

　次の瞬しゆん間かん、ユートの身体からだがぴたりと動きを停止した。

　わずかに見開かれた目が、通りに面した窓へと向けられたのはそのあとだった。外の様子を確かく認にんできたかどうか──ほとんど同時に彼は床ゆかを蹴けって走り出していた。

　窓の外から聞こえる悲鳴を、彼の耳がとらえたのである。







「やめたまえ」

　その言葉とともに、イルの襟首を締しめ上げる男の腕を別の手がつかんだ。

　反射的に「うるせえ！」と怒ど鳴なり返しかけ、男はいつの間にか周囲に人だかりができていることに気づく。

　ひるんだ様子の男に、闖ちん入にゆう者はどこか同情するような口調で言った。

「気持ちはわからなくもないが、こんなところで騒さわぎを起こして困るのは君たちではないのかな？　どうだろう、今回ばかりは黙だまって引いてはもらえないだろうか？」

　焦あせりと狼ろう狽ばいをにじませた男の目が、路上にうずくまった相棒へと向けられる。

「兄貴ぃ……痛いてぇえええ、あいつ馬ば鹿かみたいに頑がん丈じようっす……」

　ようやく顔を上げた相方が、凶きよう悪あくな面相に似合わぬ情けない表情と声で訴うつたえた。

　それで男も、やっと決心がついたようだった。イルの身体を乱暴に路上に放ほうり出すと、男は相方に肩を貸してそそくさとその場を離れていった。

　周囲の人ひと垣がきの間から、ユートが飛び出してきたのはその直後のことである。

「──イル！」

　その顔を見て、尻しりもちをついたままイルはあ、と嬉うれしげな声を出す。

「お──ユート様。登録はお済みになったのですか？」

　いつもと変わらぬ声と表情に脱だつ力りよくしそうになりながら、ユートは視線をイルから横に立った人物へと移した。

　引き締まった長身の、整った身なりをした青年だった。

　金の光こう沢たくを持つ黒くろ髪かみを肩に付くくらいの長さに切り、裾すそや袖そでまわりのゆったりとした衣服を幾いく重えにも重ね着している。

　ニーザベイムの──それもかなり位の高い貴族だと一目でわかる姿だった。

　何枚も重ねた衣服はそれぞれが朱しゆを中心に、微び妙みように色調を違たがえた色に染め上げられている。鮮あざやかなその色しき彩さいは高価な染せん料りようを惜おしみなく使っているためで、控ひかえめだが質の高い装身具とともに青年が裕ゆう福ふくな身分に属していることを証明していた。

　華はなやかな印象のある端たん整せいな顔立ちは、二十代前半あたりだろう。

　好こう奇き心しんを宿してきらめく琥こ珀はく色いろの双そう眸ぼうが、ユートの顔に向けられている。唇くちびるが口笛でも吹ふくような形に動かされたが、品がないと自覚してか音は出さなかった。

「……連れが面めん倒どうをかけたようだ」

　ユートはそう言って、身体ごと青年に向き直った。

「田舎いなか暮らしが長いせいで、こういった場所には慣れていないのだ。世間知らずの連れになりかわり礼を言う──助けていただいて、ありがとう」

「助けたというほどのことでもないよ」

　丁てい重ちように頭を下げるユートに、青年は笑え顔がおで言葉を返した。

「それに、私の助けはあんまり必要なかったような気もするしね。ところで、君──これからなにか予定はあるかい？」

「……予定？」

　怪け訝げんそうな顔のユートに、青年は大おお盤ばん振ぶる舞まいの笑顔で言葉を投げる。

「これもなにかの縁えんだ。よかったら食事でも一いつ緒しよにどうかな？　ああ、もちろんそっちの彼も一緒でかまわないから──どういう関係なのか正直気になるところだけど、まぁそのあたりは食事の時にでも聞かせてもらえれば……」

「……申し訳ないが、これから向かわねばならないところがあるので……」

　婉えん曲きよくな断りの言葉は、しかし青年には通じなかったようだった。

「それにしても、本当に美人だね君──男の格好なんてさせておくのはもったいないよ。せっかくこんなに綺き麗れいに生まれついたんだから、もっと似合う格好すればいいのに……なにか理由わけありなのかな？　よかったら話してはくれないだろうか？」

「………」

　困こん惑わくの色を浮かべていたユートの顔から、すっと表情が消えた。

　人形のような無表情な顔になったユートに危険信号を覚えたのはイルで、彼はユートが拳こぶしを握にぎる寸前、その身体を羽は交がい締めにした。

「駄だ目めですよ、お──ユート様！」

「……離せ」

「こんなところで大暴れしちゃだめですってば！　リーシャ姫ひめ様から注意されたことを、もうお忘れになったんですか!?」

　じたばたと暴れるユートと、必死でそれを止めるイルの力比べが続く。

　簡単には振ふりほどけそうにないとわかり、ユートはあきらめて身体の力を抜ぬいた。本日二度目の勘かん違ちがいに、どっしりと疲ひ労ろう感かんを覚えていたためでもある。

（どうして、いったい……この顔か？　顔が悪いのか？　俺だって好きでこんな顔してるわけじゃないんだぞ！）

「……君？」

　困惑と興味を半々にのぞかせて問いかける青年に、ユートは嚙かみつかんばかりの勢いで言い返した。

「言いたいことは色々あるが、とにかく最初にこれだけはきっちり訂てい正せいしてもらおう！」

「……はい？」

「こんな顔だが──年がら年中間違われて、今日だって押し問答した挙げ句確認作業とやらにまで付き合わされたけどな──俺はこれでも、れっきとした男だ！」

　青年は目を丸くしてユートの顔を見返し、やがてその口元がこらえきれないような笑みを形作った。

「……そう言われれば、見えないこともないかな。大だい丈じよう夫ぶ、世の中にはものすごく可愛かわいい顔をした男の子だっていないわけじゃないから。それにしても、そこまでして男の子で通さないといけない君の事情に興味があるな──なにか力になってあげられるかもしれない」

　無言で青年に殴なぐりかかろうとするユートを止めるために、イルは渾こん身しんの力を振り絞しぼる羽目となった。
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　二度目の力比べののちに、ぐったりと脱力してユートは目の前の青年を睨にらみつけた。

「悪かったな、こんな顔で！　好きでこんな顔に生まれたわけじゃないんだぞ！　女と思って言い寄ってくる奴やつはいるし、侮あなどってからんでくる連中はいるし、変な趣しゆ味みの男に寝ね込こみを襲おそわれそうにはなるし！　この顔で得したことなんてほとんどないぞ！」

「……えーと？」

　切実な感情のにじむユートの訴えに、困惑したような顔で青年は頰ほおを搔かく。

「もしかして……君、本当に男だったりするのかい？」

「さっきからそう言ってる──なんだったらその目で確かめるか!?」

　少し力がゆるんだ隙すきにイルの手を振りほどくと、ユートはためらいもせずに衣服の留め具に手をかけた。

「あ、いや……いいから！　別にここで脱がなくても！」

　勢いよく衣服を脱ぎかけるユートを寸前で制し、青年は力が抜けたような顔となった。

　ここまで迷いのない行動を見せつけられては、さすがに青年もユートの言葉が真実であると認めざるを得なかったようだ。

「その……悪かったよ。あんまり可愛いんで──いや、男性とは思えないくらい綺麗な容姿をしていたものだから、完全に女の子だと信じこんでしまって……体格も華きや奢しやだし、男の格好で旅をする女性は珍めずらしくないから……」

　言いながら、青年はだんだん疑わしげな顔つきになっていく。

「……本当に男なんだろうね、君？」

「女の腕わん力りよくかどうか、一度殴られて確かめてみるか？」

　拳を作るユートに、青年は慌あわててかぶりを振ってみせた。

「いや、それには及およばない……っ！　しかしそうか──そういうことなら仕方ないな。本当に残念だが、私はこれで……」

　悄しよう然ぜんと立ち去ろうとした青年を、ユートは鋭するどい声で呼び止めた。

「待て」

「……な、なにかな？」

　ぎくりとしたように足を止め、青年はユートに顔を向ける。

　因いん縁ねんをつけられるとでも思ったのだろうか──妙みようにびくついた態度の青年に向かって、折り目正しくユートは一礼した。

「名乗るのが遅おくれて失礼した。俺はユート・エイン。こっちの田舎者はイル・グラースだ──貴公への態度にいささかの無礼があったことをお詫わびする」

「……いや」

　少しばかり驚おどろいたような表情を見せたあとで、青年は琥珀色の瞳ひとみに笑みを宿らせた。

「それはお互たがいさまだよ。私はタジェス──もしも縁があったら、またどこかで会おう。その時はあらためて食事をおごらせてもらうよ」

　そう告げて、彼はユートの答えを待つことなく背中を向ける。

　肩かたごしにひらりと手を振って悠ゆう然ぜんと歩み去っていく彼の姿を、ユートは再び呼び止めようとせずに黙だまって見送った。
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　円形舞ぶ台たいの中心には、特設の試合場が設もうけられていた。

　周囲をぐるりと囲む観客席から聞こえてくるのは、興奮した人々の喚かん声せい。野や次じや悲鳴が時折そこに混ざる。

　人々の見守る中、試合場では一つの勝負に決着がつかんとしていた。

　わずかな距きよ離りをおいて対たい峙じしているのは、大人と子供ほどに体格差のある二人だ。

　一人は鎧よろいのような筋肉で全身を覆おおった大おお柄がらな男性。もう一人は華奢な身体からだつきの小こ柄がらな少年だった。どちらも胸や肩かた口ぐちを覆う簡素な鎧を身につけているが、少なくとも前者にその必要はないように思えた。

　実際、一方的に攻こう撃げきを繰くり出しているのは大柄な男性のほうだ。

　少年は手にした剣けんで攻撃を防ぐのが精せい一いつ杯ぱいのようだった。それもやがて限界に達したのか、受け止めた一いち撃げきで少年の上半身が大きく傾かしぐ。

　そこにできた隙を、相手の男性は見み逃のがしはしなかった。

　防具に覆われた少年の胸むな元もとめがけて、正確無比な一撃を叩たたき入れ──ようとする。

　しかし、その攻撃は相手の身体には届かなかった。大きくバランスを崩くずしたはずの少年は、猫ねこのように身をねじって地面すれすれの場所で体勢を整え、男性の一撃を紙かみ一ひと重えの距離でかわしたのである。

「──っ！」

　逆に下から返された一撃を、男性はかわしきることができなかった。

　刃は引びきした剣が脇わき腹ばらすれすれをかすめて、男性の胸から肩口までを斬きり上げる。防具を身につけていなかったら、間ま違ちがいなく骨の数本は折れていたところだろう。

「判定、白！」

　審しん判ぱんの声が響ひびきわたったあと、会場を支配したのは沈ちん黙もくだった。

　一いつ瞬しゆんのあと、それは会場全体を揺ゆるがすような驚きと歓かん喜きの叫さけびへと変わった。







「なにをやっているんだ、あいつは」

　会場を出てすぐに、ユートは不ふ審しんな行動を取っている世話係の姿を発見した。

　周囲には会場の興奮が伝でん染せんしたような熱気が満ちている。試合の結果について声こわ高だかに話している人々の目を避さけるようにして、ユートはイルに近づいていった。

「おい」

「うっきゃあああ!?」

　ぽんと肩に手を置くと、イルの口から悲鳴とも新種の生物の叫びともつかない声が洩もれる。ユートは慌てて人の少ない方向へと、イルの身体を引きずるようにして移動した。

「……あのな、いくらこそこそ人目を避けるようにしたところで、そんな珍ちん妙みような大声上げたらなんの意味もないだろうが。それ以前に、全然隠かくれられていないぞ。その図ずう体たいで看板の後ろに隠れられると思うほうが間違っている」

　よく目立つ看板の陰かげから、にょっきりと頭だけを突つき出したイルを見た時はよほどこのまま置いて帰ろうかと思ったほどである。

「あ、お帰りなさい王子──この場合はお疲つかれさま、と言うべきでしょうか？」

「………」

　ユートは心底疲れ果てたような表情で肩を落としたが、最も重要な事こと柄がらを確かく認にんしておくことだけは忘れなかった。

「──換かん金きんは済んだのか？」

「はい。けっこうな額がくでした──そのせいでどうにも落ち着かなくって。こんな大金持ち歩くのは生まれて初めてですから……なんだか道行く人が皆みな、悪人のように思えてきてしまって、ここにくるまでの間ずっとびくびくし通しでした」

　言いながら胸に抱だき込むようにして持っていた革かわの袋ふくろを、イルがユートへと渡わたす。

　それほど大きくはないが、ずっしりとした重さのある袋だった。

　ユートは少しだけ袋の口を開いて、中身を確認する。袋の口のあたりまで詰つめ込まれているのは大陸通貨であるラクセル銀貨だった。組合連合が発行している貨か幣へいの中ではシルス金貨に次いで価値が高く、一枚で一万グラン──大の男の半月分ほどの食費となる。

「十、二十……三十枚ってところか。あとは小こ銭ぜにだな……」

「どうせなら、シルス金貨で払はらってくれれば良かったんですよね。そしたらこの十分の一程度の重さで済んだんですから」

「袋が軽い分、落としたり盗ぬすまれたりする危険も増すだろうが。第一、一いつ般ぱん市民相手の賭かけの胴どう元もとが、そんな高額貨幣を用意しているとは思えないぞ」

　言いながらユートは小銭に至るまできっちりと数え上げ、きゅっと袋の口を締しめて固く紐ひもを結び直す。

「……にしても、ずいぶん多いな」

「ええ。けっこうな額だって言ったでしょう？　どうやら王子の対戦相手って、前々回の優勝者で優勝候補と目もくされていた選手だったみたいです。それで、王子の倍率が桁けた違ちがいに上がっちゃって……五十倍だったかな？」

　そこまで弱そうに見えたのかと思うといささか複雑な気分だったが、最初からそれが狙ねらいである以上文句をつける筋合いはなかった。

「まぁ、初日でこれだけ稼かせげれば上出来だ。このあとは倍率も落ちてくるだろうし……まさか優勝候補とは思わなかったがな。あれだけの相手に勝ったんだ、次からは俺に賭かける奴やつが出てきてもおかしくはない」

「当然の評価です」

「──阿あ呆ほう。ひとまず次回の賭けに使う分だけ手元に残して、あとは全額送金するぞ。盗とう難なんにでも遭ったら一大事だし、次の試合で全額賭けに注つぎ込まれでもしたらもっと大変だ」

「……そのほうが早くお金を増やせるんじゃありませんか？」

「あのな、こんな大金賭けに投じてみろ──間違いなく大会運営本部に目をつけられることになるぞ。不正をはたらいているつもりはないが、原則として選手が自分自身に賭けるのは禁止されているんだ。目立つようなことは極力控ひかえたほうがいい」

「はぁ……」

「第一、俺が負けでもしたらどうするつもりだ？　他ほかには滞たい在ざい費くらいしか残していないんだ──ここまで来て、一文無しになって帰るなんて間ま抜ぬけな真ま似ねはごめんだぞ」

「大だい丈じよう夫ぶですよ」

　ごく当たり前のことを言うように、力みのない笑え顔がおでイルは断言した。

「王子が負けたりするわけないじゃありませんか」

「………」

　表情と言葉を選び損そこねたような顔つきで、ユートは頭一つ分上にあるイルの顔を見上げる。

　革かわ袋ぶくろを懐ふところにしまい、行くぞ、と声をかけた横顔はわずかに赤かった。

「急がないと、組連の窓口が閉まってしまう──時間外に行くと、バカ高い手数料を取られるからな、あそこは」

「あ、王子！」

　さっさと歩き出すユートを、イルが慌あわてて追いかける。

　王子はやめろ、という毎度のやりとりは、通りの喧けん噪そうの中に吞のみこまれるようにして消えていった。







　送金の手続きを終えると、二人はその足で現在泊とまっている宿へと向かった。

　大きな通りから道一本分、奥に入ったところにあるこぢんまりとした宿である。入口の上に満月と角笛、そして〈月つき笛ふえ亭てい〉という宿の名が書かれた看板が掛かかっている。

「お帰りなさい！」

　開け放たれたままの入口をくぐった途と端たん、二人を出で迎むかえたのは明るい少女の声だった。

「それから初勝利おめでとう、ユートさん！」

「……情報が早いな」

　面めん食くらったような顔つきのまま、ユートはそれだけを口にする。

「午後一で店に来たお客さんが教えてくれたんです」

　宿の看板娘むすめのリエラは、薄うすい胸を反そらせるようにして得意げに笑った。

　ふわふわと波打つ枯かれ草くさ色の髪かみを二つに分けて束ね、動きやすい衣服の上に花の刺し繡しゆうのついたエプロンをかけている。明るい水色の瞳ひとみが印象的な愛らしい少女だったが、惜おしむらくはまだ十二歳になったばかりだということだろう。

「前々回の優勝者相手に、それは見事な勝ちっぷりだったって！　イルさんの言うこと信じてなかったわけじゃないけど、ユートさんって本当に強かったんですね！」

　はしゃいだリエラの声に適当に応じながら、ユートは店の奥へと入っていく。宿の一階は、宿しゆく泊はく客以外も利用できる食堂になっていた。

　空いた席の一つに座ると、ユートはすぐにできる料理を何点か注文した。

　さほど待たせることなく、リエラが湯気の立つ料理を両りよう腕うでに載のせて運んでくる。

　彼女が運んできたのは香こう辛しん料りようをきかせた薄うす切ぎり肉の揚あげ物に、薫くん製せい肉と根菜類のスープ煮に、魚ぎよ介かいで出汁だしを取った平麵めん入りの汁しる物ものに、茹ゆでた芋いもにチーズと挽ひき肉を載せて焼いた料理の大皿などだった。

　慣れた手つきで料理を並べると、リエラは厨ちゆう房ぼうには戻もどらずに興きよう味み津しん々しんの顔つきでユートへと目をやった。

「それにしても、試合を見ていたお客さんもびっくりしたみたい！　熊くまみたいな大男を相手に鮮あざやかな逆転勝ちだったんでしょう？」

「こう見えてもお──ユート様は国でも一、二を争う剣けんの使い手ですからね。そのくらい当然で──っ！」

「……運が良かったんだ」

　テーブルの下でイルの足を遠えん慮りよのかけらもない力で蹴けりつけ、強制的に話を中断させてからユートは口を開いた。

「向こうは俺のことを、見た目通りのひ弱な小こ僧ぞうだと思ってなめてかかっていたんだろう──攻こう撃げきは手て抜ぬきもいいところだった。最初から本気でかかってこられていたら、正直どうなっていたかわからない」

「そう……なんですか？」

　冷静なユートの物言いに、リエラはほんの少しだけ拍ひよう子し抜ぬけしたような表情を見せる。

　そこに奥の厨房から、威い勢せいのいい声が投げつけられた。

「これ！　いつまでもお客さんの食事の邪じや魔まをしてるんじゃないよ、リエラ！」

　声の主は宿の女将おかみであり、厨房の番人でもあるリエラの母親だ。

　リエラは慌てたように首をすくめて、「はあい！」と大声で返事をすると急いで二人の側そばを離はなれていく。

　ほっとしたように食事に戻るユートを見やって、イルがやや低めた声で言った。

「……あの、王子？」

「王子はやめろと言ったはずだ」

「では、ユート様──そこまでご謙けん遜そんなさらなくてもいいのでは？　あなたが本気を出せば、あんな剣けん術じゆつ試合で優勝することくらい造作もないことでしょうに……」

　汁物をすする手を止めて、ユートはイルの顔をまじまじと見返した。

　感情の読めない、いやに静かな瞳だった。やがて手元の椀わんに視線を戻すと、ユートはふっと口元をゆるめて答えた。

「そんな目立つような真似、するわけにいかないだろう。優勝賞金は魅み力りよくだけどな──ここへきた目的はそんなことじゃない。さいわい、今日の試合では予想以上に稼かせぐことができたからな……あと二、三戦やれば目標の金額には届くはずだ。そしたら適当に負けて帰るさ」

「……王子」

「それに──たぶん、そのくらいが今の俺の本当の実力だ」

　ほのかに自じ嘲ちようめいたものを含ふくんだ声で、軽く目を伏ふせてユートは告げる。

　そのあとで「王子はやめろと何度も言ったはずだ。今度同じことを言わせたら国に送り返すぞ」としっかり釘くぎを刺さすことも忘れなかった。

　再び食事に戻ったユートを、イルは無言のまま見つめ返した。

　その顔には困ったような、気づかうような笑みが浮うかんでいたが、薄うす青あおい瞳の奥にはどこか冷たい無機物めいた輝かがやきが宿っていた。







　それから二、三日が過ぎ、順調に勝利を重ねるユートは宿への道をたどっていた。

　すでに恒こう例れいとなった、組連での送金も済ませてある。送った金額は当初の目標金額まであと少しというところで、そろそろ帰り時だろうかとユートは内心で考え始めていた。

（あまり欲よく張ばっても仕方がないし……帰りに隊商の護衛でも引き受ければ、なんとか目標金額には達するだろうしな）

　そんなことを考えているうちに、〈月笛亭〉の看板が見えてくる。

　開け放たれたままの扉とびらをくぐって、店内に足を踏ふみ入れた二人を出迎えたのはいつも通りの元気なリエラの声──ではなかった。

「……ユートさん」

　リエラの困こん惑わく顔の原因はすぐにわかった。

「あの……ユートさんにお客さん、なんですけど……」

　彼女が視線を向けた先には、一人の初老の男性の姿がある。

　上等な衣服に身を包んだ男性だった。栗くり茶ちや色の髪には白いものが混ざり始めているが姿勢は良く、たくわえた同色の髭ひげにも手入れが行き届いている。

　眠ねむったような細い目に笑みを浮かべ、男性はユートを見ると深々と一礼した。

「お待ち申し上げておりました──ユート・エイン様。主人からあなた様を屋や敷しきにお招きするよう、仰おおせつかっております」

　思わず、ユートは隣となりに立つイルと顔を見合わせる。

　名指しである以上、人ひと違ちがいということはまず考えられなかったが──屋敷に招かれるような心当たりがないのも事実だった。

「今日の試合をご覧になって、ぜひあなた様とお話をしたいと思われたのだそうです。そしてできれば、夕食もご一いつ緒しよにと──」

「……悪いが」

　不快感を顔に出さないように注意しながら、ユートは慎しん重ちように口を開いた。

　この手の誘さそいは、大きな剣術試合などでは決して珍めずらしいものではない。金持ちが有力選手を食事などに招待し、気に入れば後こう援えんの約束をするというものだ。

　ただ、問題は──それが往々にして下心に結びつきやすいということだった。

「招待していただくいわれがない。明日も試合があるので、お誘いは辞退させていただきたい──今日は早く休みたいんだ」

「もちろん明日の試合にさしつかえるような時間までお引き留とめはいたしません。ほんの二、三時間でよろしいのです」

　かたくなな態度のユートを前に、主の命を遂すい行こうするのは難しいと踏んだのか、先に手の内を見せたのは男性のほうだった。

「主人があなた様の試合をご覧になったのも、なにかの縁えんかと……『次に縁があった』時にはお食事をご馳ち走そうする約束だったとうかがっております」

　無言のまま、ユートは目だけをわずかに細める。

　一いつ拍ぱくの間をおいて返した声には、探さぐるような響ひびきがはっきりとにじんでいた。

「連れが一緒でもかまわないか？」

「はい。お連れ様もご一緒にとのことでした──ぜひ、お話が聞きたいと」

　そうか、と答えてユートはリエラへと目をやった。

「どうやら、知り合いらしい。夕食は摂とってくるが、今日のうちに戻るつもりでいるから鍵かぎは開けておいてくれ。少しばかり遅おそくなるかもしれないが──」

「大だい丈じよう夫ぶです」

　ほっとしたような笑え顔がおを見せて、リエラは応じた。

「お祭りの間は、日付が変わるくらいの時間までお店を開けていますから──お店にいるのはわたしじゃなくて、母さんですけど」

　小さくうなずいて、ユートは男性へと向き直る。

「では遠慮なく、お招きにあずかるとしよう」

　堂々と言い切ったユートに向かって、男性はこちらへ、とうやうやしく店の外を示す。

　いまだ釈しやく然ぜんとしない顔つきのイルの腕うでを軽くつついてうながし、ユートは歩き始めた男性のあとに続いた。







　男性が向かったのは、〈月笛亭〉から少し離れた場所に停とめてあった馬車だった。

　四頭立ての立派な馬車だ。ユートとイルがシーバスと名乗った男性とともに後部座席に乗り込むと、清潔な身なりをした馭ぎよ者しやがぴしりと馬に鞭むちを入れ、馬車は軽快に走り出す。

「こんな立派な馬車に乗ったのは何年ぶりでしょうかね。王家の馬車が壊こわれる前ですから……二、三年ぶりでしょうか。というか、ファナ姫ひめ様のご婚こん礼れいまでに馬車の修理もしておかないと──あ痛っ！」

「……黙だまっていろ」

　さりげなくイルの向こうずねを蹴け飛とばしてから、ユートは窓の外に視線を向ける。

　確かに、馬車は個人の持ち物としては桁けた違ちがいに立派なものだった。黒くろ塗ぬりの車体に絹繻しゆ子すを張った弾だん力りよくのある座席。かなりの速度で走っているにもかかわらず、振しん動どうがほとんど伝わってこないのは内部に複雑な機構を有している証しよう拠こだ。

（はっきり言って、うちの馬車よりも格段にものは上だな……それより本当に、馬車の修理の手配もしておかないと……）

　ユートがそんなことを考えているうちに、馬車は街の中心部を抜ぬけて大きな邸てい宅たくの立ち並ぶ区画へと入っていった。

　広々とした庭に囲まれた邸宅は、門を飾かざる紋もん章しようからほとんどが貴族のものとわかる。

　そんな邸宅の一つの前で、馬車はわずかに速度をゆるめた。

　門の両側に立っていた門衛が、ゆっくりと門を開け放つ。その間を通り抜けて、馬車は庭の奥に見える屋敷へと向かっていった。装そう飾しよくを施ほどこした柱とアーチを多用した壮そう麗れいな邸宅で、壁かべや柱の各所を色いろ鮮あざやかなタイルが飾っている。

　停止した馬車からユートたちが降り立ち、目の前の正面玄げん関かんに向かった時だった。

「やぁ、よく来てくれたね！」

　前まえ触ぶれもなく扉が開き、中から弾はずんだ声と若い男が飛び出してくる。

　予想外の登場に言葉も出ないユートに歩み寄ると、彼──タジェスはその手を取って上下にぶんぶんと強く振ふった。

「いや本当にびっくりしたよ、今日の試合！　まさか、君があの大会に出ているなんて想像もしていなかったから──でも、よく考えてみれば君に会ったのは運営本部の前だったのだものね！　にしても、本当に強くて驚おどろいたよ！」

「そ、そうか……」

「試合前に出場選手の表を見たら、君の名前があったからね。まさか本人だとは思わなかったんだけど、面おも白しろい偶ぐう然ぜんだと思って十万グラン賭かけたんだ。そしたらなんと君本人で──しかも見事に勝ってくれたおかげで倍以上になって返ってきたんだ！　その意味でも、君にはお礼を言わないと！」

「……今日、急に倍率が下がったのはお前が原因か」

　ぼそりと呟つぶやいたユートの声は、タジェスの耳に入っていないようだった。

「タジェス様──いつまでもこんなところでお客様をお引き留とめするのは、あまり礼れい儀ぎ正ただしいこととは申し上げられませんかと」

　こほりと咳せきをしてシーバスがかけた声に、タジェスはそれもそうだな、と悪びれなく笑ってユートの前から移動する。

「さぁ、どうぞ」

　ユートとイルは顔を見合わせてから、うながされるまま屋敷の中へと入っていった。

　主あるじが客を迎むかえに玄関まで出てくるなど、普ふ通つうの貴族の家ではまず考えられないことだが──これがニーザベイムの流りゆう儀ぎというよりは、単純にタジェスが相当の変わり者というだけのことなのだろう。

　屋敷の中は外観から予想できた通り、豪ごう奢しやながらも品の良さを感じさせる造りだった。

　壁にはきめの細かい漆しつ喰くいが塗ぬられ、細密な文様が天てん井じようや壁の要所要所を彩いろどっている。窓まど枠わくや扉の上部に彫ほり込まれた透すかし模様は、装飾と同時に明かり取りの役割も担になうものだ。床ゆかには無数のタイルと石片が埋うめ込まれ、複雑な幾き何か学がく紋もん様ようを描えがき出している。

　二人が通されたのは、趣しゆ味みの良い調度類で調ととのえられた部屋だった。決して派手ではないが、よく見るとどれも非常に手の込んだ品であることがわかる。

　クッションを置いた長なが椅い子すをユートたちに勧すすめると、タジェスは少しだけ申し訳なさそうな口調で二人に告げた。

「呼びつけておいて悪いんだけど、ちょっと片付けなければならない用事が残ってるんだ……今お茶を運ばせるから、夕食までの間ここでくつろいでいてもらえるかな？」

「いや、かまわん」

　そう応じてから、ユートはあまりに愛あい想そがないかと思って言葉をつけ足す。

「俺たちに気を使う必要はない。とりたてて用事もなかったしな──やるべきことがあるなら、そっちを優先してくれてかまわない」

「ありがとう、助かるよ」

　にこりと笑うと、タジェスは二人を残して部屋を出ていった。

　まもなく茶と茶ちや菓が子しが運ばれてきたが、ユートはそれらに手をつけようともせず、ぐるりと室内を見回して言った。

「まったく……あるところにはあるものだな」

「お──ユート様？」

　不思議そうに呼びかけられ、ユートはため息をついて椅い子すに腰こしを下ろす。

「どうやら、相当裕ゆう福ふくな家の出らしいが……律りち儀ぎなのか、それとも単なる物好きなのか……」

　家名を口にしようとしないタジェスの態度から見ても、それなり以上の身分を有する貴族であることは間違いない。

　問題は、彼がなにを目的として自分たちを招待したかということだった。

　ただの好こう奇き心しんや、暇ひま潰つぶしであるのなら問題はないのだが──そこまで考えて、ユートは軽くかぶりを振った。あれこれと物事を考えすぎてしまうのは、自分の良くない癖くせである。

「……どうかなさいましたか？　お茶、冷めちゃいますよ？」

「ああ」

　とりあえず気分を変えようと、イルが差し出した茶のカップをユートは受け取った。

　ほんのりと甘い香かおりが漂ただよう茶を口に含ふくみ、茶菓子にも手を伸のばす。甘い菓子の他ほかに何種類かの軽食も添そえられており、ユートは遠えん慮りよなくそれらも口に運んだ。

　エプロン姿の女性が夕食の準備ができたと告げに来たのは、テーブルの上の食べ物の大半がユートの胃に収まったあとだった。

「お待たせいたしました──どうぞ、こちらへ」

　すでに軽く一食分を超こえる分量を平らげていたが、ユートは「ああ」と応こたえると平然とした顔つきで女性のあとに続く。

　別室に用意された夕食は、これまた見た目にも豪ごう華かなものだった。

　鴨かも肉と茎くき野菜のソテーに衣ころもをつけて揚げた白身魚のフルーツソース添え、蒸むした豚ぶた肉と茸きのこに甘あま辛からいソースをかけた料理に、メインとなるのは香こう辛しん料りようをきかせて皮ごとぱりっと焼き上げた鶏とりの丸焼きである。

「さぁ、遠慮なくどんどん食べてくれ」

　先に席について待っていたタジェスが声をかけ、ユートは無言で着席する。

　簡単に祈いのりを捧ささげたあと、彼は少しも遠慮することなく目の前に並べられた料理を片付けていった。作法は完かん璧ぺきなので見苦しい印象はないが、かなりの速度である。

　手品のように料理が消えていくのを、最初タジェスは目を丸くして見やっていたが、やがて興味深そうな顔つきになってユートに言葉をかけた。

「……君、実はけっこういいところの出だったりするのかい？」

「別に、そんなことはない」

　口の中のものをきちんと飲み下してから、ユートは答える。

「ごく普通の商家の末っ子だ。上は女ばかり五人もいたから、礼れい儀ぎ作法に関しては厳しく叩たたき込まれたが」

「へえ、君のお姉さんだったらさぞかし美人なんだろうな……似てる？」

「いや、似ていない」

　きっぱりとした口調で、ユートはタジェスの期待を粉ふん砕さいする。

「姉たちは一人をのぞいて皆みな金きん髪ぱつだし、その一人も母譲ゆずりの黒くろ髪かみだからな──俺は、家族の誰だれともあまり似ていないんだ」

「ああ……そうなんだ」

　やや残念そうな口調で応じるタジェスに、ユートは険けんのあるまなざしを向けた。

「言っておくが一番上は既き婚こん者で、二番目も結けつ婚こんの予定が決まっている。三番目四番目は……まぁ、手を出す度胸があるのなら止めはしない。命の保証はしないが覚かく悟ごがあるなら挑ちよう戦せんするしないは個人の自由だ」

　微び妙みように視線をずらして告げるユートの口調はやけに重く、タジェスはそれ以上深く追つい及きゆうすることは避さけた。

　なにやら、世にも恐おそろしい答えが返ってきそうな気がしたのである。

　そんな会話を間に挟はさみながらも、いたってなごやかに食事は続けられ、徐じよ々じよに終わりの刻限へと近づいていったのだった。







　食後に勧められた酒を断って、ユートたちはタジェスの屋や敷しきをあとにした。

　帰りも馬車で送るとタジェスは申し出たが、さほどの距きよ離りでもないし道も覚えているからとユートは断った。

「……王子」

　日の落ちた街路を、しばらく無言で歩いたあとでイルが言葉を発した。

「せっかく送って下さるとおっしゃってたんですから、素す直なおにご厚こう意いにあずかればよろしかったでしょうに……」

「少しばかり食べ過ぎたからな。歩いて帰るくらいでちょうどいいだろう」

「なに言ってるんですか、単なる貧びん乏ぼう性しようのくせに……それにお腹なかが苦しいのは夕食の前にあんなに食べたせいです。一応、注意はしましたからね──そんなに食べたら夕食が入らなくなりますよって」

　口を尖とがらせて言ったあと、イルは急にそわそわとした態度であたりを見回す。

「あまり人ひと気けもありませんし……なんだか、物ぶつ騒そうな人がそのへんからひょっこり出てきそうで怖こわいんですよ……」

　そう言った、まさしく直後のことだった。

　二人の会話をどこかで聞いてでもいたかのように、路地から覆ふく面めんをした男たちが走り出てきたのである。

「………お前の知り合いか？」

　あまりにできすぎた登場に、ユートは思わずイルに疑いの目を向ける。

　めっそうもない、とイルは首を横に振ふったが、わざわざ確かく認にんするまでもなく彼らが自分たちとは無関係な人間であることがわかった。

　二人を見るなり、男たちは手にした武器を振り上げて襲おそいかかってきたのだ。

「………っ！」

　鞘さや走ばしった剣けんが街路灯のわずかな光を弾はじき、空中に光の線を描く。

　小こ柄がらな少年と見て侮あなどったのか、狙ねらいの甘い一いち撃げきをなんなくかわしてユートは相手の腕うでに斬きりつける。

「下がっていろ、邪じや魔まだ！」

　へっぴり腰ごしで加勢しようとするイルを一いつ喝かつして下がらせ、ユートは次々と男たちに傷を負わせていく。負傷者が片手の指の数を超えたところで、ようやく彼らも相手にしているのが並の剣けん士しではないことを理解したようだった。

　一度距離をとって目配せをかわし、次の瞬しゆん間かんいっせいに背を向けて逃にげ出す。

「……なんだ、あれは」

　走り去っていく男たちを、ユートは呆あきれた表情で眺ながめやった。

　負傷した者も、自分で動ける者は自力で逃とう走そうし、そうでない者には仲間が肩かたを貸して逃とう亡ぼうを手助けしている。暗くてはっきりとわからなかったが、人数はおよそ七、八人といったところだろうか。

「王子……今のは？」

「よくわからん。物取りの類たぐいにしては動きの統とう率そつが取れていたし、かなう相手ではないと判断して逃げに移るタイミングも早かった。ただの賊ぞくではないようだが……」

「追わなくてよかったんですか？」

「地の利があるのは向こうのほうだ。追ってもたぶんつかまるまい──それに、あまり帰りが遅おそくなると宿に迷めい惑わくがかかるだろう」

　言って歩き出そうとした時、ユートの耳を近づいてくる複数の足音が打った。

　さっきの連中が戻もどってきたのかと、反射的に身がまえたユートを強い光が照らし出す。

「動くな！」

　まぶしさに目を細めるユートに、よく響ひびく鋭するどい声が投げつけられた。

「剣を捨てて手を上げろ！　早く！」

　細めた目で、ユートは光が携けい帯たい型の瓦斯ガス灯から放たれているのを見て取る。

　徐々に目が慣れてくると、それを手にしているのが灰色の制服を着た男たちだということがわかった──男たちが身につけているのが、ディエの市中の警備を担当する兵士たちの制服であることも。

「剣を捨てるんだ！」

　無む駄だな抵てい抗こうをするのはあきらめ、ユートは剣を足あし下もとへと落とす。険けわしい表情で近寄ってくる男たちの顔を見やり、ユートは両手を上げたまま言った。

「追いかける相手を間ま違ちがえているのではないのか？　こちらはたった今、覆面をした妙みような連中の襲しゆう撃げきを受けたばかりだ。市内の安全を守るのがそちらの役目というなら、ああいう手合いをまず取り締しまってもらいたいものだな」

「なにを言っている」

　口髭ひげをたくわえた男が、厳しいまなざしでユートを見やった。

「お前たちこそがモートン卿きよう襲撃の犯人なのだろうが──適当なことを言って逃のがれようとしても無駄だぞ」

「……なんだと？」

「現場で犯人の顔を目もく撃げきした者の証言と、お前たちの姿形はほぼ一いつ致ちする。仲間たちには置いて行かれたのか？　無理もない、素す顔がおを見られるようなヘマをしでかしたのではな。連中のことについても、お前たちには色々と教えてもらうぞ」

「……王子？」

　ささやきかけるイルに向かって、ユートは無言で首を横に振った。

　この場を実力で突とつ破ぱすることは難しくなかったが、そうすれば確実に犯罪者として追われることになる。

　素直についていって、誤解を解くほうが賢けん明めいなやり方であるはずだった。

　両手を上げたまま動かないユートを、両りよう脇わきからはさみこむようにして兵士が拘こう束そくする。

　足元に落とした剣を別の兵士が拾い上げるのを横目で確認してから、ユートは彼らに従って大人しく歩き始めた。
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　完全に暗くなった窓を背景に、その男は立っていた。

　室内に明かりはなく、磨みがかれた硝子ガラス越ごしに窓の外の風景が見て取れる。もっとも庭の各所にぽつぽつと点ともる明かりが、控ひかえめな光を放っているだけだったが──

「──様」

　扉とびらを叩たたく音のあと、細く開かれた扉の隙すき間まから声が滑すべり込む。

　部屋の主は動こうとも、その声に応こたえようともしなかった。ただ黙だまったまま先さき程ほどまでと同じように、部屋の入口を見つめているだけだった。

「狗いぬは檻おりに入った──とのことです」

　平へい坦たんな声で告げられた内容に、男は小さくうなずきを返す。

　その口元にはどこか満足そうな、うっすらとした笑えみの気配が漂ただよっていた。







「……やれやれ」

　腕うで組ぐみをして、ユートは薄うす暗ぐらい天てん井じようを見上げた。

　天井とは言っても地面を掘ほり抜ぬいて作った部屋であるため、見えるのはむき出しになった土ばかりだ。

　ユートが入れられたのは、捕とらえた犯罪者を入れておくための仮牢ろうである。

　暗くじめじめと湿しめった牢内には、壁かべに作りつけになった木の寝しん台だい以外なにもない。寝台には一応毛布がかけられていたが、さすがのユートも、いつ洗せん濯たくしたのかも不明な悪あく臭しゆう漂ただようそれを使う気にはなれなかった。

　もちろん壁の一方は、頑がん丈じようそうな木の格こう子しによってふさがれている。

「父上が知ったら目を回しそうだな」

「だーかーらー、馬車で送ってもらえばよかったんですよ……」

　隣となりの牢からは、牢の空気以上にじめじめと湿しめったイルの声が聞こえてくる。

「あんな変な人たちに会ってしまったばかりに……いいえ、そもそも剣けん術じゆつ試合で荒あら稼かせぎしようだなんて考えたのがまずかったんです。いつものように、地道に隊商の護衛でもやっていたらこんなことには……」

「うるさいぞ、少し黙っていろ」

　言い返すユートの声にも、いつもの勢いはなかった。

「いいえ、黙りません。私がもっと強く反対していたら、こんなことにはならなかったのかもしれないじゃありませんか！　仮にも一国の王子が牢に入れられるなんて……だいたい王子はいつも私の話に耳を貸して下さいませんが、私だって色々と考えて──」

「今回、ディエに来ることはお前だって反対しなかっただろうが」

「……そ、それはそうですが」

　やや形勢不利となったイルが続きの言葉を口にする前に、ユートは眉まゆを寄せてそれより、と声を放つ。

「問題はこれからだ。連中、牢に放ほうりこんだきり音おと沙さ汰たなしで取り調べに来る気もあるんだかないんだか……」

　責任者に会って話をすることさえできれば、すぐに誤解を解くことができると思っていたのだが、少々考えが甘かったらしい。
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「王子……？」

　不安そうな声をイルが発した──その直後だった。

　ユートは息だけで「しっ」と告げてイルを黙らせる。ほとんど同時に、階上でかちりと鍵かぎの開く音がした。

　黙りこんだ二人の耳に、階段を下りてくる数人分の足音が届く。

　ユートは身を固くしたまま、無意識に手で胸むな元もとを探さぐっていた。服の下には、鎖くさりに通して首にかけた指輪がある。フォーレ王家の紋もん章しようの入ったそれは、いざという時に彼の身分を証明するためのものだった。

（これを使うか……？）

　しかし、各国の王家の紋章を見知っているのはそれなり以上の地位にある者だけだ。ここに来る相手が、そこまでの地位にあるかどうかはわからない。

　考えているうちに、足音は徐じよ々じよに近づいてくる。

　複数の足音であることはわかったが、その大半はなぜか牢よりもかなり手前のところで停止した。残る二人分の足音だけが、止まることなく牢に向かってくる。

　声を出しかけたイルをほとんど吐と息いきだけで制した直後、牢の前に置かれた灯火の光が足音の主を照らし出した。

　揺ゆれる光の輪の中に浮うかび上がったのは、三十代半ばの兵士らしき男ともう一人──頭からヴェールをかぶった若い女だ。

　足音の軽さから予想はついていたものの、なぜここに女性が現れるのかとユートは不思議に思った。ニーザベイムに女性の兵士はいないはずだし、そもそも目の前の女性は制服ではなく地味ではあるが仕立ての良いドレスを身につけている。

「……お困りでしょうか、剣けん士し殿どの」

　投げられたのは、少し低めの抑よく揚ようのない声だった。

　ヴェール越しにもそうとわかる、無個性なくらいに整った顔立ちにふさわしい声だ。年ねん齢れいは二十歳はたちを少し超こえた程度と思われたが、落ち着いた物もの腰ごしのためか見た目よりもずいぶん年上に感じられた。ひとすじの乱れもなく結ゆい上げた薄うす茶ちや色いろの髪かみがその印象を強める。

　やりにくい相手だ、と胸の中で苦々しく呟つぶやきながらユートは顔だけは平然と応じる。

「そうでもないさ」

　返した声は、皮肉な響きをたっぷりとまぶしたものだった。

「確かにあまり快適な場所とは言いがたいがな。どちらかといえば、ありもしない罪を着せた相手から、恩着せがましく声をかけられることのほうが問題だ。ろくな申し出ではないことがはっきりしているからな」

　挑ちよう発はつめいた台詞せりふにも、女性はほんのわずか口の端はしを持ち上げただけだった。

　ヴェール越しにもそうとわかる、薄うすく紅を塗ぬった唇くちびるがユートの言葉が正せい鵠こくを射ていることを明らかにするのと同時に、挑発の言葉が無む駄だであることを物語っていた。

「ご自分の置かれた状じよう況きようをよく理解しているようですね。でしたら話は簡単です──ここからお出しするかわりに、あなたに引き受けていただきたい仕事があります」

「たかが仕事一つ依い頼らいするのに、ずいぶんと回りくどい真ま似ねをするものだな」

　その声に含ふくまれた呆あきれた響ひびきは、あながち演技ばかりとはいえないものだった。

「こんな面めん倒どうな真似をしなくとも、正面から訪ねてきて依頼すればいいものを。どんな仕事を引き受けさせるつもりかは知らんが……」

「──回りくどい手順を、必要とする仕事もあるのですよ」

　一いつ片ぺんの感情も交えずに伝えられた言葉に、ユートの表情がわずかに険しいものとなる。

「それは……つまり、引き受ける以外の選せん択たく肢しがない状じよう況きよう下かでしか、依頼することができない仕事だということか？」

　女性はその問いに対して答えようとせず、淡たん々たんとした声こわ音ねで告げた。

「あなたにかけられた嫌けん疑ぎは国の有力貴族であるモートン卿きよう襲しゆう撃げきと、卿の護衛官に対する傷害──ですが現場にはあなたの顔を見たという証言者がおり、あなたの無実を証明するのはほぼ不可能に等しい。他ほかの実行犯に対する見せしめの意味でも、あなたには重い刑けい罰ばつが科せられるはずです」

「俺が事件と無関係なのは、調べればすぐにわかることだ」

「再捜そう査さは行われません──被ひ疑ぎ者しやが牢内で死亡してしまえば、する意味がなくなってしまいますから。事故で死亡する囚しゆう人じんの数は意外と多いのですよ？」

　その言葉の意味するところは明白で、ユートは切れるような光を瞳ひとみに浮かべて口を閉じた。

　ややあって口を開いた時には、瞳からその光は拭ぬぐったように消えていた。

「服従か、死か──ということか。法治国家だと聞いていたが、ニーザベイム流の交こう渉しようはまたずいぶんと乱暴らしいな」

「これが交渉だと思われるのでしたら、そうかもしれませんね」

　ユートの皮肉にも眉一つ動かすことなく、女性はあっさりとそう応じた。

「ですが、これは交渉などではありません。こうして話をした以上、あなたには自由になってもらうわけにはいかない──こちらの依頼を受けるか、永遠に口をつぐんでもらうことになるかのどちらかしかありません」

　どこまでも淡々と語を重ねる女性を、ユートは感情を瞳の奥深くに沈しずめて見つめやる。

「もちろんお断りになるのであれば、それも自由です。生命以上に大切な信念があるというのなら、その信念を曲げる必要はありません。そのような不安要素を抱かかえ込むことは、私たちにとっても避さけたいところですから」

　ヴェールの奥におぼろげに見える、菫すみれ色いろの瞳をユートは黙って見み据すえる。

　言葉以上に感情の色の薄いそこから女性の本心をうかがい知ることはできなかったが、口にしているのがただの脅おどしではないということだけははっきりとわかった。

「──それで、俺にさせたい仕事というのはなんなんだ？」

　唐とう突とつに問いかけたユートに、女性はほんの少し戸と惑まどったように瞳を細めた。

「こちらは単なる流れ者の傭よう兵へいだ。そこまで立派な信念など持ち合わせていない──きちんとした報ほう酬しゆうさえ約束してもらえるなら、どんな相手の依頼であろうと引き受ける。まあ、今回は少しばかり経けい緯いが特とく殊しゆだったがな」

　相手が精神的体勢を整えるのを待とうとはせず、ユートはうっすらと笑えみを浮かべてよどみなく言葉を続ける。

「断ることはできないと言ったが、そうであればなおのこと、仕事の内容をまず明らかにしてもらいたい。成功の望みがまるでないような無む謀ぼうな仕事を、生命と自由という対価のみで押しつけられるのは真っ平だからな。それでは、形が変わっただけでこのまま始末されるのとたいして変わりはしない」

「……十分な対価を、用意させていただくつもりですが」

「それを受け取ることができれば、の話だろう？　まずは仕事の内容を話してもらおうか──賃金交渉はそれからだ」

　女性の顔から視線を逸そらそうとはせずに、ユートはにっと口元の笑みを深める。

　ふてぶてしいまでに落ち着き払はらった態度にも、女性は表情を動かそうとはしなかった。ただ背後に控ひかえる兵士に目をやって、牢ろうの前からわずかに移動しただけだ。

　かわりに牢の前に立った兵士が、懐ふところから取り出した鍵で牢の格こう子しを開ける。

　その際に、自分の身体からだを女性とユートとの間に割り込ませるようにしたのは、ユートが飛び出してきた時のための用心だろう。

「──では、詳くわしいお話は場所を移してからにいたしましょう」

　歩き出した女性に向かって、ユートは牢の前に立ったまま言葉を投げた。

「仕事の話なら、この男も一いつ緒しよでないと困るのだが」

「え？」

　ユートは隣となりの牢で、突つっ立ったままことの成り行きを見守っていたイルを顎あごで示す。

「一応、こいつは俺の相棒だ。腕うでっ節ぷしはからきしだが、数字にはめっぽう強くてな──報酬の話をするのだったら、こいつも同席させてもらおうか」

　一いつ瞬しゆんにも満たない沈ちん黙もくのあと、女性は軽くうなずいて兵士に指示を出した。

　目の前の格子が開かれると、イルは慌あわてて牢を出てユートの後ろにぴたりと寄り添そうように立つ。彼は不安を隠かくせない面おも持もちで、ユートへとささやきかけた。

「お──ユート様……」

　声は出さずに、ユートは視線だけでイルに喋しやべるなと伝える。

　真横に立った兵士が、二人に不ふ審しんな動きがあればすぐに斬きり捨てられるよう、剣けんの柄つかに手をかけているのがユートにはわかった。牢から少し離はなれた場所からも、武器を手に二人の出方をうかがっている気配がいくつも感じられる。

　黙だまったまま、二人は女性のあとについて暗い通路を歩いていった。







　地上に出ると、二人は用意された馬車に乗り込むように命じられた。

　四人乗りの箱形馬車だ。女性は別の馬車に乗り込み、ユートたちは二人の屈くつ強きような男とともに狭せまい座席に詰つめ込まれる。

　馬車が走り出す直前、同乗している男たちにユートは一つだけ確かく認にんした。

「俺の剣は？」

　男たちの一人がもう一台の馬車を指差し、ユートは瞳を鋭するどく光らせてうなずいた。行き先が同じなのなら、あとから取り戻もどすことも不可能ではない。

　馬車はしばらく不規則に走り、やがて目立たない屋や敷しきの前で停止した。

　暗くてよくわからないが、中程度の貴族の屋敷といった規模のものだ。葉を落とした木々に囲まれた屋敷の周辺に人家はなく、あたりはひっそりと静まり返っている。

　裏口から屋敷に入った二人は、案内された一室でしばらく待つよう伝えられる。

　部屋には長なが椅い子すが用意されていたが、二人とも使おうとはしなかった。

　ゆっくり二百を数えるほどの時間が過ぎたあとで、扉とびらが開いて先程の女性が姿を現す。

　しかし女性は一人ではなかった。彼女の後ろには、堂々たる体たい軀くを上等な絹の衣服に包んだ男が一人立っていたのだ。

　女性を従えて部屋の中へと足を踏ふみ入れると、男は当然のように長椅子に腰こしを下ろす。

「……そちらが、本当の依頼人か」

　確認とも問いともつかないユートの声を、男は目元だけで笑って肯こう定ていした。

　年ねん齢れいは四十代半ば──焦こげ茶ちやの髭ひげで覆おおわれたいかつい顔は、鍛きたえた長身とも相まって武人然とした雰ふん囲い気きを色いろ濃こく漂ただよわせている。隙すきのない身ごなしもその印象を強めるのに一役買っていたが、灰色の瞳にはどこか追い詰つめられたような光が宿っていた。

「お前に頼たのみたいことというのは、だ」

　よけいな前置きなどを入れようとはせず、男はずばりと本題を口にする。

「あるお方の命を奪うばってもらうことだ」

「命……って、つまり暗さ──」

　言いかけたイルの胴どう体たいに、ユートはかなり本気の力で肘ひじ打うちを入れる。

　げほげほと咽むせるイルを無視して、平然とユートは「それはまた物ぶつ騒そうな話だな」と応じた。

「それで、狙ねらう相手はいったい誰だれだ？　まさかとは思うが、この国の王を暗殺してこいなどと言うつもりではあるまいな？」

「なにを馬ば鹿かげたことを」

　笑いもせずに、男はユートの挑ちよう発はつめいた言葉を重々しい声で切り捨てる。

「仕えるべき主君に刃やいばを向けるなど、あるまじき不敬──仮の話であろうとも、軽々しく口にすべきことではないぞ」

「……それは失礼した」

　さらりと言って、ユートは男の瞳を見つめ返した。

「では、いったい誰だ？　ここまで念入りに準備を整えたのだ。簡単に殺せるような相手ではあるまい？」

　問いかけるユートの顔を、男はわずかな間しげしげと観察するように眺ながめた。

　ユートが細い眉まゆを不快そうに寄せる。彼が口を開きかけた時、男は思い出したような口調で言った。

「そう言えば……お前は祭りの剣けん術じゆつ試合に出場しているのだったな。だとすれば遠目ではあるが、そのお方の姿を目にしているはずだ」

　そこまで調べ上げているのかと内心苦々しく思いながら、ユートはここ数日の記き憶おくを探さぐる。

「──まさか」

　一つの可能性に思い至った瞬しゆん間かん、知らず声が洩もれていた。

「ルーイン王太子か？」

　大会初日、国王の代理として会場を訪おとずれた第一王子をユートは思い出す。

　男は答えなかったが、その沈黙が言葉よりも雄ゆう弁べんにユートの推測が間ま違ちがってはいないことを物語っていた。

「それはまた……大物だな。国王に比べれば警備は甘いだろうが──それでも簡単に近づけるような相手ではないぞ」

「そのあたりの手て筈はずはこちらで整える」

「どうやってだ？　王太子に近づく方法などそうあるはずは……」

　その顔を見つめ、男は意味ありげな微び笑しようを浮うかべた。

「こちらとしても、正直考えあぐねていたのだが──お前のおかげで良い案が出てきた」

「俺の……？」

「さよう。お前のその見た目なら、女官に変装してもまるで違い和わ感かんがないだろうからな。女官の姿であれば城の奥深くまで入り込んでも見とがめられることはなかろう──その上で、警備の人間を何人か買収しておけば、王太子の居室のあたりまで入り込むことも難しくはあるまい」

　じろじろと無ぶ遠えん慮りよな目つきで見つめられ、ユートの瞳ひとみの奥に不ふ穏おんな光が点ともる。

　男はそれに気づかず、隣のイルだけが冷や冷やとした表情をのぞかせながらも懸けん命めいに沈黙を守っていた。

　やや不自然な沈黙ののちに、ユートは低く声を絞しぼり出すようにして言った。

「いささか不ふ愉ゆ快かいな案だが、他ほかに手段がないのであれば仕方ないな。確かにそれが一番確実な方法には違ちがいない」

　そうだろう、と答える男の声には満足げな色がにじんでいた。

「それにしても、自国の者にそれほどまでに死を望まれるとは──この国の王太子はずいぶん出来が悪いらしいな」

　馬鹿にしたようなユートの声に、男は怒おこる様子もなく複雑な表情でうなずいた。

「あまり大きな声では言えぬがな。決して愚おろかというわけではないのだろうが……理想ばかり追い求めて現実というものをまるで見ておらぬ。近ちか頃ごろは陛下もすっかり気弱になられて、王太子の言われるがままになっているが──」

「……確かに」

　同情するようなまなざしを、ユートは男へと向けた。

「〝払ふつ暁ぎようの獅し子し〟とまで呼ばれ恐おそれられた王が、息むす子こに牙きばを抜ぬかれたのではたまったものではないだろうな。あの王であれば、周辺諸国を統合して一大帝てい国こくを築き上げることも難しくないだろうに」

「そうだ！　なのにあの王子は親和政策などと馬鹿げたことを言い出しおって……奪えばたやすく手に入るものを、なぜ指をくわえて黙って見ていなければならんのだ！」

　そこまで言ってから、男ははっとしたような顔つきでユートを見返した。不審の表情がありありと瞳ににじむ。

「いやに詳しいな、お前……？」

「国から国を渡わたり歩いていれば、これぐらいのことは嫌いやでも耳に入るさ」

　表情一つ変えずに応じてから、ユートは話題を変えた。

「それより、王太子の暗殺ともなればはした金では引き受けられんぞ。危険の度合いが桁けた外はずれだし、仮に成功したとしてもまず数年は表おもて舞ぶ台たいには顔を出せなくなる。そのあたりを考こう慮りよするなら──少なくとも八千万グランはもらわないとな」

「八千万グランだと!?」

　ぎょっとしたように男が目をむいたのは、それがこの屋敷を即そつ金きんで買うことも可能なほどの金額だったためだ。

　非難めいた視線を、どこ吹ふく風とばかりに受け流してユートは言葉を続けた。

「言っておくが──これには試合を途と中ちゆうで棄き権けんする分も含ふくまれている。優勝賞金の五百万グランに、賭かけで儲もうける予定だった金額も入れればこのくらいは当たり前だ」

「しかし……」

「一国の王太子を暗殺しようというのに、金を出し惜おしみしてどうする？　それとも、ニーザベイムの王太子の命はそこまで安いものなのか？」

　ぐっと言葉に詰まった男の顔を見返して、ユートは口元に意味ありげな笑えみをのぞかせる。

「先のことを考えれば、そう高い買い物でもないと思うがな──ああ、それと口止め料は別に払はらってもらうぞ」

「な……っ!?」

「払うものを払っておいたほうが、そちらとしても安心できるだろう？　金銭で安心を買えるのだから安いものだ──なに、そちらは一千万グランでかまわん。そのくらいの金なら、余よ裕ゆうで出すことができるだろう」

　男は苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔でユートを見返していたが、かたわらの女性にちらりと目をやると不承不承といった様子でうなずいた。

「仕方がない……それで手を打とう。危険の大きい仕事であることは確かだ。しかし、支し払はらう金額に見合う分の働きはしてもらうぞ」

「もちろんだとも」

　口元の笑みを不敵なものへと変え、ユートは答える。

　男は探るような目でその顔を眺めていたが、やがてなにも言わずに立ち上がって部屋を出て行った。最後まで口をはさむことなく側そばに控ひかえていた女性が、この部屋は自由に使ってかまわないとだけ言い残してそのあとに続く。

　二人の姿が扉とびらの向こうに消えるまで、ユートはその場を一歩も動こうとはしなかった。







　完全に部屋の外から人の気配が消えるのを待って、ユートは大きく息を吐はいた。

　念のためにイルを見やると、彼はにこりと笑って首を横に振ふる。それを確かく認にんして、ユートは完全に警けい戒かいを解いた表情でぐりぐりと眉み間けんを揉もみほぐした。

「まったく……くそ、悪あく人にん面づらがすっかり定着してしまったような気がするぞ。慣れないことはするもんじゃないな」

　その様子を見て、イルは心底ほっとしたような表情をのぞかせた。

「良かった。あまりにも真に迫せまっているものですから、本気でこの国の王太子を暗殺しにいくつもりなんじゃないかと思って、気が気じゃなかったんですよ」

「お前にそう見えたのなら上出来だろうな」

　言いながらユートはついでとばかりに首や肩かたも回し、ばきばきと鳴る音に眉を寄せる。

「あの男に、俺が依い頼らいを遂すい行こうするものと信じ込ませる必要があったからな──金銭で動く人間だと思わせておけば、よけいな警戒をされることもないだろう」

「それは確かに──この部屋にも、まともな監かん視しはついていないみたいですし。さすがに扉の鍵かぎはかけられているみたいですけど……それだけで安心しているってことは、逃にげ出す心配はないと思われているんでしょうね」

　いつもと変わらないのんびりとした口調で告げてから、イルはわずかに首をかしげてユートへと問いかける。

「ところで、これからどうするんですか？　暗殺を引き受けるふりをしたのはいいですが……このままじゃ実行せざるを得なくなっちゃいますよ？」

「冗じよう談だんじゃない。そんなことを実行して──そのあとで万が一にも俺の素す性じようが割れたら、即そつ刻こくニーザベイムとフォーレの間で戦争になりかねん」

「王子……」

「第一に──だ」

　イルに向けられたユートの瞳が、ぎらりと剣けん吞のんな光を帯びた。

「あの男、なにを抜かすかと思えばよりにもよってこの俺に、女装して城の奥に忍しのび込めなどと……ふざけているのにも程ほどがあるぞ」

　押し殺した声に込められた怒いかりは、『暗殺』よりもむしろ『女装』に対して向けられていたようだったが、イルは力ない笑みを浮かべただけであえてその点には触ふれなかった。

「それに、たとえ暗殺を実行したとしても、いずれ口くち封ふうじに殺されるのは目に見えている──こちらの提示した金額をあっさりと吞のんだからな。あの男が堂々と顔を見せたことといい……結局のところこちらを生かしておく気はないということだ」

「では……」

「ああ──逃げるぞ」

　口元にほんのかすかな笑みを浮かべ、ユートは言い放った。

「大人しく話を聞いていたおかげで、情報もそれなりに集まった──もっとも、あの男が主戦派の人間だということくらいだが。それでも、人相とあわせて王太子側の人間に伝えることができれば、あの男の身元を特定することは難しくはないはずだ」

　俺がもう少しニーザベイムの貴族について詳くわしければ、話は早かったんだが──とユートはぼやく。

「外交はエイル姉上に任せっきりだったからな……特にニーザベイムに関してはあえて避さけていたところもあるし」

「王子……」

　気づかうような表情のイルに対し、ユートは瞳にのぞいた苦い笑みを消して言った。

「とにかく、まずはここから逃げるのが先決だ。問題は扉の鍵だが──このくらい、お前ならなんとかなるだろう？」

「──はい」

　微び笑しようを含んだ問いかけに、イルが答えるまでに一いつ瞬しゆんの間が空いた。

　整った面おもてに浮うかんだ空くう疎そな表情にユートは気づいていたが、彼がそれを指し摘てきするよりも早くいつも通りの笑顔の中にその表情は消えた。

「……まずは剣けんを取り戻もどしにいくか。名品とはとうてい言い難がたい品だが、あんな連中にくれてやるには惜しすぎる」

「王子は紙の一枚だって、決して無む駄だになさらないお方ですからね」

　にっこりと嬉うれしそうに笑いながら、イルは誉ほめ言葉としては微び妙みようにずれた発言をする。

　ユートは少し顔を赤らめて「うるさい」と言い返した。

「いいから行くぞ。それと何度も言っていることだが、王子と呼ぶのはいいかげんに止やめろ」

「はい、お──ユート様」

　もはや何度目になるかわからない言葉のやりとりのあとで、二人は閉とざされた扉に向かって歩き始めた。
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　夜が明けて間もない街路を、忙せわしげに行きかう多くの人々の姿があった。

　狭せまい道みち幅はばをものともせずに荷物を満まん載さいした荷馬車が通り、その周囲を歩む人々は文句を言いながらも馬車の通過を待って再び歩き始める。道幅を狭くしている原因は、道の端はしにずらりと並んだ露ろ店てんだ。そこでは食料品や、日用雑貨などが多く取り扱あつかわれている。

　活気に満ちた街路の一角を、ユートは顔を隠かくすこともなく堂々と歩いていた。

　それとなく周囲に目をやると、兵士の姿がそこかしこに目立つ。一様に険しいその顔つきを見れば、ただの見回りなどでないことは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

「……私たちを捜さがしているんでしょうか？」

　横を歩いているイルが、顔を寄せるようにしてささやきかける。

「他ほかにあるか。どうやら、すでに手配がまわっているらしいな──まったく、朝も早いというのに勤勉な連中だ」

　視線を動かさず、ユートは言葉を返した。

　その声は周囲のざわめきにかき消されそうなほどに低かったが、兵士の耳に届くことを警戒しているわけではなかった。

　その理由は、現在のユートの姿にあった。

　薄うす物ものを重ねた女物の衣装に、うっすらと化け粧しようを施ほどこしたその顔──それはどこからどう見てもとびきりの美少女としか見えなかったのである。声が周囲に聞こえないようにしていたのは、少年だと気づかれて不ふ審しんに思われるのを避けるためだった。

「変装しておいて正解でしたね」

　こちらも変装したイルの言葉に、ユートは複雑そうな顔を見せた。

　街角で兵士に呼び止められているのは十代半ばから後半の少年が中心で、男性の連れがいる場合は特に念入りに話を聞いているのがわかる。

　間ま違ちがいなく、これが有効な手段だったのははっきりしているのだが──

（しかし……なんでまた、こんな格好をするはめに……）

「お──ユート様？」

　不思議そうに問いかけるイルを、ユートは横目で睨にらみやる。

　こちらは旅芸人風の派手な衣装を身にまとい、手には楽器までたずさえている。短く切った髪かみを薄うす茶ちや色いろに染め、眼鏡めがねを外したその顔は緊きん張ちよう感かんのない表情をのぞけば完全に別人としか思えなかった。

「……いや、なんでもない」

　ユートが首を振ると、両こめかみから垂らした銀色の髪が軽く揺ゆれる。

　イルが切った髪を利用して作った即そく席せきの付け毛である。頭に巻き付けた布の下から、その髪だけを長く垂らせば、見る者は銀ぎん髪ぱつの娘むすめだと信じて疑わないはずだった。

　衣装や化け粧しよう品ひん、イルの持っている楽器などはユートの服の裏地に縫ぬい込まれてあった銀貨で購こう入にゆうしたものだ。ユートが着ているのは旅の踊おどり子の衣装で、裾すそに深い切れ込みが入っているため動きをさまたげることはないが、足元がすかすかしてなんとも落ち着かない。

「……ユート様」

　顔をしかめているユートに、イルがこっそり耳打ちした。

「だめですよ、そんな顔していては……人が見ていますよ？」

　言われて、ユートはすれ違ちがう人々の視線が自分に向けられていることに気づく。

　花も恥はじらう美少女が険しい顔つきで歩いているのだから、通りすがりの人々の興味を引くのも無理のないことだろう。

　ユートは慌あわてて渋じゆう面めんを消し、取りつくろうような笑えみを口元に浮かべる。

　たまたまそれを目にした若い男性が、ぼうっとした顔でユートを見送りかけて連れの女性に手の甲こうを思い切りつねられた。

「……とにかく、まずはどうにかして王太子側の人間に、例の計画とあの男のことを伝えなくてはな」

　そんなやり取りに気づくよしもなく、前を向いて歩きながらユートは言った。

「ですが、どうやって……？　そりゃ王子がご身分を明らかにすれば、それなりの階級の人間に面会を求めることも難しくはないでしょうけど」

「問題は、誰だれが王太子側の人間かということだ」

　細く整った眉まゆを寄せて、ユートは己おのれ自身に問いかけるように呟つぶやく。

「あの男の影えい響きよう力がどれほどのものかはわからんが……話をする相手は、慎しん重ちように選ばなくてはなるまい。下手へたな人間に話して、そいつが向こうにつながっていたりしたら目も当てられん。ましてや、俺の素す性じようが知られるようなことがあっては……」

　昨夜の話を聞いた限りでは、今回の企たくらみは周辺諸国を武力で制圧したいという野心が根底にあってのものと思われた。自分がフォーレの王子ということが向こうに知られたら──下手をすればフォーレ侵しん攻こうの口実を与あたえることにもなりかねない。

「王太子本人に会って話をすることができれば、一番確実なのだろうが……いくらなんでも、それは難しいだろうしな」

　仮に身分を明かして乗り込んだとしても、フォーレのような弱小国の王子では面会を許してもらえるとは限らない。たとえ面会がかなったとしても、数日は確実に待たされることになるだろう。

　一つ、確実に面会できる手段があることはあるのだが、それを使えば今後厄やつ介かいなことになるのは想像がつくため、今の時点で用もちいることは避けたかった。

　もちろん、それ以外に方法がないとなればやむを得ないが──

「………」

　ふいに口を閉ざし、ユートがぴたりと足を止める。

　怪け訝げんそうにイルがその顔へと目をやり、ユートは無言のまま通りの先を示した。イルはその視線の先を見やって、ぎくりと表情をこわばらせる。

　市場の入口のあたりで、数人の兵士たちが通る人々を一人一人念入りに確かく認にんしているのが目に入ったのである。

「ど……どうしましょう？」

「落ち着け。なんのための変装だ──不審なそぶりさえ見せなければ大だい丈じよう夫ぶだ」

　低いささやきをかわしたあと、二人は人の流れに逆らわずに兵士のほうに歩いていく。

　ほとんどの者は兵士の前をただ素す通どおりするだけで、時折呼び止められるのはやはり旅人風の少年が中心だった。ユートとイルもちらりと一いち瞥べつされただけで通り抜ぬけることができ、内心でユートは安あん堵どのため息をつく。

　その直後、ユートの腕うでが突とつ然ぜん後ろから強い力で引っ張られた。

「──っ!?」

「なぁ、姉ちゃん」

　息がかかるほどの距きよ離りに、中年の男の顔を発見してユートは目をむく。

　男はひどく酔よっているらしく、近づけられた顔からはぷんと強く酒の匂においがした。おそらく朝方まで、どこかの店で吞のんでいたのだろう。

「おじさんと付き合わないか？　美人の酌しやくでもう一杯ぱい──なんて最高だよなぁ。ちゃんと金は払はらうから……小屋が開くまでの間だけでいいからさぁ」

「な……！」

　振ふりほどこうとするが、男の力は予想外に強くその手は簡単に外れない。

「いいだろ？　ちょっとだけでいいんだから……なにも変なことをしようってわけじゃないんだから。そう冷たくしないでくれよ」

　酔いどれ男の息が耳元にかかり、ユートの頰ほおにかっと血の色が上った。

「──離はなせ、この酔っぱらい！」

　怒ど声せいとともに、男の手を力ちから一いつ杯ぱい振ふり払う。

　自分のしでかした致ち命めい的てきな失敗に気づいたのは、そのあとだった。ぽかんと間の抜けた顔で見返している男を尻しり目めに、ユートは急ぎ足でその場を離れる。

「お──ユート様？」

　慌て声を上げるイルの腕をつかんだまま、ユートは目の前の角を曲がった。

　ちらりと肩かた越ごしに背後を確認すると、兵士たちがこちらへと向かってきているのがわかる。心の中だけで盛大な舌打ちを洩もらし、ユートは彼らを振り切る方法を頭の中であれこれと考え始めた。

（走って逃にげるのは論外……不案内な場所で道に迷って、袋ふくろ小こう路じにでも追いつめられたら一巻の終わりだ。人ひと混ごみに紛まぎれてまいてしまうのが理想的だが、そこまで上手うまくいくかどうか……下手に目立つような格好にしたのが仇あだになったな）

　発想の逆をついてわざと人目を引くような格好にしたのだが、これでは目印を付けて歩いているのと変わらない。

（どうする……？）

　必死に考えながら歩いていたため、前から歩いてくる人物に気づくのが一いつ瞬しゆん遅おくれた。

　はっと気づいた時には、すでにぶつかる寸前だった。

「うわっ！」

　反射的に身をかわそうとしたものの、足にからんだ服の裾すそに気を取られて体勢を崩くずし、逆に真正面から突つっ込む結果となる。

　はずみで路上に倒たおれ込みそうになったユートを、相手は慌てて手を出して支えた。

「すまな──」

　顔を上げた瞬しゆん間かん、ユートの表情がぎくりと固まる。

「──タジェス!?」

「やっぱり君……ユートか!?」

　負けず劣おとらず驚おどろいた様子のタジェスの手を振り払って、ユートは逃げ出そうとした。背後の兵士たちが、駆かけ足でやってくるのが見えたのだ。

「悪いが、話はまた今度にしてくれ！」

　言うなり駆け出そうとしたユートの腕を、タジェスは素す早ばやくつかまえた。そのまま強い力でユートを引き寄せ、その身体からだを両りよう腕うででしっかりと抱だき締しめる。

「な……っ！」

　顔を赤くして、ユートが全身で抵てい抗こうを始めようとしたその時だった。

「ああ、やっぱり君だ！　信じられないよ、こうしてまた会えるなんて！　君がいなくなってから、ずっと君のことばかり考え続けていたんだ！」

　耳元で発された情感たっぷりの声に、ユートの思考が一瞬停止する。

　あまりのことに抵抗も忘れた細い身体を、タジェスは心底愛いとおしいもののようにかき抱いだいて言葉を続けた。

「わかってる、君が怒おこるのも無理はないさ。私が馬ば鹿かだったんだ──君が姿を消して初めて、私は自分の本当の気持ちに気づいたんだよ。君以上の女性なんてこの世にはいない。私を孤こ独どくから救うことができるのは、君一人だけなんだ！　どうか戻もどってきてくれないか、愛いとしい人。私にもう一度やり直す機会を与えて欲しい！」
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　ようやく我に返ったユートが、必死にその手から逃のがれようともがき始める。

　こうしている間にも、兵士たちが近づいてきているのだ。だがタジェスの力は強く、容易に脱だつ出しゆつする隙すきを与えなかった。効果的に相手の動きを封ふうじるコツを知っているのだろう──その証しよう拠こに、これだけ強く押さえつけられているのに痛む箇か所しよはどこにもない。

　しかし、そのことを悠ゆう長ちように感心している暇ひまはなさそうだった。

　イルに助けを求めようにも、彼はぽかんと口を開けてこのなりゆきを見守っているばかりで役に立ちそうにない。

　周囲の人々も同様で、中には無責任な野や次じを飛ばす人間まで現れる始末だった。

「兄ちゃん、頑がん張ばれ！」

「浮うわ気きでもしたのか？　駄だ目めだろうよそんな美人の彼女がいるのに」

（だっ、誰だれが彼女だ……！）

　内心でユートは歯は嚙がみしたが、ここで反論すれば騒さわぎがよけいに拡大することは目に見えていた。黙だまって身を震ふるわせているユートの耳元で、タジェスは愛している、だの君がいなくてはもう生きていけない、だのと甘ったるい台詞せりふをこれでもかとばかりに連発する。

　それを聞かされるユートは、顔と言わず全身から火を噴きそうな思いだった。

　いっそ騒ぎが大きくなろうがかまわずに、今すぐ殴なぐり飛ばそうかとひそかに拳こぶしを固めたその時、思いがけないところから救いの手が差し伸のべられた。

「あの……ちょっといいかね？」

　ユートを追ってきた兵士の中の一人が、なんともきまり悪そうな顔つきで声をかけてきたのである。

　内心ほっとしながらも、今度は別の緊きん張ちようでユートは身体を硬かたくする。

　その反応にタジェスは気づいたようだが、ちらりとユートを見やっただけでなにも言わず、兵士たちに向き直った。

　途と端たんに兵士たちの間に、はっとしたような気配が広がった。

「なにか用か？　見ての通り取り込み中なのだが」

　顔を伏ふせていたため、ユートは兵士たちの変化には気づかなかったが、タジェスの口ぶりが急に変化したことは感じ取れた。

　それは、ごく日常的に他者に命令を下している人間特有の口調だった。

　これまでのタジェスの態度からは想像もつかない傲ごう然ぜんとした口調に、ユートは意外な思いが涌わき上がるのを感じずにはいられなかった。

「いえ……その、用があるのはそちらの女性なのですが……」

　兵士たちは恐きよう縮しゆくしたように頭を下げ、その中から年かさの兵士が一人進み出てきて言う。

「たいへん恐縮ですが……そちらの女性は、間ま違ちがいなく女性なのでしょうか？」

「なんだと？」

「その……先さき程ほど、まるで少年のような声を出したところを見ておりまして。実は我々が探している指名手配犯に、そちらの女性が似ているようなのですよ」

　タジェスは驚いたようにユートを見下ろし、ユートはますます深く顔をうつむける。

　しかし、続けてユートの耳を打ったのは、タジェスの快活な笑い声だった。

「それはまた……不幸な偶ぐう然ぜんだな！　そんなことで追われる羽目になっていたとは……だが、とんだ勘かん違ちがいだぞ！」

　タジェスはユートの身体に回した腕の力を少し緩ゆるめ、細い銀の腕輪をはめた手首を壊こわれ物のようにそっと持ち上げる。

「これが男の腕に見えるのか？　だとしたらお前たち全員、目玉を取り替えてきたほうがいいぞ──この美少女の、いったいどこが男性に見えるっていうんだ？」

　うやうやしくその指先に唇くちびるで触ふれてから、タジェスはユートの腕を解放する。

　ユートは耳まで赤く染めたまま、微び動どうだにしなかった。

　指一本でも動かしたが最後──タジェスに全力で殴りかかってしまいそうで動くことができなかったのである。

　なにも知らない者の目には、それは可か憐れんな娘むすめが恥はじらっている様子に見えた。

　兵士たちを含ふくめ、周囲の男性陣じんが顔を赤くして呆ぼう然ぜんと見とれていることに気づき、ユートはなにやら物悲しい気持ちになった。

「彼女のことだったら、私がよく知っている──それ以外に身元の保証が必要かね？」

「いいえ！　ですが、しかし──声が……」

　年かさの兵士が言いつのるのに対し、タジェスはユートの口元に顔を寄せて何度かうなずくと、愛おしげにその唇を指先で撫なでた。

「そうか──泣きすぎて声が。すまなかった、私のせいで……もう二度と君に悲しい涙なみだなどは流させないから、どうか安心しておくれ」

　兵士たちから見えないところで、固く拳を握にぎりしめながらユートはうなずいてみせる。この状じよう況きようでは、タジェスの芝しば居いに付き合う以外になかった。

　タジェスは兵士たちに向き直り、穏おだやかな口調で言い含めるように告げた。

「仕事熱心なのは結構だが、関係のない人を疑って追い回すのは時間の無む駄だではないのかね？　その間にも、犯人は遠くへ逃げてしまっているかもしれないのだから」

「──たいへん失礼いたしました！」

　慌あわてて立ち去ろうとする兵士たちの背に、タジェスはふと興味を抱いたような表情になって問いかけた。

「ところで、その手配犯というのはいったいなにをしでかしたんだ？　この人とよく似ているというのなら、男でもかなりの美形だろうが……どこかの令れい嬢じようでも騙だましたのかね？」

「いえ……その」

　最さい後こう尾びにいた若い兵士が、緊張と困こん惑わくをないまぜにした表情で答える。

「昨夜起きた、モートン卿きよう襲しゆう撃げきの犯人と思われる人物です。事件のすぐあとに一度は捕つかまったのですが、入れておいた仮牢ろうから逃にげ出してしまい……」

「それは大黒星だな──どうりで、兵の姿があちこちで目に付くわけだ」

　納なつ得とくしたようにタジェスは言い、若い兵士に行ってもよいと身み振ぶりで伝える。兵士は深々と頭を下げると、先に行った仲間たちのもとへ走っていった。

　彼らの姿が完全に見えなくなるのを待って、タジェスはうつむいたままのユートの肩かたを軽く手で押しやった。

「では──行こうか」

　一言も発することなく、ユートはうながされるまま歩き始める。

　彼をよく知る者の目からすれば、その姿は刻々と噴ふん火かに近づきつつある火山のようなひどく不ふ穏おんな気配を漂ただよわせたものだった。

　しかし、この場でそれに気づくことが可能なのはイル一人きりであった。

　彼は遠ざかっていく二人の背中をしばらく見送ってから、意を決したような顔つきになって急ぎ足で二人を追い始めたのだった。







「……手を離はなせ」

　人通りの少ない路地に入ったところで、ユートがまず発したのはその一言だった。

　感情を排はいした平へい坦たんな声こわ音ねだったが、その奥底に激しい怒いかりが感じられる。

　タジェスはなにも言わずにユートの身体からだにまわしていた手を離したが、にやりと笑って一言付け加えるのは忘れなかった。

「他ほかにも私に言うべき言葉はあるんじゃないのかな？」

　即そく座ざに射殺すような視線がタジェスに向けられたが、その目を伏せるとユートは渋しぶ々しぶながら礼の言葉を口にした。

「助けられたのは事実だ……感謝している」

「なんのなんの、どういたしまして」

　にこにこと笑えみを浮うかべてタジェスは答え──ユートの姿を見返した直後、その整った顔が崩くずれ、彼は身を震わせて笑い出した。

「ぷっ……くくく、その格好！　ものすごく君に似合っているよ。いや本当に……それで男だなんて絶対に信じられない！　見たかい、さっきの連中の顔？　完全に君のことを女の子だと信じ込んでいたよ！　あの間ま抜ぬけっ面づらったら！」

　目に涙をにじませて笑うタジェスを前に、ユートは無言で拳を握りしめる。

　イルが二人に追いついたのは、それがタジェスの顔面に見み舞まわれる寸前のことだった。

「駄目ですよ、ユート様！」

「黙れ、役立たず！」

　背中から組み付いて暴行を阻そ止しするイルに、ユートは憤ふん然ぜんと言い返す。

「私が役に立たないのと、ユート様が乱暴をはたらくのをお止めするのとの間にはなんの因果関係も──というか、ここでお止めしなかったら私、正しよう真しん正しよう銘めいの役立たずの称しよう号ごうをいただいてしまいますよ！」

　二人のやり取りをよそに、タジェスは身を二つに折って笑い転げている。

　しまいには息を切らして、ぜいぜいと肩で息いきをしている彼をユートは冷たい目で見やって、ぼそりと一言告げた。

「……殴っていいか？」

「ユート様！」

　タジェスは目ににじんだ涙を拭ぬぐいながら、遠えん慮りよしておくよ、とかすれた声で言った。

「それよりも、なんでまたそんな格好で……いや、兵士の目をごまかすためというのはわかるんだけどね。非常に有効な手段だったことは今さっき証明されたわけだし──」

　言いながら、さっきの兵士たちの顔を思い出したのかタジェスは再び吹ふき出しそうになって慌てて口元を手で覆おおう。

　必死に笑いの衝しよう動どうを押し殺し、彼はイルの腕うでから解放されたユートに向き直った。

「どうして……そんな格好をしてまで兵士の目を逃のがれなければならなかったのか、その理由を聞かせてはもらえないかね？　昨晩の事件の犯人として追われているということだったが──まさか本当に誰だれかを襲しゆう撃げきしたわけじゃないだろう？」

「当たり前だ」

　憮ぶ然ぜんと言って、ユートは手短に事情を説明する。

　もっとも、話したのは身に覚えのない罪で投とう獄ごくされたことと、別の場所に移送されてそこから逃げ出したことだけだったが、タジェスは納得したような表情となった。

「なるほど……それは大変だったね。しかし背後に面めん倒どうな事情がからんでいそうな話だな……偽にせの証人といい、君を陥おとしいれることだけが目的とは思えない。君がよほどの重要人物というなら話は別だが、ただの傭よう兵へいをそんな手の込んだ方法で陥れても誰も得をしないだろう」

「……そうだな」

　慎しん重ちように答えるユートを、タジェスは真意をうかがうような瞳ひとみで見つめる。

　それにユートが気づくよりも早く、彼はがらりと表情を変えて底そこ抜ぬけに明るい声を発した。

「まぁ、こうやって再会できたのもなにかの縁えんだ。よかったら私の家に来ないか？　なんとか今回はごまかしがきいたが、また兵士に目をつけられないとも限らないからね」

「しかし……」

「迷めい惑わくがかかるなんて思わなくていい。君たちを陥れたのが何者であれ、ここまで手の込んだ真ま似ねをした以上簡単にあきらめたりはしないだろう。そんな状じよう況きよう下かで、君たちを放っておけるほど私は神経の太い人間じゃない」

　戸と惑まどいと不信を半々にのぞかせた表情で、ユートはタジェスを見返す。

　そんなユートの態度にも気を悪くした様子を見せず、タジェスは意味ありげな笑みを口元に浮かべて言った。

「まぁ……もし君が、その格好がとても気に入っているというのなら、私は別にかまわないんだけどね」

　ちらりと自分の風ふう体ていを見下ろしたユートの顔が、なんとも複雑な表情に歪ゆがむ。

　しばらくの沈ちん黙もくのあと、すまない、と蚊かの鳴くような声でユートは答えた。

「……世話になる」

　満足そうに笑ってうなずくと、タジェスは二人についてくるように身振りで示す。

　しかし歩き出す寸前、「あとでもっと詳くわしく話を聞かせてもらうよ」としっかりと付け足すことは忘れなかった。

　黙だまってタジェスのあとに続きながら、ユートは隣となりを歩むイルの横顔へと目をやる。

　その視線に気づくと、イルはにこりと微笑ほほえんでうなずいてみせた。それは「大だい丈じよう夫ぶですよ」と言っているようにも、なにも考えていないようにも見うけられ、ユートは視線を戻もどすと深いため息を吐ついた。
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　昨晩辞去したばかりのタジェスの屋や敷しきに、ユートたちが戻ったのは日がまだそれほど高くは昇のぼっていない時刻だった。

　辻つじ馬車を拾って屋敷に戻った三人を、シーバスが玄げん関かん先さきで出で迎むかえる。

　昨晩とはまるで異なるユートたちの出いで立ちにも、彼は毛一筋ほども表情を動かすことなく深々と頭を下げただけだった。タジェスはそんな彼に羽織っていた上着を脱ぬいで渡わたしながら、ユートたちを客間へと案内するよう告げる。

「あと──なにか、着き替がえるものを用意してやってくれ」

　うやうやしく一礼して歩き出すシーバスのあとに、ユートとイルはついていった。

　案内されたのは、昨日とはまた別の一室だった。まもなく届けられた男物の衣服にユートは着替え、ぬかりなく用意された専用の落とし油でごしごしと化け粧しようを落とす。

　二人の身み支じ度たくが終わったところで、タジェスが部屋に姿を見せた。

「なにからなにまで、世話になってすまない」

「いや、気にしないでくれ」

　非の打ち所のない態度で一礼するユートに、タジェスはにこやかに応じてから長なが椅い子すの上にたたんで置かれた変装用の衣装を取り上げる。

　その横に置いてある付け毛に気づき、彼はイルへと目をやった。

「もしかして……これ、君の髪かみの毛かい？」

「え？　あ、はいそうです」

　答えるイルの髪は、すでにもとの銀色に戻っている。

　眼鏡めがねを装着したその顔がいつも通りの緊きん張ちよう感かんのない笑みを浮かべ、「ここまで短くしたのは初めてですよ」と聞かれてもいないのに告げた。

「頭が軽くて変な感じもしますが、楽でいいですね……いっそのこと、このまま短くしちゃいましょうか。外見の設定を少しばかりいじる必要がありますが──」

　続けようとしたイルの言葉を、ユートは抉えぐり込むような鋭するどい肘ひじ打うちをその胴どう体たいに叩たたき入れることでさえぎった。

「……そんなことより、お前には一つ確かく認にんしておきたいことがある」

　身体を折って呻うめいているイルを完全に無視し、ユートはタジェスの顔を鋭い眼まな差ざしで見み据すえて言い放った。

「お前はいったい何者なんだ？　さっきの兵士たちの態度といい──ただの貴族ということはあるまい？」

「ただの道楽貴族……じゃ駄だ目めそうだね？」

　かけらも信用していないユートの顔つきを見て、タジェスはあきらめたような苦く笑しようを口元に浮かべた。

「そんな大層なものじゃないんだけどね。私の正式な名はタジェス・ノール・ウェイ・デラ・スタインフェード──君が知っているかどうかわからないけど、一応この国の第六王子ということになっている」

　考え込むような光を浮かべたユートの目が、最後の一言を聞くのと同時に軽く見開かれる。

「な──!?」

「だけど妾しよう腹ふくの身だし、上には何人も立派な血筋の王子が控ひかえているからね。私が王位につく可能性は、一晩に月が二度昇のぼってくる可能性よりも低いと思うよ。私の母親はもう亡なくなっているんだが、身分もない下働きの女性だったし、わざわざそんな血筋の王子の後見になろうという物好きもいないからね」

　あぜんとするユートの顔を、むしろ面おも白しろがるように見やってタジェスは言った。

「たぶん、兄上全員が不ふ慮りよの事故で亡くなるようなことがあったとしても、父上の兄弟かその子供──あるいは、さらに先代の王の血筋から誰か選ばれることになるんじゃないだろうか。それすらも難しいとなった時、初めて私の出番がやってくるというわけだよ」

　わずかに微び苦く笑しようめいた笑みを浮うかべてそう告げたあと、タジェスはふいに瞳を鋭く光らせてユートたちを等分に見やった。

「私の話はこれくらいでいいだろう──今度は君たちが話を聞かせてくれないかい？　さっき家の者に確認したのだがね、昨晩から今朝に至るまで、君のことを聞きに我が家を訪おとずれた者は一人もいないそうだ。少し調べれば、私が君を招いたことなどすぐにわかるはずなのに」

「………」

「となると、君を陥おとしいれた何者かが捜そう査さに横よこ槍やりを入れているとしか考えられない。ディエの警備兵はそこまで無能ではないからね。それだけの権力を持った人間が関かかわっているとなると──この件は、ただ単に君たちに濡ぬれ衣ぎぬを着せることだけが目的だとは考えにくい」

　探さぐるような目で見つめられ、ユートはちらりと隣に座るイルに視線を送る。

　いつもと同じ笑みを浮かべたままイルは一言も発さなかったが、そこからなにか読み取ったのか、ユートはタジェスに視線を戻すと口を開いた。

「……わかった。昨夜のことを話そう」

　口元に刻んだ笑みを深めて、タジェスは二人の真向かいに位置する椅い子すに腰こしを下ろす。その目には、好こう奇き心しんと冷静さとが等しくのぞいていた。

　彼が席を定めるのを待って、ユートは話を始めた。

　要点を押さえた話が終わるまでに、時間はそれほどはかからなかった。謎なぞの男たちの襲しゆう撃げきを受けて、撃げき退たいしたあと警備兵に捕とらえられたこと。牢ろうにやってきた女に取引を持ちかけられ、連れて行かれた先でこの一件の首しゆ謀ぼう者しやと思われる男から『依い頼らい』の内容を聞かされたこと──

「……王太子暗殺とは、またずいぶん大だい胆たんなことを企くわだてたものだな」

　『依頼』の内容を聞かされ、タジェスの軽口もいささか精せい彩さいを欠くものとなった。

　ユートは答えず、話の途と中ちゆうで運ばれてきた茶のカップを手に取る。湯気の立つ茶を軽く吹ふき冷まして口に含ふくむと、芳ほう醇じゆんな香かおりが口の中に広がった。

　タジェスは苦笑しようとして失敗したような顔つきのまま、ユートにいくつか質問をする。

　男の外見や身なりなどを尋たずねられ、ユートが記き憶おくしている限り正確に答えると、彼はふむと唸うなって軽く顎あごを手で撫なでた。

「その外見や年回りから言って……おそらく君が会ったのはヘイザン卿きようだ。主戦派の貴族の中でも特に過激なほうでね。兄上にはずいぶん嚙かみついていたらしいが──ここ最近は大人しくなっていたと聞いたが、まさかそんなことを企くわだてていたとは」

　視線を宙に据すえて、半ば独り言めいた口調でタジェスは呟つぶやく。

「しかし、彼の性格を考えるといささからしからぬ気もするな。裏で手を回してあれこれ画策するような人物ではないはずだが……父上とともに何度も戦場に立って、その軍功で取り立てられたと聞いている。その彼が暗殺などという手段に頼たよるとは、なにかよほどの事情でもあるのか──あるいは、彼の背後に何者かがいるのか」

　ぎょっとしたようなユートの表情に気づくと、タジェスは「いや……たぶん考えすぎだ」と言って笑った。

「それにしても、君の度胸と頭の回転の速さには恐おそれ入るよ。金で動く人間だと思いこませて相手を油断させて、まんまと逃にげ出した手口といい……ただの傭よう兵へいとはちょっと思えないのだけどね」

「小器用に知ち恵えの回る、ただの傭兵だ」

　平然と言い放つと、ユートは再び茶に口を付ける。

　カップを口元に運ぶ手つきが、いやに優ゆう雅がなものであることにタジェスは気づいていたが、苦笑を浮かべただけであえて指し摘てきしようとはしなかった。

「にしても、君には感謝しなくてはならないね。もしも君が知らせてくれなかったら、大変なことになるところだった……」

　このことは必ず王太子の耳に入るようにするから、とタジェスは真しん摯しな声で告げる。

　その顔をどこか不ふ透とう明めいな表情で見やり、ユートは相手の本心を探り出そうとするかのような平へい坦たんな声を発した。

「……俺が、噓うそをついているとは思わないのか？」

「どうしてだい？」

　曇くもりのない表情で逆に問い返されて、ユートは言葉に詰つまる。

「それは……」

「そんな噓をついたところで、君にはなんの利益にもならないだろう？　これでも人を見る目には自信があるんだ。君は必要のない噓をつくような人間じゃない──まして、誰だれかの指示を受けて人を騙だますような人間では、ね」

　それは利益になる噓ならつくという意味か──と内心で呟いたものの、自分が身元を偽いつわっているのはまぎれもない事実なので口には出さなかった。

（にしても……思っていた以上に頭の切れる男ということか）

　内心ひやりとするものを感じながら、タジェスを見つめるユートにイルが緊張感のかけらもない笑顔で声をかけた。

「誉ほめられちゃいましたね、ユート様」

　途と端たんに口に含みかけていた茶を噴き出しそうになり、かろうじてそれをこらえるとユートはきわめて疑わしそうな目をイルへと向けた。

「いったいなにをどうやって聞いたら、その結論になるんだ？」

「え？　だって今のはどう聞いたって、誉め言葉じゃ……」

「だから、どこがそうなんだ？」

　そんな二人のやりとりをタジェスは黙だまって見つめていたが、やがて我が慢まんできないように軽く吹き出した。

　ユートの鋭い視線が突つき刺ささるが、彼は意に介かいした様子を見せずに笑いながら言った。

「まぁ、不便だろうがしばらくの間、ここで過ごしてもらいたい。必要なものがあればすぐに届けさせるよ──なにしろ君たちはこの国の恩人といってもいいからね。二、三日の辛しん抱ぼうだと思うから……どうか大人しくしていてもらえないだろうか？」

　タジェスの言葉に、ユートはいくぶん複雑そうな顔ながらも黙ってうなずく。

　面めん倒どうをかける、と再度頭を下げようとしたユートを、タジェスは笑顔のまま手を振ふって押しとどめた。

「やめてくれないか。言っただろう、君はこの国の恩人だって……そのくらいのことはやって当たり前なんだから、気にしないで欲しい」

　ユートは表情に困ったような顔で、ただ小さくうなずきを返すに留とどめたのだった。







「……王子は、あの方を信用しておられないのですか？」

　ゆっくりしていてくれ、と言い残してタジェスが部屋を出て行ったあと、イルはユートへと不思議そうな口調で問いかけた。

　いつもの文句を返しかけて、ユートは結局口には出さずに止める。

「正直なところ……判断が難しい。基本的に噓はついていないと思うが、なにしろあまりにも上手うまくことが運びすぎていて……逆にそれが薄うす気き味み悪わるく思えてならん」

「王子……いつもいつも、気の抜ぬけない環かん境きようでご苦労ばかりされてきたおかげで……すっかり気苦労が習い性となってしまわれて」

「やかましい」

　そっと目元を拭ぬぐうイルに、憮ぶ然ぜんとした面おも持もちでユートは言い返す。

　自分でも苦く労ろう性しようだという自覚はいやというほどあった。十二、三歳の頃ころから大人に混ざって荒あら事ごと稼か業ぎように精を出していれば、そうなるのがむしろ当たり前だ。

「まぁ、取り越こし苦労であるにこしたことはないがな──恩義のある人間を無む闇やみに疑うのは、人としてあまり誉められたことではないだろうし」

　ただ、とユートは心の中だけで付け加えた。

（油断だけはしないほうがいい。この国ではなにが起こるかわからんし──万が一、敵対するようなことにでもなったら、タジェスは相当厄やつ介かいな相手だ）

　難しい顔で黙り込んでいるユートを見て、イルはわずかに首をかしげたのちに、ふいに思い出したように口を開いた。

「あ、そういえば……剣けん術じゆつ大会、途中で棄き権けんすることになっちゃいましたね」

「言うな」

　きわめて渋しぶい顔で、ユートは声を投げ返した。

　不ふ機き嫌げんを絵に描かいたような表情と口調に、イルはしまったと言いたげな顔をしてから慌あわてて言葉を重ねる。

「だ、大だい丈じよう夫ぶですよ！　目標額には届きませんでしたけど、もともとかなり余よ裕ゆうを見て決めた額でしたし！　少しくらい質素な仕し度たくになったとしても、ファナ姫ひめ様ならきっと喜んで下さいますよ。こういうことは気持ちが大事なんです！」

「そんなことはわかっている」

　ユートの声には、いくぶん拗すねたような響ひびきがあった。

「ファナ姉上は最初から、そんな立派な婚こん礼れい仕度など望んでいない。単なる俺のわがままだ。王家の姫にふさわしい仕度を調ととのえてやりたいとおもったのは……向こうもうちと大差ない貧びん乏ぼう国だからな。はっきり言って、身一つで嫁とついできてくれればいいというような話だったんだ」

　次姉の婚こん約やく者である隣りん国ごくの王子の顔を、ユートは思い浮うかべる。

　これまで一、二度顔を合わせただけだったが、エルミファナ王女を心から愛していることは見ただけでわかった。

　事実、政情が安定せず婚礼の予定が何年も延のびたのに──その間、何度も国内の貴族の娘むすめを妻とするよう求められたのにも関かかわらず、彼は頑がんとしてファナ以外の女性を妻に迎むかえることを拒こばみ続けたのである。

「──しかし、いくら身一つで来てくれればいいからと言われたからって、本当になにも持たせないで行かせるわけにはいかないだろうが。今までみたいに、いつもそばにいて守って差し上げるというわけにはいかないんだ──だったらできる限りのことをして、向こうで苦労なさらないようにしたいと思うのは弟として当然だろう」

　わずかに頰ほおを染めて、いつもよりも子供っぽい口調で言いつのるユートの顔を、イルは目を細めて見つめやる。

　数秒の沈ちん黙もくののちに、ふうっと息を吐はくようにして彼は笑った。

「王子が無事にお戻もどりになることが、ファナ姫様への一番のお祝いになりますよ」

　ユートは目を上げて、驚おどろいたようにイルの顔を見返す。

　その目がやわらいだ光を浮かべ、混じり気のない笑えみが顔全体に広がった。

「……そうだな」







　その日のうちに、タジェスが王太子に面会の約束を取り付けることはかなわなかった。

　夕食の席で申し訳なさそうな顔をしたタジェスにそう伝えられ、ユートは眉まゆを寄せながらも仕方ない、と答えることしかできなかった。

「……すまないね、あれだけ自信満々に言っておきながら」

「いや……」

　王太子の一日の予定は前もって決められており、兄弟といえども強ごう引いんに割り込むことはできないのだという。ましてタジェスは複数いる王子の中でも最も順位が低い。

「誰か……間ま違ちがいなく王太子の味方とわかる人間はいないのか？」

「私も兄上のまわりの人間とはあまり親しくないからね。とりあえず、比ひ較かく的てき親しくしている警備の担当者にそれとなく気をつけるよう伝えてはおいたが……あまり大おお袈げ裟さに騒さわぎ立てて、私が君をかくまっていることに気づかれても厄介なことになりそうだし」

　今の時点でユートの所在が知られるのは、非常に危険だとタジェスは言った。

　ユートもそれは同感だった。自分の証言一つでヘイザンの罪を立証するのは難しいかもしれないが、ことが王太子暗殺ともなれば疑いがかかるだけでも地位が危あやうくなりかねない。ヘイザンはどんな手を使ってでも、ユートの口をふさごうとするだろう。

　そうなった場合、危険なのはユートばかりではなかった。タジェスやこの屋や敷しきの家人までも巻き込むことになるのは必至だ。

（それはなんとしても避さけなければならないし……俺という駒こまを失ったことで、計画に遅おくれが出ることを願うしかないか）

　夕食のあと、与あたえられた寝しん室しつの窓辺に立ちながらユートは考える。

　相手の計画の遅れを期待することしかできないという今の状じよう況きようは、ユートにとって不本意なものだったが、他ほかに自分にできることがないこともわかっていた。

「……王子？」

　考えをめぐらせるユートに、イルがそっと声をかける。

「お休みにならないんですか？　昨晩は結局ほとんどまともに寝ねていないでしょう。せっかく立派な寝しん台だいがあるのですから、ちゃんと休まないと」

「……ああ」

　首を振って考えを打ち払はらい、ユートは寝台へと向かった。

　あれこれ考えていたところで自分にできることは限られている。今の自分にできることは、少しでも休んで気力と体力を養っておくことだった。

　そう自分に言い聞かせて明かりを消し、ユートは寝台に入った。

　──が、夜半を過ぎた頃。

「王子」

　ささやくようなイルの声に眠ねむりを破られ、ユートは跳はねるように飛び起きた。

　ほとんど反射的に周囲を確かく認にんし、昼間と同じ服装で寝台のかたわらに立っているイルの姿を発見すると、彼は低い声で問いかける。

「──何人だ？」

「十人はいますね。まだ屋敷のまわりを囲んでいるだけみたいですが」

　その言葉を疑う様子もなく、ユートは寝台から出ると枕まくら元もとに置いてあった衣服を取り上げて素す早ばやく身につける。タジェスが用意した絹の寝ね間ま着きもあったのだが、ひらひらした感かん触しよくに閉口して下した履ばきと半はん袖そでの中着だけで寝ていたため、着き替がえに時間はかからなかった。

（……俺たちがここにいると知られたのか？　いったいどうして……いや、今はそんなことを考えている場合じゃない！）

「今、どのあたりにいる？」

　靴くつ紐ひもを結びながら声だけを投げるユートに、イルは迷いもせずに答えを返す。

「屋敷の正面玄げん関かんと勝手口──それから表の庭園に面した窓も見張られています。この部屋はまだ、大丈夫みたいですけど」

「正規兵か？」

「いいえ。おそらく、金で雇やとわれたならず者ってところじゃないでしょうか」

　言いながらイルが差し出した剣けんを受け取ると、ユートは窓辺へと歩み寄った。

「……まぁ、確かに正面から乗り込んだところで、貴人に面会がかなうような時間じゃない。強引に押し入って俺たちを拉ら致ちするつもりか──あるいは」

　言葉の続きを断たち切ったのは、部屋の扉とびらが開く音だった。

　思わず身がまえたユートだったが、現れたタジェスの姿を見て剣の柄つかにかけた手を下ろす。深夜にも関わらずタジェスはきちんとした衣服を身につけていたが、帯の結び目が乱れているところを見ると、かなり慌てて着替えたらしかった。

「良かった……気づいていたんだね」

　ほっとしたように表情をゆるめると、彼は二人にすぐに屋敷から逃にげるように告げた。

「地下を通って、屋敷の外へ出られる隠かくし通路があるんだ。そこからなら、連中に気づかれることなく逃げ出せるはずだから……」

「阿あ呆ほうか、貴様」

　ユートが返した一言に、タジェスの目が丸く見開かれる。

「連中の狙ねらいが俺たちだけだと思っているのか？　そんなわけないだろう。俺と接せつ触しよくした人間すべてが連中の標的になるはずだ。その状じよう況きよう下かで俺たちがここから逃げ出してみろ──使用人まで含ふくめ、お前たち全員が皆みな殺ごろしにされかねんぞ」

　その言葉の内容と、ユートの全身から放たれる怒いかりに圧あつ倒とうされてタジェスは一言も言い返すことができなかった。

　ユートは小さく息を吸い、わずかに語調をやわらげた。もとよりタジェスに向けられた怒りではない。無関係の者まで巻き込もうとする敵と、むざむざとこの事態を招いてしまった自分自身に対しての怒りだった。

「俺たちが連中の目を引きつけておくから、その間にお前たちはその地下通路を使って逃げるんだ。心配はいらん、俺たちはこの手の厄やつ介かい事には慣れているからな」

「なにを馬ば鹿かな──君にそんなことをさせるわけには」

「大丈夫だ」

　不敵に笑って、ユートはタジェスの顔を見つめ返した。

「俺の剣の腕うで前まえに関しては、お前もその目で確かめているだろう？　そこらのゴロツキ相手に遅れをとるほどヤワじゃない──ああ、もしかしたら屋敷に多少被ひ害がいを及およぼすことがあるかもしれないが、そのあたりについては目をつぶってもらえると助かるな」

　最後に冗じよう談だんっぽく付け加え、歩き出そうとしたユートの腕うでをタジェスが寸前でつかまえた。

　思いがけず強い力で引き留められ、ユートがぎょっとしたように眉を上げる。反射的に叩たたきつけようとした抗こう議ぎの言葉を、タジェスの真しん剣けんな瞳ひとみと声がさえぎった。

「君を行かせるわけにはいかない。わかっているのかい？　君は今回の一件の大切な証人なんだよ──その君を、こんなところで失うわけにはいかない」

「だが……！」

「家の者たちには、先に避ひ難なんするよう命じてある。もともとたいした人数は置いていないからね。今いま頃ごろはとっくに外に逃げ出しているはずだ」

　驚いてタジェスを見返したユートの顔に、呆あきれたような表情が浮うかんだ。

「……よく使用人たちが承知したな。普ふ通つう、主人を置いて逃にげろだなんて命じられても、従う者などいないぞ。よほど人望のない主人ならともかく」

「私が変わり者だってことは、皆みないやというほど理解しているのでね」

　平然と答えて、タジェスは二人を廊ろう下かへとうながす。

「一人でも屋敷に残っているうちは、絶対に避難しないぞと言って脅おどしたのさ。それぞれ別の出口から脱だつ出しゆつしているはずだ──目くらましも兼かねて、ね」

　それ以上はユートも抵てい抗こうしようとはせず、タジェスに手を引かれて廊下へと足を踏ふみ出す。二人のあとに、イルが続こうとしたその時──

　窓まど硝子ガラスが派手な音を立てて砕くだけ、何本もの矢が部屋の床ゆかに突つき立った。矢の先には油を染しみ込ませた布が巻かれており、そこに点つけられた火が敷しかれた絨じゆう毯たんに燃え移って見る間にめらめらと広がっていく。

「な──っ！」

　ユートの頰ほおに、炎ほのおが照り返したような朱しゆの色が差す。

　今にも剣を抜ぬいて走り出しそうなユートの手を、タジェスは強引に引っ張った。

「いいから、こっちへ！」

　薄うすく煙けむりの漂ただよい始めた廊下を、半ば駆かけ足で彼はユートの手を引いて進む。

　まもなく見えてきた一室に入ると、タジェスは部屋の扉を閉めて奥の暖だん炉ろへと歩み寄った。ユートは外の気配を気にしながらも、黙だまってそのあとに続く。

　暖炉の縁ふちを飾かざる装そう飾しよくをタジェスがいくつか動かし、奥の壁かべを押すとゴトリと重い音を立ててその壁が滑すべるように横に動いた。

「さぁ、早く──」

　タジェスの声に、ユートは目でイルに先に行くよう指示する。

　そのあとでタジェスに入るよう言いかけたユートの言葉を、瞳に笑えみを含ませてタジェスはさえぎった。

「君が先に行ってくれないと──中は大人が一人立って歩くのがやっとの幅はばなんだ。この扉を開けっ放しにしていくわけにはいかないだろう？　この中で扉の閉め方を知っているのは、私だけだからね」

　言い争う時間も惜おしく、ユートは言われるまま暖炉に身を滑すべり込ませようとする。

　その瞬しゆん間かん、部屋の窓硝子が立て続けに砕け散った。

　射込まれた矢が、部屋の壁や床に次々と音を立てて突き刺ささる。風を切る音が耳元をかすめて、ユートは反射的に身をすくめた。

　その身体からだが、大きく温かなものに覆おおわれていることに気づいたのは一いつ瞬しゆんあとだった。

「お前──！」

　思わず顔を赤くして、ユートはタジェスの身体を強ごう引いんに押しのける。

　だが、その手は途と中ちゆうで止まった。押しのけようとしてタジェスの肩かた口ぐちに触ふれた手に、温かく濡ぬれた感触を覚えたためだ。

　飛び込んできた矢がタジェスの肩口を傷つけたのだと悟さとり、ユートは顔色を失った。

「おい──タジェス!?」

　矢はかすめただけで刺さってはいないが、浅い傷でないことも確かだった。
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　タジェスは苦痛に顔を歪ゆがめながらも、ユートを自分の身体ごと暖炉の奥へと押し込んで隠し通路に入る。壁に身をもたせかけるようにして扉を閉めると、彼は力ちから尽つきたようにずるずるとその場に膝ひざをついた。

「しっかりしろ、おい！」

「大だい丈じよう夫ぶ……」

　明かりもない暗くら闇やみの中、弱々しい声だけが返される。

「あとは、通路にそってまっすぐに行くだけだから……」

「タジェス!!」

　答えはなく、ユートは舌打ちすると手て探さぐりでタジェスの身体を抱かかえ上げた。

　傷に響ひびかないように慎しん重ちように持ち上げ、負傷していない側の腕を首にかける。腕わん力りよくには自信のあるユートだったが、身長差があるため半ば引きずるように運ぶのが精せい一いつ杯ぱいだった。

「イル──頼たのむ」

　呼びかけにうなずく気配がして、暗闇の中イルが先に立って歩き始める。

　足元も満足に見えない闇やみを苦にする様子もなく、彼はタジェスを担かついだユートを的確に誘ゆう導どうしながら歩いていく。

　いやに長く感じられたが、実際には半刻もかけずに三人は出口にたどり着いた。

　出口の扉を開けるのに少し手間取ったものの、さほど難しい操作が必要ではなかったこともあって二、三度失敗したあと扉を開けるのに成功する。

「外に出たぞ！」

　念のため待ち伏ぶせがないか周囲を確かく認にんしてから、ユートはタジェスに声をかけた。

「……タジェス？」

　しかし、呼びかけに応こたえる声はなかった。

　ぐったりと力を失ったタジェスの左袖そでが、血を吸って真っ赤に染まっていることにユートは気づいた。予想以上の出血量にユートは歯は嚙がみして、タジェスの身体をそっと地面に下ろすと袖を引き裂さいて傷口よりも上の位置にきつく巻き付ける。

　近くに落ちていた小枝を結び目に差し込むと、何度かねじって別布で固定する。さらに傷口にも厚く布を巻き、ユートは目を開ける気配もないタジェスの顔を見下ろした。

「王子……」

　イルが不安そうに声をかけるが、ユートはうつむいたまま答えようとしなかった。

（俺の……せいだ）

　深くうつむいて、ユートは拳こぶしをかたく握にぎりしめる。

　自分の判断の甘さが、タジェスに傷を負わせる結果を招いてしまったのだ。なのに自分にはこれ以上、どうすることもできない。あとは専門の医者に診みせるか、あるいは落ち着いて治ち療りようできる場所に彼を移すしかないが──

（この状況下で──いったいどうやって？）

　切せつ迫ぱくした感情で、胸が潰つぶされそうになる。

　そんなユートの耳に、今にも消え入りそうにかすれた声が届いた。

「……置いて、行ってくれ」

「タジェス!?」

　うっすらと目を開けて、タジェスはユートに微笑ほほえみかける。苦痛をこらえているのがわかるぎこちない笑みだった。

「私なら大丈夫だ……君たちだけで、逃にげてくれ……」

「だが……」

「たぶん、そのうちに家の者が私を見つけてくれるはずだ……それより、屋や敷しきを襲おそった連中がここまで来ないとも限らない。君たちだけでも早く……」

「馬ば鹿かが！　危ないのはお前も同じだろうが！」

　思わずユートは声を荒あらげたが、タジェスは答えなかった。

　再び意識を失ったらしく、目を閉じて動かないタジェスを黙もく然ぜんと見下ろし──ユートは意を決したように顔を上げた。

「王子？」

「放っておくことなどできるか」

　憤ふん然ぜんと言い返し、ユートはイルに目配せを送る。

　その意味を察したイルが慎重な手つきで、タジェスの身体を抱え上げるまでさほどの時間はかからなかった。
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　朝の気配の近づく街角に、厳しい顔つきをした兵士たちの姿があった。

　彼らは街路を慌あわただしく駆け回り、小路や建物の隙すき間まに注意深く視線を走らせる。街角には市いちの準備を始める人々の姿もあったが、兵士たちのただならない様子に彼らも不安の色を隠かくしきれないようだった。

　大通りから少し離はなれたところにある〈月笛亭〉の周囲にも、そのような兵士たちの姿は多く見受けられた。

　水みず汲くみ桶おけを手に、リエラは不安そうな表情で彼らへと目をやる。

　街の人々と異なるのは、そこに緊きん張ちようの色が混ざっていることだった。彼女は宿の裏手にある共同井い戸どで水を汲むと、重くなった桶を提さげて裏口から店内に入る。

　急な階段を上って、二階に並ぶ扉とびらの一つの前でリエラは足を止めた。手にした桶を床ゆかに下ろし、彼女はそっと扉を叩たたく。

「はい」

　返事と同時に開いた扉の中に、彼女は桶を持って入っていった。

　部屋の奥には、椅い子すにかけたユートの姿があった。そのかたわらの寝しん台だいには、意識を失ったままのタジェスが横たわっている。

　扉を開けてくれたイルに礼を言って、リエラはユートに近づいていった。

「あの、お水……」

「ああ……ありがとう」

　疲つかれの見える顔に淡あわい笑みを浮うかべ、ユートはリエラの手から桶を受け取る。

　寝台の横の床に桶を下ろすと、ユートはタジェスの額に載のせた布を取り上げた。桶の中の水に浸ひたし、軽く絞しぼったあとタジェスの額に戻もどす。

「……様子はどう？」

　心配そうな顔のリエラに、ユートは大丈夫だと笑って告げた。

「容態はもう落ち着いている。きちんと治療することもできたし、こうやって寝台で休ませることもできたから──本当に、二人にはどう言えばいいかわからないほど感謝している」

　夜明けにもまだ遠い時刻、傷を負ったタジェスを連れて行き場をなくしていたユートたちを助けたのはリエラだった。

　本来なら、とても彼女のような子供が起きている時間ではない。しかし彼女はなぜか兵士の目を避さけるようにして夜の街を歩き回っており、同じく人目を避けて歩いていたユートたちとばったり出くわしたのだ。

　思いがけない形での再会に、言葉を失っていたのはどちらも同じだった。

　だが、我に返ったのはリエラが先だった。彼女は素す早ばやく周囲を見回し、ユートの腕うでをつかむなり「来て！」と走り出したのである。

　あとは有う無むを言わさぬ勢いで宿へと連れて行かれ、二階に並ぶ客室の一つに押し込まれた。宿の主人であるリエラの母親もそれを見ていたが、なにも言おうとはせずに黙だまって薬と清潔な布をリエラに届けさせただけだった。

　むろん、ユートは親子に迷めい惑わくをかけないうちに出て行くつもりだった。イルにも手伝わせて手早く治療を終わらせると、せめて礼だけでも言って出ようと階段を下りかけた──その時、表の扉を乱暴に叩く音が聞こえてきた。

　声をあげかけたイルの口を手でふさぐと、ユートは息を殺して階下の様子をうかがう。

　応対に出た女将おかみの声から、訪ねてきたのは自分を捜さがしている兵士たちだとわかった。

　一いつ瞬しゆん、女将が兵士たちを呼んだのだろうかという考えがユートの脳のう裏りをよぎる。しかしその考えは、次の瞬間響ひびきわたった女将の怒ど鳴なり声によって完全に否定された。

『いいかげんにしとくれよ！　こっちはあの客のせいでえらい迷惑こうむってんだ！　あんたたちが何度も何度も押しかけてくるせいで他ほかの客にも逃げられちまうし──あんな客を泊とめたばっかりに、とんだ大赤字だよ！　それともなんだい、あんたたちがこの損害をなんとかしてくれるのかい!?』

　とんでもない剣けん幕まくでまくし立てられ、兵士たちは宿の中を調べようともせずに逃げるように去っていったのである。

「……本当に君にも、君の母さんにもなんてお礼を言ったらいいか。さんざん迷惑をかけたというのに、親切にしてもらって……」

　その時のことを思い出し、ユートは恥はずかしさと申し訳なさで顔を赤く染めて言う。

　しかし、リエラの顔にはそれ以上に沈しずんだ表情があった。それに気づいてユートが声をかけようとした時、リエラは強く首を横に振ふった。

「ううん！　お礼なんて──言われる資格ないから」

「リエラ……？」

「本当はね……ユートさんが貴族の偉い人を襲って逮たい捕ほされたって聞いた時から、ずっとおかしいって思っていたの。ユートさんはそんなことする人じゃないって……」

　ユートに向けられた大きな瞳ひとみには、うっすらと涙なみだが浮かんでいた。

「だけど言えなかった。兵隊がここに来て、ユートさんたちの部屋をひっくり返して調べて、荷物も根こそぎ持っていって──わたしたちにも、なにか知らないかって聞いて。怖こわくて……逆らうようなことはなにも言えなかったの」

　声を震ふるわせるリエラの顔から視線を外し、ユートは深くうつむく。

「でも昨日の晩、また兵隊がうちにやってきて……ユートさんたちが逃げたってわかった時、どうしてもじっとしていられなかった。今度こそ、後こう悔かいしたくないって思って──そう思って歩き回っている時にユートさんたちに会った……ううん、見つけたの」

「……ありがとう」

　ユートはリエラの手を取り上げ、かすめるように指先に口づけた。

　高貴な姫ひめ君ぎみにでも対するような仕草に、リエラは涙を浮かべたままの目を丸くしてユートの顔を見返す。

「君の勇気に感謝する。そして、自分たちの身を守るために口をつぐんでくれた賢けん明めいさにも。君たちの身になにかあったら、俺は死んでも自分を許せなかっただろう。君たち親子の賢明さが、俺を救ってくれた。それから今日、この男も──」

「ユートさん……」

　頰ほおを赤くしたリエラの顔に、隠しきれない誇ほこらしさがにじむ。目元に浮かんだ涙を拭ぬぐうと、照れくさそうに笑って彼女は言った。

「駄だ目めですよ、ユートさん。女の子に気軽にこんなことしちゃ──王子様みたいでかっこいいけど、女ったらしって言われちゃいますよ」

「あ……」

　己おのれの行動の意味に気づいて、ユートは赤面する。

　その手からさりげなく指先を引き抜ぬいて、リエラは部屋の入口へと向かった。ぺこりと頭を下げてから、かろやかな足取りで部屋を出て行く。

「……王子」

　一部始終を見守っていたイルが、やや困こん惑わくしたような声をユートにかけた。

「王子様みたいって……王子はれっきとしたフォーレの王子ですよね？」

　どう答えたものか迷った末、ユートは結局なにも言わずにタジェスの額の布を取り上げて、桶の水に浸ひたしたのだった。







　冷やした布を額に載せても、タジェスは相変わらず目を開く気配を見せなかった。その顔をユートは思わしげな顔つきで見下ろす。

「……王子」

　時を止めたかのように動かないその姿を、心配そうに見やってイルが呼びかけた。

「どうなさいますか、これから……？」

　唇くちびるを嚙かんで、ユートは心もち眉まゆを寄せる。

　彼の信条として、怪け我が人にさらなる無理をさせることなどできなかった。命には別状のない傷だが、動き回れば痛みもあるし回復の遅おくれにもつながる。そうでなくても、タジェスが傷を負う原因を作ったのは他ならぬユートだ。

（となると……彼の力を借りず、自力で王太子側の人間と接せつ触しよくするしかないわけだが。しかしどうやって──そもそも、いったい誰だれに？）

　ニーザベイム宮きゆう廷ていの人間関係に疎うといユートには、誰が王太子側の人間かなど皆かい目もく見当がつかない。少しは勉強しておけば良かったと思っても手て遅おくれだった。

（やはり、王太子に直接接触を図はかるしか……あの方法しかないか？　後々のことを考えると、使わずにすませたかったが──しかし、もう手段を選んでいられる状じよう況きようじゃない。暗殺が実行されてからじゃ……最悪、俺がすべての責任を引っ被かぶればすむことだ）

　決然と顔を上げたその時、寝台の上でタジェスが低く呻うめくのが聞こえた。

　はっとして目をやると、ちょうどタジェスが目を開くところだった。焦しよう点てんを失った瞳がぼんやりと宙を映し出し、ユートは彼の前に身を乗り出した。

「……おい、大だい丈じよう夫ぶか？」

　タジェスの瞳が動き、ユートの顔を視界にとらえる。

　同時にふっと目元がゆるんだのは、ユートの瞳の中に真しん剣けんにタジェスを案じる色が浮かんでいるのを見て取ったためだった。

「まいったな……」

　苦く笑しようじみた表情で、タジェスはささやくように言った。

「……こんな美人の死神のお迎むかえだったら、死ぬのも悪くないなんて思っちゃったよ」

　あまりにも彼らしい第一声に、ユートは呆あきれたとも安あん堵どしたともつかない微び妙みような表情をその瞳ににじませる。

「……思った以上に元気そうでなによりだ」

　わずかな沈ちん黙もくのあと、返した声には苦笑の気配が色いろ濃こく漂ただよっていた。

「気がつくなり冗じよう談だんを言う余よ裕ゆうがあるとはな──お前らしいといえば、これ以上ないくらいにお前らしいが」

「だろう？」

　悪びれた様子もなく笑って、タジェスは上体を起こそうとする。

　ユートが慌あわてて制止するよりも早く、タジェスは顔を歪ゆがませて動きを止めた。左ひだり肩かたを中心にずきりと痛みが走ったのだ。

　かろうじて悲鳴を吞のみこんだタジェスの身体からだを、ユートは乱暴にならないよう注意しながら寝しん台だいの上に戻もどした。

「無理はするな。血は止まったようだが、まだ動ける身体じゃない──体力だって相当落ちているんだ。大人しく寝ねていろ」

　言いながら、ユートはタジェスの身体に毛布をかけ直す。かいがいしいとも言える手つきと至し近きん距きよ離りにある整った顔をしげしげと眺ながめ、タジェスは深いため息をついた。

「……どうした？」

「いや……どうして君は女性じゃないんだろうなと思ってね。君がもしも女性だったら、この瞬間絶対恋こいに落ちていただろうに」

「………」

　さすがに険悪な表情となるユートに、タジェスは小さく笑って「冗談だよ」と告げる。

「ところで、ここは……？」

「……俺が泊まっていた宿だ」

　やや険しい顔つきながら、口に出して文句を言うことはせずにユートは答える。昨晩の出来事を簡単に説明すると、タジェスの顔に安堵の色が浮うかんだ。

「……そうか。ひとまず、助かったってことだね」

「ああ」

　そっけなく答えてから、ユートは付け足すように問いかける。

「それより、具合はどうだ？　一応、治ち療りようはしておいたが──なにぶんこっちは素しろ人うとだ。傷の他ほかに痛む箇か所しよはないか？　頭痛や吐はき気などは？」

「大丈夫……だと思う」

　片手で頭を押さえながらタジェスが答えると、ユートは目に見えてほっとした表情となる。

「これは……君が？」

「ああ──いや、そいつにも少し手伝わせたが」

　戸口の側そばに立つイルを目で示し、ユートはやや歯切れ悪く答える。その奇き妙みような間には気づかない様子で、タジェスは衣服の上から肩かたを押さえて「案外、腕うでは悪くないみたいだな」と呟つぶやくように言った。

　ユートはわずかに首をかしげてその姿を見やっていたが、にわかに姿勢を正すとタジェスに向かって深々と頭を下げた。

「──すまなかった」

　目を丸くしたタジェスが、なにか言い返すよりも早く彼は言葉を続ける。

「俺の判断が甘かった。まさか、お前に怪我をさせてしまうようなことになるとは……やはり早々にあの屋や敷しきを出て行くべきだった」

「なにを言ってるんだ！」

　思わず身体を起こしかけ、タジェスは顔をしかめて寝台に身体を戻す。

「君が謝るようなことじゃないだろう。謝るのはむしろ私のほうだ──まさか、あれほど思い切った手に出てくるとは考えていなかった。それにもとはと言えば、これは私の国の問題だ。君はただ巻き込まれたにすぎない」

「しかし……」

「判断が甘かったというなら、私のほうこそ責められるべきだろう。かえって、君たちの身を危険にさらすこととなってしまった……申し訳なく思っているよ」

　寝台に横たわったタジェスの口元に、苦い笑えみが浮かぶ。

　王太子を暗殺しようという陰いん謀ぼうを企くわだてる人間が、さして重要視されてもいない妾しよう腹ふくの王子に遠えん慮りよなどするはずがなかったのだ。

　自じ嘲ちようを含ふくんだ口調でそう告げてから、タジェスは複雑な表情のユートに問いかけた。

「……それより、君はこれからどうするつもりなんだい？」

「ここを出る」

　ユートの返事には、一いつ瞬しゆんのためらいもなかった。

「お前はこのままここにいろ。お前一人だけなら、たとえ兵士たちに見つかったとしても道に倒たおれていたところを保護したとでも言えば、この宿の者に迷めい惑わくはかからないはずだ。立場上、お前に妙みような嫌けん疑ぎをかけるわけにもいかないだろうし──たぶん、俺たちに連れ去られたということにでもなっているだろう」

「だが、君たちは……？」

　眉を寄せて、タジェスは問いかける。

「ここを出たところで、行くあてもないだろう？　それに暗殺計画のことはどうするんだ？　まさかとは思うが、このまま放っておく気じゃ……」

「冗談じゃない」

　答えるユートの瞳ひとみに、ぎらりと一瞬危険な色が点ともった。

「ここまでされて、黙だまって引き下がったりできるものか。放置しておくつもりなど毛頭ない。俺は俺で、王太子に渡わたりをつける方法を考える。どのみち手配が解かれないことには、ニーザベイムから出て行くこともできないのだからな」

「だとしても、どうやって……」

　少しばかり視線を泳がせたのちに、ユートはやや言いにくそうな口ぶりで答えた。

「あまり使いたい方法ではなかったが、こうなっては仕方がない。できることなら、もう少し穏おん便びんなやり方で行きたかったが……向こうも手段を選んでいない様子だからな。贅ぜい沢たくを言っていられる状況じゃない」

「君……いったいなにを？」

「城に乗り込んで、王太子に直接話をしようと思う」

　こともなげに言い放ったユートを、タジェスは信じられないものを見るようなあぜんとした顔つきで見返した。

「……本気で言っているのかい？」

「ああ」

　その声も表情も冗談を言っているようには見えず、まぎれもない本気だと悟さとってタジェスは慌あわてて制止の言葉を口にした。

「やめておいたほうがいい！　そんなことが簡単にできるわけが──並の警備じゃないんだ。捕つかまってしまうのがオチだよ！」

「そこまで間ま抜ぬけじゃない──捕まった時はその時で、考えもあるしな」

　自信たっぷりに言い切るユートから、タジェスは入口の近くに立つイルに視線を移す。

　救いを求めるような視線に、イルは普ふ段だんと少しも変わるところのない穏おだやかな笑みを返しただけだった。いっそ作り物めいて見えるほどに整ったその笑顔は、ユートの決断にどこまでも従うという意思を表明していた。

　タジェスは両者の表情を見比べたのちに、あきらめたような深いため息をついた。

「……止めても、きっと無む駄だなんだろうね」

　ユートは一言も返さなかったが、その沈黙がすなわち肯こう定ていを意味していた。

　ほんの少しだけ口元をゆるめ、タジェスは続く言葉を口にした。

「だったら……私も一いつ緒しよに連れて行ってくれないか？」

　予想外の言葉に、ユートは思わずといった様子で目を見開く。その顔を見返し、タジェスはどこか吹ふっ切れたような明るい口調で言った。

「私は、城の最さい奥おう部ぶまで人目につかずに侵しん入にゆうできる抜ぬけ道を知っているんだ。そこを通れば、大きな騒さわぎを起こすことなく兄上のもとまで行くことができるはずだ」

「な……」

　言葉の内容を理解するのと同時に、ユートの顔にわずかに険のある表情が浮かんだ。

「お前……そんな都合のいいものがあるのなら、どうしてそれを使って王太子に知らせに行かなかったんだ？　わざわざ、時間のかかる手続きなどとらなくても──」

「悪かったよ」

　タジェスの顔には苦く笑しようとも、開き直ったともとれる笑みがあった。

「状じよう況きようを甘く見すぎていた──まさか、あんなに早く向こうが動くとは思っていなかったからね。通常の手続きを踏ふんでも間に合うと思ったのが失敗だった。十分すぎるくらいの緊きん急きゆう事態だったのだから、迷わずにあの通路を使えば良かったんだ」

「……だが、怪け我が人を連れて歩き回ることはできない。いざという時に足手まといになるのは目に見えているぞ」

　そう言われてはタジェスを責めるわけにもいかず、ユートは少し考えたのちに別の問題点を指し摘てきする。

「兵士の目の光る街中を抜けて、城まで行かなくてはならないんだ。いざという時にその身体からだでは、走って逃にげることもできまい？」

「その時は、置いていってくれてかまわない」

　わずかに眉まゆ根ねを寄せながら身体を起こし、タジェスはユートの目を見つめて言う。

「君も言ったように、これでも王子だからね──単に街中を歩いていただけで、とがめられるようなことはないはずだ。君たちと一緒のところを見られたら、多少言い訳に苦労することになるかもしれないが……」

　タジェスの瞳に、どこか悪戯いたずらっぽい笑みが浮かんだ。

「その時は遠慮なく、君に脅おどされて仕方なく言うことを聞いていたということにさせてもらうよ。そのくらいはかまわないだろう？」

「しかし……」

「言っておくけど、抜け道の場所だけを君に教えたりするつもりはないよ。これは王家の人間しか知らない第一級の機密事じ項こうだし、それに抜け道の内部はけっこう複雑な造りになっているからね。慣れない人間が入れば、間ま違ちがいなく途と中ちゆうで迷子になる」

「………」

　朗ほがらかなほどの口調で告げられ、ユートはタジェスの顔を見返したまま沈ちん黙もくした。

　長い沈黙はタジェスの提案に不満を抱いだいたためではなく、それがタジェスに害を及およぼす可能性を真しん剣けんに検討するためのものだった。

「……仕方ない」

　ややあって、ユートはため息の混ざる声を発した。

「他に方法はないからな──俺だって騒ぎを起こしたいわけじゃない。穏便に事が運ぶのならそのほうがいいに決まってる」

　ユートの言葉にタジェスはにっこりと笑みを返す。その顔を睨にらみやったまま、ユートが口の中だけで呟いた「借りばかり増えているな」という言葉は、小さすぎてタジェスの耳には届かなかった。

「──わかった。今回はお前の力を借りることにしよう。だが、途中でお前がへたばったり、ヘマをして兵士に見つかったりしたらそこで計画は終わりだからな。そうならないためにも、もう少し休んで体力を養っておけ」

「了りよう解かい」

　いやに楽しそうに応じてから、タジェスはふと案じるような声をユートに投げる。

「それより、君のほうこそ休まなくていいのかい？　昨晩からこっち、ほとんどまともに寝ねていないんじゃ……？」

「怪我人に気を遣つかわれるほどじゃない」

　憮ぶ然ぜんと言い返しながらも、ユートの顔には隠かくしようのない疲つかれがにじんでいた。ごしごしと目元をこするユートに、タジェスは苦笑いを浮うかべて言う。

「そんな顔で言われてもね──目の下のクマが凄すごいことになっているよ？　もとが色白だからよけいに目立つんだろうけど……君こそ今のうちに、少し休んでおいたほうがいいんじゃ？　心配だったら、私が起きて見張っているよ」

「うるさい。それじゃ本ほん末まつ転てん倒とうだろうが──見張りだったら、うってつけの奴やつがいるから心配するな」

　まぶたの半分下がった目を、ユートはイルへと向ける。

「イル・グラース──あとは任せる」

「はい」

　にこりと微笑ほほえんで、イルはタジェスへと視線を移す。

「どうぞお休み下さい、タジェス様」

「しかし……」

　タジェスが言いよどんだのは、イルの顔がまる二日徹てつ夜やした人物のそれとは思われなかったためである。

「こう見えてけっこう体力ありまして、一日や二日寝ない程度じゃびくともしません。ご心配なさらずとも大だい丈じよう夫ぶですよ」

「……確かに、平気そうには見えるが」

　はい、とイルは誇ほこらしげに胸を張って答える。

「お──ユート様のために、日々鍛きたえておりますから！　ですから、タジェス様もどうか安心してお休みになって下さい。傷の治ち療りようはしましたが、失った体力まで戻もどすことはできません。今は、ユート様を見習って少しの間でも休んでおいて下さい」

　寝しん台だいの端はしに向けられた視線を、タジェスは無意識に目で追いかけ──思わず吹き出しそうになったのを寸前でこらえた。

　直前まで起きていたユートが、寝台に突つっ伏ぷして寝ているのが目に入ったためである。

　静かな寝ね息いきを立てているその顔は、普段の彼よりも幼く見えた。強きよう靱じんな意志の光を浮かべた瞳ひとみが閉とざされているせいだろう。

　完全に熟じゆく睡すいしているその顔を見て、イルとタジェスは声を出さずに笑った。

「……本当に疲れていたみたいだね」

　タジェスの言葉にうなずきだけを返して、イルはユートを起こさないよう慎しん重ちように両りよう腕うでで抱かかえ上げる。そのままでもいいのに、というタジェスの意見はまったく聞こえなかったかのように無視された。

　隣となりに並んだもう一つの寝台に、イルはユートの身体をそっと下ろす。

　閉じたまぶたはぴくりとも動かず、どこかほっとしたような顔つきでイルはその姿を見下ろしたのだった。
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　日がある程度高く昇のぼるのを待って、ユートたちは宿の裏口から外へと出た。

　周囲に兵士の姿がないことを確かく認にんしたリエラが、通りのほうから三人に目配せを送る。その方向に向かって歩き出しかけ、ユートはふと足を止めて背後の女将おかみに向き直った。

「──本当に世話になった。ありがとう」

　心の底からの思いがこもった声に、女将はきっちりと髪かみをまとめた頭を振ふって「いいや」とどこか疲れたように言った。

「昨晩、あの兵士たちに言った言葉は半分は本音だよ。あんたたちを泊とめたせいで大変なことになった……そう思う気持ちはあたしの中に確かにある。宿を開いてもう何十年にもなるけどね、こんな祭りの季節は初めてさ」

　言葉もなく目を伏ふせるユートに、わずかな笑えみを浮かべて女将は続けた。

「だけどね、あんたの戦い方にすかっとさせられたってお客さんが何人もいる。あたしもここ何日か、あんたたちのことを見てきてどんな人間なのかわかってる──客商売を長くやってるからね。目の前の人間が平気で人をだましたり、傷つけたりするような人間かどうかはなんとなくわかるつもりだよ」

　厚みのあるがっしりとした手で、彼女はユートの肩かたを音がするほど強く叩たたく。

「あんたは悪い人間じゃない。きちんとした家庭で育った、素す直なおないい子だよ──気をつけて行っておいで」

　あんまり親おや御ごさんに心配かけるようなことするんじゃないよ、と付け加える声は彼女の手のひらと同様に温かかった。

　無言のままユートは頭を下げ、他ほかの二人をいざなって宿を離はなれていった。







「……大丈夫か？」

　人ひと混ごみの中を歩きながら、ユートはやや後方を歩くタジェスに心配そうに声をかけた。その隣には、付き添そうように歩くイルの姿がある。

「そんなに心配しなくても大丈夫だよ」

　苦く笑しようして返すタジェスの顔色は、健康的とまではいかないにせよ朝方までに比べればかなり良くなっていた。

　いささか動作はぎこちないものの、歩き方もしっかりしている。

　ユートは瞳の奥に安あん堵どめいた色の光を浮かべながらも、それを隠すようにことさらにそっけない口調で言い返した。

「さっき遅おくれそうになっていたのは誰だれだ？　イルが気づいたから良かったものの──あやうく見失うところだったぞ」

「それは申し開きのしようもない」

　口だけは殊しゆ勝しように言いながらも、タジェスの顔には人を食ったような笑みがある。

　その様子から心配はいらないと判断して、ユートは肩をそびやかせて足取りを速めた。

　彼らが歩いているのは、大勢の人が行き交かう大通りだった。朝の市場ほどのにぎわいはないが、身なりも人種も雑多な人々で通りは混み合っている。

　下手へたに裏道を歩くよりも、このほうが目立たないと考えての行動だった。確かに宿で借りたマントを羽織り、雑ざつ踏とうにまぎれこんでしまえば三人の姿はほとんど周囲に溶とけ込んでしまって人目を引くことはない。

　だが、兵士に見つからずに済んでいるのはそればかりが理由ではなかった。

「──その先を、左に」

　小さな声で指示を出すタジェスを、どこか胡う散さん臭くさそうにユートは見やる。

　兵士たちを避さけて行動するにあたり、最も役に立ったのがタジェスの知識だった。彼はどの地区が重点的に警けい戒かいされているか、どの道を行けば兵士に行きあわずに済むか熟知しており、ユートたちを安全な道に誘ゆう導どうしたのである。

『非常の際に、兵士たちがどう動くかは頭に入れてあるんだ──まぁ、まさかこんな形で役に立つとは思わなかったけど』

　いぶかしむユートに向かって、タジェスはさらりと言ってのけたものだった。

（……いったい、どういう王子なんだ？）

　型破りという点では、あまり他人のことをとやかく言える立場でないことも忘れ、ユートはタジェスの顔を肩かた越ごしにうかがい見る。

　そうしているうちに、三人は大通りを離れて狭い路地へと入っていった。

　先さき程ほどまで以上に周囲を警戒しながら路地を進み、複雑に入り組んだ建物の隙すき間まを通り抜ぬけて三人はやがて小さな寺院と覚おぼしき建物の裏に到とう着ちやくする。

　あたりに人ひと気けがないのを確認して、タジェスは彫ちよう刻こくを施ほどこした柱のそばにかがみ込む。

　彫ほり込まれた紋もん様ようの隙間に手を入れて強く引くと、柱の一部が動いて人が一人通れるほどの通路が姿を現した。

　ためらう気配も見せず、タジェスは通路の中へと足を踏ふみ入れる。

「おい……！」

　慌あわててユートが通路に上半身を突っ込むと、タジェスは中に用意されていた洋燈ランプに火を入れながらふり返ったところだった。

「いいよ、入って──入口のところが狭くなっているから、頭に気をつけて」

　言われた通り、頭上に注意しながらユートとイルが中に入る。それを確認するとタジェスは入口の扉とびらを閉め、奥へと向かって歩き出した。

　足元に注意しながら、ユートはタジェスの後に付いて歩く。

　暗がりの中ぼんやりと浮うかぶ背中に、彼はやや不信の念がにじむ声を投げやった。

「……ずいぶん、慣れているみたいだな？」

「そりゃあ、慣れているとも。城で生活していた頃ころは、しばしばこの通路を使って外に遊びに行っていたからね」

　肩越しにふり返る表情は見えなかったが、答える声には軽い笑みの気配があった。

「でも……実を言うとね、この通路を最初に見つけたのは私じゃなくて、ルーイン兄上だったんだよ」

「……王太子が？」

　声を返すのに空いた一いつ瞬しゆんの間は、その名の持ち主を思い出すのに要した時間である。

「ああ。子供の頃、人目につかない裏庭で遊んでいたら、こっそりこの通路に出入りしている兄上の姿を見かけてね。興味を持って通路に入り込んだはいいが……中で道に迷って、出られなくなってしまったんだ」

　まだほんの七、八歳の頃だったからね、とタジェスは少し恥はずかしそうに言う。

　途と方ほうに暮れていたタジェスを助けてくれたのがルーイン王子だった。彼は勝手に通路に入り込んだことを咎とがめようとはせず、タジェスの手を引いて城へと連れ帰ってくれた。

　そして言ったのだ──この通路のことは、二人だけの秘密にして欲しいと。

「兄上も時々、この通路を使って城から抜け出しては、普ふ通つうの貴族のふりをして城下で遊んでいたんだそうだ。〝他の人間にここのことが知られたら、外に遊びにいく楽しみがなくなってしまう〟って言ってね。それで私がここの秘密を守ることと、十四歳になるまでは使わないということを条件に、城下への道筋を教えてくれたんだ」

「……そうか」

「仲がおよろしかったんですね」

　イルが微笑ほほえんで告げた言葉に、タジェスが「そうだね」と答えるまでにはやや間があった。それは自分でも意識していなかった心の動きを真正面から指し摘てきされたような、気き恥はずかしさのにじむ声だった。

「まともに言葉を交かわしたのはあの時が初めてだったが──兄上はずいぶん前から私のことを気にかけていたみたいだった。私が兄弟の中で最も立場が弱く、城の大人たちにないがしろにされていたことも、他の兄弟やその縁えん者じやから嫌いやがらせを受けていたことも知っていた」

　そんな時も黙だまって泣いたりせずに、ぐっと顔を上げてひたすら耐たえていたタジェスのことを彼は『お前は強い子だ』と評し、頭を撫なでてくれたのだった。

「ここで会ったのは、その時きりだったけどね。兄上は長じるにつれてやるべきことが増え、おいそれと城下には出られなくなっていったし……私が実際にこの通路を使えるようになった頃にはもう、ここに人が出入りしている様子はなかった。けれど置き手紙がしてあってね──兄上は本当に、私のことを大事に思っていてくれたのがわかった。それで私は、いつか兄上の役に立つことのできる人間になろうと思ったんだ」

　なにしろ兄上には敵も多かったからね、とタジェスの声が苦笑を含ふくむ。

「その頃は、まだこの国は武力で周辺諸国を侵しん略りやくしようと考える人間たちによって動かされていた。他ならぬ父王がその中心人物だったのだから──和平政策を唱える兄上は、そういった人間たちにとってはさぞかし目め障ざわりに思えたことだろう」

　しかし、ルーイン王子はそんな中で賢けん明めいに立ち回って、少しずつ宮きゆう廷ていに味方の数を増やしていった。そして長い時間をかけて父王を説得し、国の方針を変えさせることに最終的には成功したのである。

「その直接のきっかけとなったのは、六年前──とある小国に攻せめ入った際に起こった出来事だった。まともな軍隊も持たない貧びん乏ぼう国で、手に入れたところでさほどの益もないだろうって言われていたんだけどね。あえて放っておくこともないだろうと軍勢を差し向けて、国境線を越こえて──王都まであと少しというところでそれは起こったんだ」

　季節外れの猛もう吹雪ふぶきが、行軍中の兵士たちに襲おそいかかってきたのだ。

　大自然の猛もう威いの前には、訓練を積んだ兵士たちもまるで無力だった。完全に方向を見失って身動きもままならなくなり、約五千の軍勢が壊かい滅めつの危機にさらされた。

　凍とう死し寸前の彼らを救ったのは、皮肉なことに彼らがまさに今攻め込もうとしていた国の住人たちだった。

　自身も遭そう難なんしかねない悪天候の中、彼らは手を尽つくして敵国の兵士たちを助け出し、凍とう傷しようや低体温の症しよう状じようの重い者には手厚い看護までほどこしたのである。彼らの努力によって、ニーザベイムの兵は一人の死者も出すことなく救われたのだった。

「主戦派の中には、敵の懐ふところ深くに入り込んだこの機会を逃のがさず、一気に制圧すべしと主張する者もいたらしいけど、兄上はまっこうからそれに反対した。『命を救ってくれた恩人を殺せとそう兵たちに命じるのか？』って言ってね」

　背を向けたまま語るタジェスを、ユートは感情の見えない瞳ひとみで見つめていた。

「結局父王が折れて、その国とは正式な国交を結ぶこととなった。ここよりちょっと北の方にあるフォーレという国なんだけど──知っているかな？」

「ああ」

「その一件からだね、父王が兄上の意見を積極的に聞くようになったのは。そして兄上の発言力が増していくにつれて、主戦派は宮廷での力を失っていった。おそらく、焦あせりもあったのだろうな──このまま兄上が王位についてしまえば、主戦派の代表格たるヘイザン卿きようの居場所は完全に宮廷からなくなってしまうだろうから」

　むしろそれを望むかのような、人の悪い笑えみを口元に貼はり付かせてタジェスは言う。

　そんな話をしながら歩いているうちに、いつしか通路は行き止まりになっていた。手にした洋燈を壁かべのくぼみに置き、タジェスはその横に並んだ取っ手を順番に操作する。

　重い音をたてて突つき当たりの壁が動くのを確かく認にんしてから、タジェスは洋燈の火を消した。

　ふり返ったタジェスの顔を、扉の隙間から洩れこむ光が白く浮き上がらせる。

「さぁ、行こうか──勝手知ったる我が家というには少しばかり大きすぎるが、生まれてから十数年を過ごした場所だ。案内するよ」







　通路の出口は、城の裏手にある小さな井い戸どの中にあった。

　梯はし子ごを使って井戸から出ると、ユートは手を伸のばしてタジェスを引っ張り上げる。ほとんど腕うで一本で吊つり下げられるようにしてタジェスが井戸を出ると、その下でタジェスを支えていたイルが服の裾すそをもつれさせながら不器用に這はい上がってくる。

「……ここか？」

　周囲を見回しながらユートが問うと、タジェスは息を弾はずませたまま植え込みの陰かげを指差してみせた。邪じや魔まになるためマントはすでに下で脱ぬいでいる。

「あっちに……城内に続く隠かくし通路がある。けど、その前に……ちょっと休ませてもらってもいいだろうか？」

　ユートは軽く肩かたをすくめて、その場に腰こしを下ろす。

　左ひだり腕うでが自由に使えないタジェスにとって、梯子を登るのは相当きつい作業だったのだろう。最初はユートが背負って登るつもりだったのだが、本人から丁てい重ちようかつ断固として断られたためイルが下から支えて登ることで話がついたのだった。

　しばらく休きゆう憩けいを取ったあとで、三人は隠し通路を通って城内へと向かう。

　古い城じよう壁へきの一部に偽ぎ装そうされた出入口から入った通路は、先程までのものよりも狭かった。壁の中を通っているのだろう──複雑に折れ曲がり、ところによっては大きな段差まである。枝道も多く、先に立って歩くタジェスがいなければ確実に迷っていたに違ちがいない。

（なるほど……確かに、道案内がいなければ目的地に着くのは不可能だな）

　隠し通路を出ると、そこはすでに王宮の最奥部とわかる一角だった。

　美しい彩さい釉ゆうタイルが柱や壁をびっしりと覆おおい、各所に金の象ぞう嵌がんも施されている。床ゆかには緻ち密みつな紋様を織り込んだ絨じゆう毯たんが敷しかれ、窓を縁ふち取どる繊せん細さいな飾かざり枠わくにも金の鍍金メツキが乗せてある。柱や壁の上部には大理石の白さを生かした彫ちよう刻こくが成され、タイルの鮮あざやかさと見事な対比を見せているのがわかった。

　そんな内装をしげしげと見やり、ユートは内心で深いため息をついた。

　同じ城と名の付く建物であっても、故郷の城とは天と地ほどにも違う。国の大きさを思えばむしろ当然のことだったが、せめてこの半分の財力でもあればと願わずにはいられなかったのである。

（勝っているのは歴史の古さくらいか……まったく自じ慢まんにもならないが）

「さて──ここまでは無事に侵しん入にゆうできたが、問題はこの先だな。兄上の居室の近くはさすがに警けい戒かいが厳重だろうし、会いにきたと言ってすんなり会わせてくれるような相手でもないし……まして、今は君たちが一いつ緒しよだからね」

　タジェスに声をかけられて、ユートは益やく体たいもない考えを頭から追い払はらった。

「そうだな……」

　考えるそぶりを見せたものの、すでに半ば決心は付いていた。

　ここまで来れば、王太子の居室に乗り込むのもさほど難しいことではない。もちろん騒さわぎになることは避さけられないが、人が駆かけつけてくる前に王太子に会って身分を明かせば、少なくとも話くらいは聞いてもらえるはずだった。

（さっきの話を聞いた限りでは、フォーレとは浅からぬ因いん縁ねんのある相手のようだし……興味を引く程度の効果は期待できるだろう）

　もし仮に、不法侵入者として捕とらえられるようなことになったとしても、王子という身分を明らかにしていれば無体な扱あつかいも受けまい。現在最も優先すべきは、王太子の命を狙ねらう計画の存在と、その首しゆ謀ぼう者しやの風ふう体ていを王太子に伝えること──それが最終的には、自分の命を守ることにもつながるはずだった。

（だが……）

　ちらりと、ユートはタジェスの顔を横目に見やる。

　そこまで考えた時に脳のう裏りをかすめたのは、自分がフォーレの王子だということを知った時にタジェスがどう反応するかという思いだった。

　最初からタジェスを信しん頼らいして、身分を明かした上で王太子との面会を望んでいれば──彼に怪け我がを負わせることはなかったかもしれないのだ。この一件で彼にどれだけ迷めい惑わくをかけたかと思うと、胃の腑ふが石を吞のんだかのように重くなる。

（どんな顔をして──こいつに本当のことを言えばいい？）

「……おかしいな」

　考えに沈しずんでいたため、ユートはタジェスの呟つぶやきに気づくのが一いつ瞬しゆん遅おくれた。

　その声に含まれた妙みように硬かたい響ひびきに気づき、ユートは思わずタジェスの顔を見やる。わずかに眉まゆを寄せて、タジェスは通路の先を凝ぎよう視ししているところだった。

「どうかしたか？」

「警備の人間が所定の位置にいない。いつもなら、その先の角に立っているはずなんだが……いったいどこに行ったんだ？」

　言いながら歩き出すタジェスを、ユートは慌あわてて追いかける。

「交代の時間なんじゃないのか？」

「それなら交代要員がここに来るのを待って、きちんと引き継つぎをしたあとで持ち場を離はなれるはずだ。こんなふうに無人にするなんてことは考えられない」

　フォーレではよほどの緊きん急きゆう時でもない限り、警備の者が立っていること自体が珍めずらしいため、ユートはあいまいなうなずきを返すことしかできなかった。

　だが、次し第だいに早足になっていくタジェスの背中を追いかけているうちに、じわじわと不ふ吉きつな予感めいたものがユートの胸に広がってくる。

（──なんだ？）

　ユートは眉を寄せて、その感覚の正体を確かめようとする。

　しかし、それにばかり気を取られているわけにもいかなかった。タジェスは速度を落とさずどんどん奥へと進んでいく。肩かた越ごしにちらりと見えた顔は蒼そう白はくで、傷の痛みのせいか薄うすく汗あせがにじんでいるのがわかった。

「タジェ……」

　かけようとした声は、焦りのにじむ背中にすげなく拒きよ絶ぜつされる。

　やがて、突き当たりにある一室の前で足を止めると、タジェスは迷いもせずに螺ら鈿でんの細工の施ほどこされた扉とびらを開けた。

「──兄上!?」

　同時に洩もれた悲鳴のような声の原因を、一足遅おくれてユートは知った。

　のぞき込んだ部屋の中に、血を流して横たわっている男性の姿が見えたのだ。絨毯に広がる血の量はかなり多く、身体からだの下に黒々とした染しみを作っている。

「兄上!!」

「動かすな！」

　男性に駆け寄ろうとするタジェスを制しながら、ユートも部屋の中に飛び込んだ。

　動かない男性のかたわらに膝ひざをつき、手首を取って脈があるのを確かめる。出血の様子から傷口は腹部にあると判断し、ユートはうつぶせになった男性の身体をゆっくりと慎しん重ちような手つきで仰あお向むけに寝ねかせようとする。

「早く、医者を呼んで手当てを！」

　ユートの声にはじかれるように、タジェスが立ち上がって声をあげた。

「誰だれか！　誰か来てくれ!!」

　その声を聞きながら、ユートは血の気を失った男性の顔を見下ろす。

　三十になるかならぬかといったところだろうか──理知的で端たん整せいな容よう貌ぼうに見覚えはなかったが、剣けん術じゆつ試合の会場で遠目に見た王太子と背格好は一いつ致ちしていた。青みがかった黒くろ髪かみが乱れて額に落ちかかっている。

　しかし、タジェスが続けて叫さけんだ一言を耳にした瞬しゆん間かん、ユートの表情は凍こおりついた。

「早く来てくれ！　刺し客かくだ──刺客が侵入したぞ！」

　はっとして顔を上げたユートの視線と、タジェスの視線が交こう錯さくする。

　その顔に浮うかんでいたのは、これまで一度として見せたことがないような酷こく薄はくな印象の笑えみだった。

「な──」

「誰かいないのか!?　早く──！」

　タジェスがさらに大声をあげるのと、人の気配が近づいてくるのは同時だった。

　部屋の入口に姿を見せた警備兵は、倒たおれている王太子とそのかたわらに膝をついたユートを見て取るなり「曲くせ者もの！」と叫んで斬きりかかってくる。

　反射的にその一いち撃げきをかわしたものの、あまりの事態の急変に頭がついていかなかった。

（いったいどういう……タジェスが裏切ったということか？　だがどうして──今いま更さらになってそんな……）

　混乱しながらも、ユートは剣けんを抜ぬいて次々と繰くり出される兵士の攻こう撃げきを防ぐ。

　壁かべ際ぎわに立ったタジェスにちらりと視線を走らせると、彼は目の前の戦せん闘とうに怯おびえたように身を縮こまらせていた。

　しかし、その瞳ひとみにまぎれもない笑みがあるのを、ユートは確かに見て取っていた。

（──まさか）

　ほとんど同時に、脳裏に閃ひらめくように答えが浮かぶ。

（最初から──なのか？）

　思わず棒立ちとなったユートの肩に、警備兵が思いきり剣を振ふり下ろす。

　手にした剣で攻撃を逸そらしたのは、半ば無意識の行動だった。耳みみ障ざわりな音を立てて刃はが嚙かみ合い、火花を散らしてユートの身体のすぐ脇わきをかすめていく。

　だが安心する間もなく、次の攻撃がユートへと加えられる。別の方向から現れたもう一人の警備兵が彼に斬りかかっていったのだ。

　横よこ薙なぎの一撃を受け止め、その勢いを利用する形でユートは身体を半回転させ相手に蹴けりを放つ。爪つま先さきが沈むほどの蹴りが脇腹に命中し、兵士は白目をむいてその場で気絶した。しかしそれを見届けもせず、ユートは悲鳴をあげて逃にげ回っているイルに走り寄る。

　彼を背中で庇かばうようにして、ユートは兵士たちと相対した。ぴたりと剣を構え、自分自身に落ち着けと言い聞かせる。

（まずは、この場を無事に切り抜けることに集中しろ。考えるのはそのあとだ）

　鬨ときの声を上げて襲おそいかかってくる兵士たちを、時には剣の平で叩たたきのめし時には蹴りで沈めながら、ユートは素す早ばやく目で脱だつ出しゆつ路を探さぐる。

　この場で誤解を解くのは難しいだろう──身元を明かして弁明の機会を作ろうにも、相手は聞く耳を持たず斬りかかってくる。首に鎖くさりで下げた指輪を取り出すこと自体、不可能だと考えざるを得なかった。

　第一、仮にその機会があったとしてもユートの言葉を裏付ける証しよう拠こはなにもない。

　タジェスが白を切ればそれまでである──かえって、フォーレとニーザベイムの間に亀き裂れつを生じさせるだけの結果に終わりかねない。ニーザベイムの王太子が刺さされた現場に、ユートが居合わせたのはまぎれもない事実なのだ。

　イルを肩かたで押しやるようにして、ユートは窓の側そばへと近づいていく。

　最悪の場合、窓から脱出しようという計算あっての行動だったが、ちらりと窓の外の景色を見て取るなりユートはそれを断念した。

　窓から地上までは、ゆうに五階分に匹ひつ敵てきする高さがあったのである。

「お──ユート様……」

　焦あせりのにじむイルの声に答えず、ユートは唇くちびるを嚙んで視線を室内に戻もどす。

（こうなったら……警備兵を蹴け散ちらして逃げるか？　話をしようにも、この状じよう況きようじゃ……仮に投降したところで、まともに話を聞いてもらえるかどうか──）

　隙すきなく剣を構え、兵士たちと対たい峙じしながらユートは必死で考えをめぐらせる。

（どうする……？）

　包囲の薄い箇か所しよを探して、室内をさまよった視線が兵士たちの向こうに立つタジェスの姿をとらえた。

　琥こ珀はく色いろの瞳と視線が重なり──次の瞬間、その目がにっと笑みを浮かべた。

　その笑みの意味はわからなかったが、内心ぎくりとするものを感じてユートは無意識に一歩後じさる。

　その足の裏に──伝わってくるはずの床ゆかの感かん触しよくはなかった。

「──っ！」

　上下感覚が消失し、内臓がせり上がるような異様な感覚がユートを襲う。

　足元に開いた穴に落ちたのだと、理解したのは視界が闇やみに塗ぬり潰つぶされたあとだった。背後でわひゃっ、と緊きん張ちよう感かんのない声が聞こえたが、ふり返る余よ裕ゆうもない。

　強い風圧に全身を叩かれながら、ただまっすぐに落ちていくことしかできなかった。

　喉のど元もとまでせり上がってきた悲鳴を、奥歯を嚙んでユートはこらえる。

　見開かれたままのその目には、最後に目にした光景──壁かべの装そう飾しよくに見せかけた取っ手を引き下ろすタジェスの姿がくっきりと焼き付いていた。

[image: ]







　侵しん入にゆう者たちが床の穴に落ちたあと、室内は騒そう然ぜんとなった。

　傷の治ち療りようのために王太子が別室に移され、兵士たちは曲者が忍しのび込んだ経路を特定するため城内へと散る。

　しかし、侵入者の捜そう索さくが行われることはなかった。

　床の仕し掛かけは侵入者用の罠わなで、城の地下深くまでつながっているとわかったためだ。そんな高さから落ちて生きている人間がいるはずもなく、また地下は水路や古い地下道が入り組んで迷めい路ろのようになっているため、立ち入ること自体が不可能だった。

　そのため、罠を作動させたタジェスにはやんわりとした苦言も寄せられた。

　侵入者を撃げき退たいしたのはいいが、どこの何者なのかもわからなくなってしまったのだ。しかしタジェスは青い顔をしながらも、断固とした口調で「刺客を取り逃がすよりはマシだろう」と言い返した。

「いつまでたっても捕とらえられそうになかったから、以前兄上から聞いていた侵入者用の罠を作動させたのだ。万が一、兄上に止とどめを刺しにでもきたらどうする気だったのだ？」

　その言い分はある意味正しく、まだ少年としか思えない刺客相手に手こずっていた兵士たちには、それ以上彼を責めるようなことは言えなかった。

　タジェスもまた手傷を負っており、治療のために別室へと移動していく。

　その間ま際ぎわ、ちらりと室内へと向けられた目に、ほっとしたともなにかを案じるともつかない奇き妙みような光が揺ゆれていることに気づいた者は一人としていなかった。
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　ぼんやりとした闇に包まれた通路に、二人分の靴くつ音おとが響ひびいていた。

　濡ぬれた音がそこに混ざるのは、靴音の主が頭から爪先まで全身ずぶ濡ぬれになっているためである。びちゃびちゃと音を立てて通り過ぎた二人のあとには、髪かみや衣服の端はしから落ちた水すい滴てきの丸い染しみが点々と散っていた。

「……だから、止やめておけばよかったんですよ」

　ずり下がる眼鏡めがねをしきりに指で直しながら、言葉を発したのはイルだった。

「多少効率が悪かろうとも、いつもの仕事をやっていればこんなことには──きっとこの街は王子にとって最悪の方角にあったんですよ。他ほかの場所に行っていればこんなことには……人間やはり地道に稼かせぐことを忘れてはいけないんです」

「しつこいぞ」

　たまりかねたように眉まゆを寄せて、前を歩くユートがふり返って言った。

「今更そんなことを言っても始まらないだろう？　ここに来る前ならともかく……それで少しでもマシな状況になるんだったらいくらでも愚ぐ痴ちを聞くが、そうでないなら単にうっとうしいだけだ。黙だまっていろ」

「ですが……」

「後ろでぶつぶつ言われていると、ますます気分が暗くなる。そうでなくても気の滅め入いる状況だってのに……くしゅっ！」

　小さなくしゃみがユートの言葉を途と切ぎれさせると、イルははっとしたような表情になった。

「忘れていました──すみません」

　その言葉と同時に、ユートとイルの全身から細かい霧きりが立ち上る。

　二人の身体からだを濡らしていた水がその正体で、霧が空中に散じるのと同時に衣服も髪も完全に乾かわいた状態となった。

「王子に風か邪ぜを引かせてしまったりしては、大変ですからね」

　にっこりと笑って告げるイルに、ユートはなんとも言いがたい表情を向ける。

　自分の話を聞けと言いたげな、しかし濡れたままでは不快だったのも事実で感謝したほうがいいのだろうか、と悩なやむような顔つきだったが、この奇妙な現象に対する驚おどろきはひとかけらも含ふくまれてはいなかった。

　イルも特別なことなど何一つしていないという様子で、平然と歩を進める。

　王太子の部屋から地下に落とされた二人だが、落ちた穴の真下には深く水が溜ためられていたため傷一つ負うことはなかった。

　もちろん着水した際の衝しよう撃げきはかなりのものだったが、二人は意識を失うこともなくすぐさま浮うき上がって、暗い中手探りで這はい上がれそうな場所を探したのである。幸い床の低くなっている場所がすぐに見つかり、二人は溺おぼれる前に水から出ることができた。

（……に、しても）

　考え込んでいる様子のユートに、背後からイルが緊張感のない声をかける。

「王子？　あの……これからどうなさるんですか？　幸い怪け我がはしないで済みましたけど……こんなところで朽ち果ててしまうのは、私はちょっと嫌いやですよ？」

「………」

「そりゃ、ここから無事に出られたとしても、今度こそ私たちは立派なお尋たずね者になっているでしょう。でも王子なら門を突とつ破ぱして国外に脱だつ出しゆつすることくらいたやすいことでしょうし──ああでも、追っ手を引き連れたままフォーレには戻れませんよね。そんなことになったら婚こん礼れいどころの騒さわぎじゃ……」

「──イル」

　視線を足元に固定させたまま、ユートは声だけを背後の世話係へと投げやった。

「黙っていろ。気が散る」

「は、はい……」

　ぴしゃりと言い放った声に感情の色はなく、イルはユートが本気で考え事をしているのだと察して即そく座ざに口を閉とざす。

　そのまま両者は、しばらくの間無言で足を進める。

　通路の大半は闇に覆おおわれているが、足元や壁のところどころに淡あわく燐りん光こうを放つ塗と料りようのようなものがこびりついており、歩くのには不自由しない程度の明るさを保っていた。

　その明かりを頼たよりに、イルがユートの顔をそっとうかがいやった時、前まえ触ぶれもなくユートが口を開いた。

「少し整理するぞ。俺たちはタジェスの屋や敷しきに招かれて、そこから帰る途と中ちゆう覆ふく面めんをした怪あやしい連中に襲しゆう撃げきされた」

「はい」

「連中はすぐに逃にげたが、そのあと駆かけつけてきた警備兵に、俺たちは直前に起きたモートン卿きよう襲撃事件の犯人として捕らえられた。牢ろうに入れられた俺たちの前に、そこから出すのと引き替かえに依い頼らいを受けろと言う女が現れた。女は貴族らしき男の使いで、その男は俺たちに──というよりも俺に王太子の暗殺を命じた。俺は引き受けるふりをして屋敷から逃げだし、市中に戻もどったところでタジェスと再会した」

「そうです」

　淡たん々たんと話を続けるユートに、イルが緊張感のない表情で合いの手を入れる。

「タジェスは俺たちを保護し、暗殺計画のことも王太子に知らせると約束する。だがその晩、タジェスの屋敷が襲撃され、逃げる途と中ちゆうタジェスも傷を負った」

　口調が苦々しげなものとなったのは、その時の切せつ迫ぱくした感情を思い出したためだ。

　あの負傷すらも計算ずくだったのかという思いが、ユートの目に怒いかりともやりきれなさともつかない色を宿らせる。

　内心の感情を整理するように深く息を漏もらして、ユートは言葉の続きを口にした。

「そして今朝、タジェスは抜ぬけ道を使って俺たちと一いつ緒しよに城に侵入した。その後も誰だれにも邪じや魔まされることなく王太子の部屋までたどり着き、そこですでに何者かの襲撃を受けて倒たおれている王太子を発見する」

「はい」

「タジェスは大声で人を呼び、俺たちは彼によって王太子襲撃の犯人に仕立て上げられた──こうやって言葉にしてみると、呆あきれるくらい見事に引っかかったのがわかるな」

　自じ嘲ちようを含んだため息混じりの声に、イルはきょとんとした顔でユートを見返す。

　彼の態度にかまわず、ユートはがしがしと乱暴に頭を搔かいて言った。

「しかし、だとするとこの顚てん末まつはいったいなんなんだ？　あそこまで見事に俺たちを暗殺犯に仕立てておきながら、結局こんなところに俺たちを落っことして──向こうの目的を考えればあの場で殺してしまうのが一番の良策だったはずだ」

「私たちが、そう簡単には死んでくれそうにないと思ったんじゃないですか？」

　あっけらかんとした口調と声で、イルは物ぶつ騒そうなことを口にする。

「仕留めるのにあんまり長引いて、他の人の前で下手へたなことを口走られたらまずいから、とりあえず落っことしておいて、あとでゆっくり片付けようと思ったとか……」

「あるいは、生きてここを出る方法がないか──だな」

　冷静なユートの指し摘てきに、イルが慌あわてふためいた声で「出られないんですか!?」と叫さけぶ。

「安心しろ、その可能性はあまり高くない。侵しん入にゆう者を殺すための罠わななら、そのための仕し掛かけがあちこちにあるはずだ。第一、あの穴の真下には水が溜ためられてあったんだぞ。あれは自然に溜まった水じゃない──長く溜まっていた水特有の臭においがなかっただろう」

「そ……そうですよね」

「つまり、ここは落とした人間を殺すための場所じゃないということだ。早い話、あの真下に槍やりでも立てておけば、それで簡単にカタはつくんだからな」

「わかりませんよ……ただ単に、王太子の部屋の真下で死体を作るのは避さけたかっただけなのかも……」

「その時は、その時だ」

　投げやりなほどにあっさりと言って、ユートは通路の壁かべに歩み寄っていった。

　壁の手前で足を止めると、ところどころ薄うすく燐光を放つ壁に背中を預けて、どっかりと床ゆかに座り込む。その横にイルが、やや遠えん慮りよがちに並んで腰こしを下ろした。

「問題は、向こうがなにを目的としているのか……だ」

「目的ですか？」

「ああ。単に王太子を暗殺するだけにしては、やることが回りくどすぎる。なんとしても俺を暗殺犯に仕立てようとしているみたいじゃないか──まんまと成功させてしまったがな。ただそれが単なる剣けん術じゆつ試合の出場者としての俺なのか、フォーレの王子としての俺なのかによって事情は大きく変わってくるんだが……」

「まさか」

　ぎょっとしたように目を見開いて、イルはユートの横顔を見やる。

「考え過ぎならそれに越こしたことはないんだが、どうもこの件には俺が思っている以上の裏がありそうだ」

「裏……とは？」

「さぁな。今あれこれ考えたところで始まるまい。あまりにも判断材料が少なすぎるからな。あとは向こうの出方次し第だい──ここに落としてそれっきりということもないだろう。生きている俺たちに用があるのなら、向こうからなにか仕掛けてくるはずだ」

　そこまで言って、ユートは大きく伸のびをすると石造りの壁に背中を預けたまま、腕うでを組んで目を閉じた。

「少し寝ねる。なにかあったら起こしてくれ」

「王子？」

　イルが声をかけた時にはもう、規則正しい寝ね息いきがユートの口から洩れていた。

　不自然な姿勢で呆れるほどの寝付きの良さだが、これまでの強行軍を思えば無理のないことだった。昨日もその前日もほとんどまともに寝ておらず、今朝少し休むことができたとはいえ決して長い時間ではない。

　静かな寝息を立てるユートの顔を、イルはどこか空くう虚きよな表情で見下ろす。

「………」

　しばらくの間動きを止めたあと、彼は着ていた上着をごそごそと脱ぬいでぎこちない手つきでユートの身体にかけたのだった。







　王宮の一室で、タジェスは一人椅い子すに腰を下ろしていた。

　豪ごう奢しやな調度類で調ととのえられた部屋だったが、室内に他ほかに人の姿はない。肩かたの傷はきちんと手当てされ、汚よごれて破けた衣服も取り替えられていたが、その状じよう況きようが後ろ盾だてを持たない王子というタジェスの立場の弱さを物語っていた。

　しかし、タジェスの顔にはそれを気に病やむ気配はわずかにもなかった。

　むしろ放置されているのを幸いとばかりに、厳しい顔つきで思し索さくにふけっている。その瞳ひとみに浮うかぶ光は突つき刺さすように鋭するどく、ユートの前で見せていた軽けい薄はくなほどに愛あい想その良い青年の顔はどこにもなかった。

　だが、その表情はすぐにかき消え、透とう徹てつした無表情に取って代わられる。

　それとほぼ同時に、部屋の扉とびらが叩たたかれる音が聞こえた。隙すきのない視線で扉を見つめたまま、タジェスは「入れ」と声をかける。

　開いた扉の向こうに立っていたのは、髭ひげをたくわえた厚みのある身体からだつきの男性──デリオ・ヘイザンであった。

「お身体の具合はいかがでしょうか？　傷を負われたと聞きましたが……」

　丁てい寧ねいではあるが卑ひ屈くつさの感じられない口調で問うヘイザンに、タジェスは冷ややかな視線を向けて言った。

「お前の雇やとった連中がヘマをしてくれたおかげでな。脅おどしだけでいいものを──よりによって私たちのいる部屋に向かって矢を射るとは。私が盾たてになっていなければ、あの剣けん士しに当たっていたところだったぞ。あれだけの手間をかけて、肝かん心じんな時には使い物にならなくなっていたのでは笑い話にもならん」

「申し訳ございません」

　深々と腰を折り、ヘイザンはわずかに苦々しげな声を返す。

「指示は出したのですが……金で動くならず者どもが、命令を守ると思ったのが間ま違ちがいのもとでした。まさか、殿でん下かに怪け我がをさせてしまうとは……」

「まぁ、よい」

　軽く手を振ふって、タジェスはヘイザンの言葉をさえぎった。

「そのおかげで、あの剣士が私を完全に信用したのも事実だ。あの外見に惑まどわされそうになるが、その実一ひと筋すじ縄なわではいかん男だ。あの外見ゆえのことかもしれんがな……容易に他人を信用せず、うまい話であればあるほど裏を疑ってかかる。あれがなければ、城に誘さそい込むのも難しかっただろう……結果としては上出来だ」

「は……」

「それに怪我といっても、さほどのものではない。派手に出血はしたが……それよりも医師をごまかすほうが大変だった。あの場で負った傷というには時間が経たちすぎているからな。金で口をふさげる相手だったから良かったが……よけいなことを他で喋しやべられないうちに、片付けておいたほうがいいかもしれん」

　邪魔な石でもどけるかのような口調で言うタジェスを、ヘイザンはどこか疑わしげな表情で見やった。

「……殿下。お聞きしたいのですが」

「なんだ？」

「なぜ……あそこで罠を作動させたのですか？　確実に処分できるとはいえ、それでは他国の差し金と主張する根こん拠きよが薄れます。あの場で警備兵に仕留めさせたほうがよろしかったのでは……一目で他国の人間とわかる死体があったほうが、なにかとやりやすかったのでは？」

「簡単に言ってくれるな」

　タジェスの目に、哀あわれみを含ふくんだ嘲ちよう笑しようがのぞいた。

「あの剣士、なまなかな腕ではないぞ。剣術試合で連勝するのもうなずける……仕留めるのに手こずって、あの場で余計なことを口にされては厄やつ介かいだろう。あそこにいたのは、我々の息のかかった兵ばかりではなかった。そやつらの耳に入れてはならぬことを口走る前に、あの剣士には消えてもらう必要があったのだ」

「……確かに」

「それに、他のことはすべて上手うまくいった。お前が出し抜ぬかれたのが計算外と言えば計算外であったが──あの剣士の性格からして、大人しく刺し客かくとしての役割を果たしたりはしなかっただろう。どのみち、あの剣士には『犯人』としての役割以外期待してはいなかったが……念のために打っておいた手が、このような形で役立とうとはな」

　うっすらと切れるような笑えみを浮かべて、タジェスはヘイザンを見つめやる。

「他国の人間という『犯人』さえいれば、実際に手にかけるのは何人であろうとかまわないということだ」

「恐おそれながら……」

　わずかに気け圧おされたような表情を、瞳の奥底に押し隠かくしてヘイザンが言葉を返した。

「王太子は、まだ生きておいでとうかがっておりますが……」

「なに、時間の問題だ」

　慎しん重ちようなヘイザンの物言いを、タジェスは一言で切り捨てる。

「我が国の医師がどれほど優ゆう秀しゆうであろうと、あれほどの傷を負った人間を助けるのはまず不可能だ。あるいはすでに息を引き取っていて、公表の時期をはかっているだけに過ぎないのかもしれん」

「殿下……」

　タジェスの言葉の底に潜ひそんだ毒に気づかないふりを装って、ヘイザンはもう一つ、確かく認にんするように問いかけた。

「よもやとは存じますが、殿下に疑いの目が向けられるようなことは……？　あの場に居合わせたのは殿下も同じ──もしも侵しん入にゆう者とともにいるところを誰だれかに見られてでもいたら、怪あやしまれることになるのでは……」

「私がそのような手て抜ぬかりをするとでも思っているのか？」

　言葉だけは笑いを含んでいたが、ヘイザンへと向けたタジェスの視線は鋭かった。

「そのために隠し通路を使って城の奥まで侵入したのだ。私とあの剣士がともに行動しているところを見た人間は、この城内には一人もおらん。それに私はここ二、三日の間ずっと城内にいたことになっているからな。私は兄上に呼び出されて部屋にうかがい、そこで兄上を襲おそった刺客とばったり出くわした──この傷は、刺客とやり合った時につけられたものだ」

　そういうことになっている、とタジェスは言外に告げる。その顔を見やるヘイザンの表情にほっとしたようなものがのぞくのを見て、タジェスは皮肉に笑って付け加えた。

「……私に疑いがかかったほうが、お前には好都合ではないのか？」

「まさか！」

　慌あわてて返すヘイザンの声には、どこか後ろめたいような狼ろう狽ばいの響ひびきがあった。

　タジェスは笑ってそれを聞き流し、「冗じよう談だんだ」と口にする。

「少なくとも、今のお前に二心がないことはわかっている──最初はどうあれ、な。私の助力なしにはこの計画は成功し得なかった。私を使い捨ての駒こまにすることが得策かどうかは、お前にももうわかっているはずだ」

「は……」

　恐きよう縮しゆくした様子を見せながらも、ヘイザンの顔からは案じるような表情が消えなかった。

　その表情の意味するところに思い当たり、タジェスは苦く笑しようを浮かべていっそ優やさしげなほどの声で告げた。

「心配することはない。計画はすべて上手くいっている──間違ってもあの穴に落ちて生きていられる者はいないからな。仮に生きていたとしても、あの穴のつながる地下から無事に出ることなどできまい。そのための仕し掛かけがあそこにはある……いや、より正確に言うのであればいると言うべきだろうがな」







　ユートが目を覚ました時、隣となりに座っていたはずのイルは彼とは反対の方向に倒たおれ込むようにして眠ねむっていた。

　軽く伸のびをしようとして、ユートは自分の身体にかけられた上着に気づいた。それとイルの平和な寝ね顔がおをしばらく見比べ、ゆっくり立ち上がるとユートはイルの腰こしのあたりを容よう赦しやのない力で蹴け飛とばした。

「……なっ!?」

　跳はね起きたイルの頭に、ユートは手にした上着をばさりと投げつける。

「あ……おはようございます」

「他に言うことは……いや、いい。それよりどれくらい寝ていた？」

　呆れの色の濃こいユートの声に、イルは半分寝ぼけた顔を上着の下から出して答えた。

「えーと、二時間くらいでしょうかね？　それほど長くは寝ていませんよ」

　懐かい中ちゆう時計などで時間を確認した様子はなかったが、その声には寸分のためらいも迷いもなくユートもまた彼の言葉を疑うそぶりはかけらほども見せなかった。

「もう少し、寝たほうがよろしいのではないですか？　お身体のためにも、あと四、五時間の睡すい眠みんは必要かと……寝る子は育つとも言いますし」

「なにが言いたい？」

　険悪な表情で睨にらみつけるユートに、イルは上着を羽織りながら笑顔で告げる。

「王子が歳の割に身体からだがお小さくていらっしゃるのは、きっと睡眠が十分に足りていないせいですよ。食べ物の好き嫌きらいはないんですから……日ひ頃ごろからもっとゆっくりお休みになるようにすれば、きっと身長だって伸びてくるはず」

「俺が小さいことで、お前になにか迷めい惑わくをかけたか？　だいたいこの状じよう況きよう下かで身体のことまで心配していられるか！」

「でも王子、背が伸びないことを気に病やんでいらっしゃったじゃないですか？」

「……いいから、今すぐさっさとその口を閉じろ」

　ユートの声に本気の怒いかりが込められているのを察し、イルは慌てたようにぴたりとその口を閉とざす。

　その顔を強く睨みつけてから、あらためてユートはまわりを見回した。

「そんなことより、これだけの時間寝ていてなにもなかったということは──本当にここから出る方法はないということなのか」

「ええっ!?」

　情けない声をあげるイルから視線を外し、ユートはぐるりと周囲を見回す。

「慌てるな。たとえ出口がなかったとしても俺たちには関係ない──多少骨は折れるだろうが必ずここから出て行ってやる」

　弱々しい光にぼんやりと照らし出された通路の壁かべや天てん井じようを、確認するように丁てい寧ねいに眺ながめ回しながら彼は告げる。

「だが、無事にここから出られたとしても、そのままフォーレに戻もどるわけにはいかない。仮に追っ手をまけたとしても、この先フォーレの王子としてニーザベイムを訪おとずれる機会がないとは限らないんだ。せめて、誤解だけでも解いていかないと……」

　しかし、それが至難の業わざであることは口にしているユート本人が、誰よりもよく理解していることだった。

　彼の身の潔白を証明してくれる者は、ニーザベイムの宮きゆう廷ていには一人も存在しない。

　ただ一人、その可能性を持つ王太子もあの傷の状態では、証言はおろか生きているかどうかさえ怪しかった。そして彼が死亡した場合、ユートは押しも押されもせぬ立派な『王太子殺害犯』ということになる。

「大だい丈じよう夫ぶですよ」

　知らず表情を曇くもらせていたユートに向かって、イルがいつもと少しも変わることない笑みを浮うかべて言った。

「ニーザベイムの医い療りよう技術は大陸全土でも一、二を争う水準だと言うじゃありませんか。以前ネイア姫ひめ様が、ニーザベイムで医術を学んだ人間をフォーレに招こうと画策していらっしゃいましたよね？　結局うまくいきませんでしたけど」

「……ああ」

「だから大丈夫──きっと、王太子は生きていますよ」

　確信を込めた口調で言い切るイルの顔を、ユートはしばらくの間黙だまって見つめ返す。

　複雑な光がその瞳ひとみの奥を一いつ瞬しゆんかすめていったが、それを消しやるように目を閉じてユートはふっと口元をゆるめた。

　そのあと開いた目には、いつも通りの強い輝かがやきが戻っていた。

「そうだな。最悪の状じよう況きようを恐れてばかりいたら、何一つ成し遂とげられない。状況を見て冷静に判断し、行うべきことを行うべき時に行う。それが、フォーレの王族としてあるべき姿だ──そのためにお前の力が必要な時は……貸してくれるだろう、私に？」

「はい──私の持てる力のすべてを。我が主あるじ」

　さながら国王その人に対するような完かん璧ぺきな礼を取り、イルは微び笑しようして告げる。

　その態度も表情もあまりに完成されすぎており、かえって機械仕掛けの人形のような奇き妙みように硬かたい印象があったが、ユートはわずかに目を伏ふせただけでなにも言わなかった。

　かわりに、力強い足取りで暗い通路に一歩足を踏ふみ出す。

「──このまま、ニーザベイムの宮廷を主戦派が牛ぎゆう耳じるようなことになれば、またフォーレが危険にさらされることになるかもしれん。それを黙って見過ごすわけにはいかないだろう……なんとしてでも止めないと」

「はい」

　笑え顔がおで答え、イルがユートのあとについて歩き出そうとした──その時だった。

　先を進んでいたユートの足がぴたりと止まり、それとほとんど同時にイルがささやくような声をユートに投げる。

「王子」

　ユートが感じたのと同じ気配を、彼はより明確に察知したようだった。

「なにか……近づいてきます」

「人間か？」

「……いいえ」

　無言のまま、ユートは通路の先を見つめる。壁や床ゆかから放たれる光はごく弱く、通路の先は闇やみに塗ぬり込められている。

　無意識のうちに腰の剣けんに手を伸ばしながら、ユートはその先にある気配を探さぐる。

　なにか大きなものが、こちらへと近づいてきている。ざわざわと床を這はう音がユートの耳に届き始めていた。濡ぬれた布の塊かたまりを床にこすりつけてでもいるかのような、妙みように柔やわらかな響きの物音だった。

「……ずいぶん、のんびりとしたお出ましだな」

　口元に浮かべた笑みは半分は虚きよ勢せい、半分は本心から状況の変化を喜ぶものだった。

　得体の知れないものが近づいている状況に危機感は覚えるものの、それ以上に状況が動いたことを歓かん迎げいする気持ちのほうが強かったのである。

　むろん、それが本当に歓迎すべき変化だという保証はどこにもなかったが──

　ユートは目を細めて、闇の向こうにあるものの姿を見み極きわめようとする。ぼんやりとした闇の中、うぞうぞとうごめく輪りん郭かくが次し第だいに明らかになってくる。

「──っ！」

　その姿をはっきりと見て取った瞬しゆん間かん、ユートの目が驚おどろきと嫌けん悪おに見開かれた。

　通路の奥から近づいてくるのは、まるで溶とけかけた蠟ろう細ざい工くのような異様な生物だったのだ。半はん透とう明めいの汚お泥でいのような身体をぶるぶると震ふるわせながら、それは通路いっぱいに広がってユートたちのほうへと迫せまってくる。

「なんだ、あれは!?」

「残念ながら、私にもわかりません!!」

　負けず劣おとらず慌あわてふためいた声で、イルが答える。

　ユートは反射的に剣を抜ぬいて構えたが、この異形の怪かい物ぶつに剣が通用するのかどうかもわからなかった。不定形の身体はたやすく斬きることができそうだが、それでこの怪物の動きを止めることができるかどうかはなはだ怪あやしい。

（どこかに、急所でもないのか──？）

　傭よう兵へいとしての仕事で危険な生物に相あい対たいしたこともあったユートだが、こんな怪物は見るのも聞くのも初めてだった。

　不気味にうごめくその姿は、どこからどこまでが胴どう体たいや頭なのかもわからない。

　あるいは一体一体の境界線がわからないだけで、複数の怪物がそこにいる可能性もあったが確かく認にんする手段もその気もユートにはなかった。

　剣を構えたまま、じりじりとユートはもと来た方向へ下がっていく。

　その途と中ちゆう、怪物の通ったあとがうっすらと燐りん光こうを帯びていることに気づいて、ユートは悪いものでも食べたような顔つきになった。通路を照らしている光の発生源がなんなのか、彼にはわかったのである。

（気づかないほうが良かったかもしれないな……）

　その上で座り込んだり、あまつさえ眠ねむったりしていたことは極力考えないようにしながら、ユートは背後のイルに向かって問いかけた。

「どこか横道か──隠かくし扉とびらの類たぐいはないか？」

「あいにくどこにも……というか、あったらとっくにお教えしていますよ」

　じわじわと迫りつつある怪物から目を離はなさぬまま、イルは情けない声だけをユートに返す。

　半ば予期した答えだったため、ユートは落らく胆たんの色も見せずさらに後退を続ける。しかしその先には水の溜まった縦穴があるばかりで他ほかに逃にげ道はなく、いずれ追い詰つめられることになるのは目に見えていた。

（こうなったら……）

「王子！」

　正面の敵を突とつ破ぱする以外にないと、覚かく悟ごを固めたユートの耳にイルの声が届く。

　彼の視線を追って、ユートは思わず呪のろいの呻うめきを発した。正面の怪物の向こうにさらにもう一体、不気味にうごめく怪物の姿を発見したのである。

　その奥までは暗さもあって見えなかったが、まだ他にいたとしても不思議はなかった。

　ユートは接近してくる怪物を睨にらみ、やがてあきらめたように両りよう腕うでを下ろす。深くうつむいた顔の表情は見て取れなかったが、口元が仕方ない、という言葉を形作るのがわかった。

「王子……」

「まさか、こんなところで使う羽目になろうとはな」

　ため息めいた呟つぶやきと同時に、ユートは手にした剣を鞘さやに戻す。

　次の瞬間、上げた顔にはあきらめの色など一いつ片ぺんたりとも宿ってはいなかった。毅き然ぜんたる光を浮かべた瞳が怪物を見返し、右手が差し招くように宙に伸のばされる。

「──来い」

　呟くようなその声に誘さそわれるように、異形の怪物たちはいっせいにユートへと襲おそいかかっていった。










「……そういえば、一つ聞きそびれていたことがあったな」

　ヘイザンが退出しようという間ま際ぎわになって、タジェスはその背にふと思い出したように声をかけた。

　足を止めたヘイザンが、どこか警けい戒かいの色をのぞかせた視線を彼に向ける。

　タジェスの顔にはその反応を楽しむような笑みが浮うかんでいたが、その瞳の底には隙すきのない狡こう猾かつともいえる輝きが宿っていた。

「なぜ……今になって急にお前が動き始めたのか。王太子の発言力が増大していくことに危機感を覚えたか？　それにしてもお前らしくもない──暗殺などという手段は、お前の最も嫌きらうところであったと聞き及およんでいるが？」

「それは……」

「それとも私の耳にしたお前の評判のほうが間ま違ちがっているのか……正々堂々と敵を討うち果たすことに意義を見み出いだす男と聞いていたのだが。王太子の存在が、それほど腹に据すえかねるものであったか──それとも、なにか急がねばならない理由でもあったのか？」

「………」

　黙もくしたまま、ヘイザンは暗く光る瞳でタジェスの顔を見つめ返す。

　タジェスは言葉を切ったまま、その視線を顔色一つ変えることなく受け止めた。鋭するどい輝きを宿した瞳は、凪ないだ水面のように相手の眼光を弾はじき返すばかりで内心の手がかりとなるような気配はちらとものぞかせていなかった。

　探るような目でその瞳を見つめたあと、ヘイザンはゆっくりと口を開いた。

「……殿でん下かには、知っていただいたほうがよろしいのかもしれませんな」

　吐はき出した声には取り憑つかれたような狂きよう熱ねつの色と、隠しきれない怒いかりがひそやかににじんでいた。

　タジェスの瞳ひとみの奥に、興味を覚えたような光が点ともる。

　それに気づいてか気づかずか、ヘイザンは重々しい足取りで部屋の扉に歩み寄ると、そこで足を止めてタジェスに深く頭を下げた。

「どうぞ、こちらへ──殿下には実際に見ていただくのが一番かと」

　わずかな間をおいて、タジェスは椅い子すから立ち上がる。

　ヘイザンに向かって歩み寄っていくその顔には、己おのれの優位を確信したような満足げな笑みが漂ただよっていた。

　しかし、その瞳の奥底には対照的に冷めた光もあった。

　その光を慎しん重ちようにまぶたの下へと押し隠して、タジェスは伏ふせていた目を上げるとヘイザンの待つ扉のほうへ足を進めていった。
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　ヘイザンの案内でタジェスが向かったのは、城内でもとりわけ人ひと気けの少ない一角にある古い離り宮きゆうだった。

　現在は使われていないものらしく、建物のあちこちに傷いたみや汚よごれが目立つ。

　広大な敷しき地ちを誇ほこるニーザベイムの城内には使われなくなっている建物も多かったが、朽ちるままに放置されているということから、なにかいわく因いん縁ねんのある建物だろうと想像することはたやすかった。

「……こちらでございます」

　ヘイザンは迷うそぶりも見せずに、建物の中へと入っていく。

　そのあとに続きながら、タジェスはさりげなく周囲に視線をめぐらせた。もとは美しかったであろう離宮の内部は埃ほこりと蜘蛛くもの巣に覆おおわれ、床ゆかには壁かべから剝はがれ落ちたタイルの破片が散らばっている。

　だが歩いても埃は立たず、床の上に足あし跡あとが残ってもいないことをタジェスの目はしっかりと見て取っていた。人が出入りしていることを隠すために、ヘイザンが手を回して最低限の清せい掃そうだけは行わせているのだろう。

　タジェスの様子にかまわず、ヘイザンは離宮の奥に向かって足を進める。

　やがて彼が立ち止まったのは、特になにもないと思われる廊ろう下かの片かた隅すみだった。彼は壁の低い位置を手で撫なでるようにし、同時にその横の壁がごとりと音を立てて沈しずむ。

　沈んだ壁はさらに横に向かって動き、暗い通路の入口がそこに姿を現した。

「これは……」

「さすがの殿下も、ここの存在まではご存知でいらっしゃらなかったようですな」

　かすかに笑って、ヘイザンは通路の中へと踏ふみ込んでいく。

　中に用意されていた洋燈ランプに火を入れると、彼は入口の扉を閉めて通路の先にある急な階段を下っていく。タジェスは遅おくれないようにやや急ぎ足になりながらも、慎重な足取りでその背を追いかけた。

　階段は何度もぐるぐると折り返しながら、どこまでも深く続いている。

　終わりがないようにさえ思えた階段だったが、折り返した数がわからないくらいになった頃ころようやく先のほうにほのかな灯あかりが見えてきた。

　布で仕切られた部屋の中へと、タジェスは一歩足を踏み入れる。

　同時に目をしばたたかせたのは、暗さに順応した目に部屋の明かりが眩まぶしく感じられたためだったが、部屋の中央に置かれた円形の台のようなもののためでもあった。

　金属とも粘ねん土どともつかない、奇き妙みような光こう沢たくのある材質で作られたものだ。

「これは、いったい……？」

　眉まゆを寄せて呟きながら、タジェスは台へと近づいていく。

　大人が十人は並んで寝ね転ころがることのできそうな大きな台の上には、なにも載のせられてはいなかったが、数人の男たちが台の周囲に等とう間かん隔かくに並ぶ石柱に顔を寄せて、真しん剣けんな様子で手にした帳面になにやら書き込んでいる。

　戸と惑まどったようにその姿を見守るタジェスに、ヘイザンは暗く光る目を向けて言った。

「殿下は、魔ま術じゆつと呼ばれるものについていかほどご存知でしょうか？」

「魔術……？」

　予想外の言葉に見開かれた目が、わずかな間のあと失しつ笑しようめいた表情を宿す。

「なにを言い出すかと思えば、魔術など……そんなものは子供だましのおとぎ話に過ぎない。私とて聞いたことくらいはあるさ。魔術によって栄さかえ、そして魔術によって滅ほろんだいにしえの国々の物語は──しかし今、実際に魔術なるものが存在していない以上、そんなものはただの伝説でしかない」

「そう……私も思っておりました」

　怨えん嗟さに似た響ひびきをその言葉から感じ取り、タジェスは思わずヘイザンの顔を見返した。

「魔術など存在するはずがないと……そのようなものはただのおとぎ話か、詐さ欺ぎ師しどもの口にする世よ迷まい言ごとに過ぎないと。しかし、そうではなかった──魔術は存在していたのです。その証しよう拠こが、六年前のフォーレ侵しん攻こうの際に我々を阻はばんだ猛もう吹雪ふぶきでございます」

「なにを……」

「あれは天候の急変だと、誰だれもが信じ込んでいました。しかし近年になって、私はフォーレに詳くわしい者の口からあの国の王家に伝わる剣けんの存在を聞かされたのです。水を支配し、天候すら自在に操あやつるという剣の存在を──それでも、まだ私は信じられなかった。そのような怪あやしげなものに、我が軍の精せい鋭えいが敗れたなどとは考えたくなかった」

　ヘイザンは言葉を切って、部屋の中央に置かれた台のほうへと視線を移す。

　つられるように視線を台へと向けながら、タジェスはフォーレ遠えん征せいの指揮に当たった人物とヘイザンとの間に親交があったことを思い出した。その一件で責めを負うことはなかったが、自ら職を辞して領地に戻もどったと聞いている。

「しかし、調べれば調べるほどあれがただの嵐あらしなどではないと思わざるを得なくなっていった──山に慣れた者ですらその兆候を見み出いだせず、我が軍だけを狙ねらいうちにするかのように唐とう突とつに起きた嵐などというものが、自然に発生したものだとはとても思えなかった。しかも我が軍の兵士たちの体力が、あとほんの少しで限界に達するというところで嵐はぴたりとおさまったというではありませぬか……」

　ぎり、と奥歯を嚙かみしめてヘイザンは呻うめくように言葉を発する。

「フォーレの者どもはそうやって兵士たちを苦しめておいて、さも善良そうな顔をして救きゆう援えんの手を差し伸のべたのです。かの地で我が軍の兵が壊かい滅めつするようなことがあれば、さらなる増援が差し向けられることになるのは必至。それで兵を殺さず、我々に恩を売りつけることで対等の条約を結ぼうと考えたのでしょう」

「しかし……」

「あの周辺では有名な話でございました。フォーレの王家が所有する伝説の魔ま法ほう剣けん──それは自ら持ち主を選び、その主に絶大な力をもたらすものだと。現に以前その剣の主あるじが現れたのは何百年も前の話だというのに、いまだにいくつもの国でその活かつ躍やくが語り伝えられております。それこそ一種のおとぎ話としてではありますが」

　険しい光を両眼に宿して語るヘイザンを前に、タジェスはもはや何事も口にしようとはしなかった。

「その剣は現在、フォーレの末王子の手にあるとか。当時まだ十にもなっていなかった王子が剣の力を使って、我が軍を壊滅寸前にまで追い込んだのです。むろん子供一人の考えでできるようなことではない……おそらく、誰か他ほかの人間に入れ知ぢ恵えされてのことでしょう」

「それが……」

　ヘイザンの顔を見つめたまま、タジェスはゆっくりと確かめるように口を開いた。

「今になって、急にお前が動いた理由か？」

　その問いには答えず、ヘイザンはちらりと後方に目をやった。

　そこに立つ一人の女性の存在にタジェスが気づいたのは、その直後のことだった。気配一つ感じさせずにたたずんでいたのは、薄うす茶ちや色いろの髪かみを乱れなく結ゆい上げた若い女性だ。

「ラシェンナ──あれを」

　呼びかけに応じて、女性は手にした透とう明めいな石の塊かたまりのようなものをヘイザンへと差し出した。

　大人の両拳こぶしを合わせたほどの大きさのあるものだ。曇くもりや傷はなく、研けん磨まされる前の宝石の結けつ晶しようのようにも見える。

　眉をひそめるタジェスの前で、ヘイザンは受け取ったそれを部屋の中央に据すえ置かれた台のほうへと持っていった。

　台の周囲で作業していた男たちが、慌あわてたように道を空ける。

　その間を悠ゆう然ぜんと通り抜ぬけ、台に歩み寄るとヘイザンは手にした石を台の上に置いた。

「……ヘイザン様」

　作業していた男たちの中の一人が、どこか遠えん慮りよがちにヘイザンに声をかける。砂灰色の髪を乱雑にくくった、まだ若い瘦やせた男だった。

「まだ……調整が」

「かまわぬ。外がい殻かくを再生するだけだ」

　ヘイザンの言葉に、男はわずかに思案するような間のあとでうなずきを返して、台の周囲に並ぶ柱の一つへと歩み寄っていく。

　柱の前に立つと、男は手に持った石板状の道具に指先を滑すべらせる。

　台と同じ材質で作られたその道具の表面には、磨みがいたような漆しつ黒こくの板が埋うめ込まれており、男の指先がそこに触ふれるたびに無数の記号や文字らしきものが浮うかんでは消える。タジェスは目をこらしてその文字を追ったが、現在は使われていない言語を含ふくめ、数カ国語の知識のある彼にもまるで見覚えのないものだった。

　しかし男は迷うそぶりも見せず、手慣れた仕草で道具を操作している。

　その様子から見て男が文字に精通していることは明らかだったが、その文字に興味を覚えるいとまもなく台に異変が生じ始めた。

「な……!?」

　タジェスがぎょっとしたような顔つきで、思わず声を洩もらす。

　台の周囲に並んでいる柱に、無数の文字がちらついたかと思うと、柱と柱を結ぶように淡あわく光る線が浮かび上がってきたのだ。

　線は台の上で複雑に交差し、そこに巨きよ大だいな幾き何か学がく紋もん様ようを描えがき出す。

　花のように広がった紋様は精せい緻ちなことこの上なく、どこか整然とした美しささえ感じさせるものだった。

　同時に、台の中心に置かれた石のほうにも変化が現れ始めていた。

　周囲に満ちる光を映しこんだかのように、淡い光をまとった石が空中高くに音もなく浮かび上がったのである。

　しかし、それに驚おどろく間もなく石の周囲に現れた光の線が、確かな実体を伴ともなった外殻となって幾いく重えにも石を包み込む。

　そこに現れたのは、鎧よろいを身にまとった巨大な人の像だった。

　だが、うずくまっていてもなお大人の倍を超こえる背せ丈たけを見るまでもなく、人間でないことは誰の目にも明らかだった。青白く光る装そう甲こうに包まれた手足の数は六本──脇わきの下あたりから、長い鉤かぎ状の爪つめを持つもう一対ついの腕うでが生えていたのである。

　それはまるで、おとぎ話に登場する太古の悪神を思わせる姿だった。人間よりも関節の数が多いため、奇妙にねじくれた手足がその印象を強める。

「……いかがでございますか？」

　言葉もなく像を見つめるタジェスに、ヘイザンは薄うすい笑みをたたえて言った。

「これが、私が魔ま術じゆつの存在を確信するに至った理由──そして、此こ度たびの計画を実行に移そうと決心した理由でございます」

　タジェスはややぎこちなく、像へと向けていた視線をヘイザンに移す。

　その顔に浮かぶ驚きよう愕がくの表情はまぎれもなく本物だったが、琥こ珀はく色いろの瞳ひとみの奥にはどこか冷静な光がのぞいていた。

「私とて魔ま法ほうの剣なるものの存在を、簡単に認められたわけではありませぬ。しかし目の前でこれが動くのを見た時、私も信じざるを得なくなった。間ま違ちがいなく魔術は存在すると──ただ歴史の上から葬ほうむり去られ、人々の記き憶おくからも失われただけに過ぎないのだと」

「動くのか、これは……？」

　怯おびえたようなタジェスの声に、ヘイザンは口元の笑みを深くして告げた。

「動きませぬよ、この状態では──これは、単に外見のみを形作った状態。ただの張りぼてに過ぎませぬ。しかし、ひとたび完全に機構を再生すれば、これはこの地上のどんな生物よりも俊しゆん敏びんなる動きを見せるのです。たとえどれほどに優ゆう秀しゆうな兵士であろうとも、その動きについていくことは不可能──力をもってこれに抗あらがうことも」

「……まさか、これは」

「ええ──これは〈戦せん機き〉と呼ばれる魔術によって作り上げられた兵器。はるか古代の国々で戦いくさに用いられたものだと言われております。疲つかれることも死ぬことも知らず、敵を葬り尽つくすまでひたすらに戦い続ける道具だとか」

　タジェスは黙もくしたまま、台の上に浮かび上がった像を見つめやる。

「この〈戦機〉の存在について知ったのは、フォーレの魔法剣について調べさせている最中のことでした。我が国にも、似たような伝承がいくつも残されていたのです──それらを調べていくうちに、その研究に熱中している変わり者の男がいるという話を耳にし、そこで見つけたのがこの男──レイドでございました」

　かたわらに立つ、砂灰色の髪の男を視線で示してヘイザンは告げる。

「こやつは〈戦機〉の媒ばい体たいを手に入れ、どうにかしてそれを復元しようと試し行こう錯さく誤ごしていた。それで、私はこやつに力を貸したのですよ。もしも魔術というものが本当にあるのなら、フォーレの者どものやったことはとんだ茶番だ。そして二年にわたる研究の結果──私は魔術なるものが現実に存在していることを、この目で確かめた」

「………」

「はらわたが煮にえくり返るかと思いましたぞ……我々をたばかったフォーレの連中にも、まんまとそれにだまされた王太子の一派にも。しかし時すでに遅おそすぎ──宮きゆう廷ていの実権は王太子派の者どもによって握にぎられておりました。たとえその話を蒸むし返したとしても、耳を傾かたむける者などおりませんでしたでしょう」

　苦しい口調で吐はき捨てるヘイザンに、タジェスは感情を読み取らせないまなざしを向けて問いかける。

「それで……王太子の命を狙ねらったと？」

「他に方法はございませんでした。王太子が生きている限り、陛下が我々の言葉に耳を貸して下さることもない。〝払暁の獅子〟と呼ばれ恐おそれられたお方が、あのような弱小国の者どもに侮あなどられたままであるなど許しがたい。王太子には死んでいただかねばならなかったのです──それも、他国の人間の手にかかるという形で」

　深々と息を吐いたヘイザンの目に、どこか狂くるおしいまでに熱っぽい光が点ともる。

「そうすれば、陛下も昔のあの方に戻もどって下さるはず。なにより我々の手にはこの〈戦機〉がある──この力を使えば、何千何万の軍勢であろうと恐るるに足りませぬ。いくらでも他国を攻せめ滅ほろぼし、我が国の領土を大きく拡ひろげることができる。この大陸を制せい覇はすることとて決して難しくはありますまい」

「……そこまでの力が、これに？」

　疑わしげな響ひびきを帯びたタジェスの声に、ヘイザンはむしろ同情するような笑えみをたたえて言葉を返した。

「これは、単なる兵士のかわりとして使うばかりの道具ではございません……そう使うことも可能ですが、なによりも真価を発揮するのは多数の軍勢を相手取った時。これは、魔術を扱あつかうために作り出された兵器なのですから」

「魔術を……？」

「さよう──ここではお見せできぬのが残念ですがな。あまりに威い力りよくが大きすぎる上に調整が難しく、敵味方の識別も現時点では不可能。一度動き出せば、これは周囲の生ある者すべてを殺し尽くすまで止まりませぬ」

　ヘイザンの顔に浮かんだ笑みが、徐じよ々じよに残ざん虐ぎやくな愉ゆ悦えつを帯びたものへと変わっていく。

「しかし兵器としては申し分ない……敵国の兵にとってはこれ以上ない脅きよう威いとなりましょう。たとえ魔ま法ほう剣けんを有するフォーレが相手であろうとも恐れることはない──そう、まず手始めにあの国の連中に思い知らせてやらねば。我々をたばかった罪の重さ、その身でしっかりと味わわせてくれる……！」

「──それは困るな」

　突とつ然ぜん響ひびいた涼すずやかな声に、ヘイザンは凍こおりついたように言葉を止めた。

　それはこの場の誰だれのものでもない、まだ成長途と中ちゆうの少年のものとわかる声だった。反射的に声の方向に視線を向け、ヘイザンはその目をこぼれ落ちんばかりに見開いた。

　そこに立っていたのは、地下へ落とされたはずのユートとイルの二人だったのだ。

「なぜ……お前たちがここに!?　死んだはずでは……」

　驚きと疑念の混ざり合った声に、ユートは面おも白しろくもなさそうに答える。

「死んでいてもおかしくないほどの目に遭あわされたのは事実だがな。あいにく五体満足なので始末をつけに来た」

「本当に、今回ばかりは危ないところでしたよ」

　のほほんとした笑みを浮うかべ、イルが説得力のかけらも存在しない言葉を口にする。

　ヘイザンは愕がく然ぜんと二人を見やり──はっとしたようにタジェスに視線を移す。

　それよりも早く、袖そでの中に隠かくし持っていた短たん剣けんを抜ぬいたタジェスが水が流れるような動きでヘイザンへと近づき、その首筋に刃はを押し当てていた。

「──動くな、ヘイザン卿きよう」

　言い放つ口元には淡い笑みが浮かんでいたが、それは手にした刃やいばよりも鋭するどいものをはらんだ微び笑しようだった。

「な……！」

「悪いが、お前の背後にあるものを探さぐるために一ひと芝しば居い打たせてもらった。まさか、このようなものが関かかわっていようとは思わなかったが……ああ、お前たちも動かないほうがいい」

　やんわりと付け加えた言葉は、手近な棒や木の台などを武器にタジェスへと襲おそいかかろうとした部屋の男たちに向けられたものだった。

　その言葉よりも、ヘイザンの首に当てた刃に力を入れる動作が彼らの行動を止める。

　悔しげな顔で彼らが手にした武器を下ろすのを見て、タジェスがわずかに表情をゆるませた──その時だった。

　素す早ばやく伸のびたヘイザンの手が、タジェスの左ひだり肩かたを渾こん身しんの力でつかんだのである。

「──っ！」

　衣服の上からとはいえ、まだ治っていない傷口を容よう赦しやなく抉えぐられてタジェスは思わず苦痛の声を上げる。短剣を取り落とすことこそなかったものの、そこにできた隙すきはヘイザンが逃のがれるのには十分なものだった。

　突つき飛ばすようにしてタジェスから離はなれると、ヘイザンは腰こしに帯びた剣けんを抜き放つ。

「おのれ、よくも──！」

　タジェスの脳天に振ふり下ろされようとしていた剣は、しかし目標を捕とらえる寸前横から割り込んできた剣によって軌き道どうを逸そらされた。凄すさまじい剣圧がタジェスの後頭部をかすめていったが、その身体からだには傷一つついていない。

　その剣を握る手が、華きや奢しやといってもよい少年のものであることに気づいてヘイザンは呆あつ気けにとられたような顔つきとなる。

　しかし、すぐにそれは激しい憤ふん怒ぬの表情に取って代わられた。

「邪じや魔まだて──するかぁっ！」

　明確な殺意をのせて繰り出された斬ざん撃げきが、ユートの首筋めがけて襲いかかる。

　ユートは半歩退ひいただけでその一いち撃げきをかわし、わずかに身を屈めるとヘイザンの懐ふところへと飛び込んだ。並の人間であれば対応するどころか目で追うことも難しい無む駄だのない動きだったが、ヘイザンはわずかに身体をひねってユートの攻こう撃げきをかわす。

　すれ違ちがいざまに、横よこ薙なぎに振るわれた剣の一撃をユートは手にした剣で受け止めた。

「……っ！」

　かわせないと悟さとってのことだったが、腰を低く落とし両手で剣を握っていてもなお、身体が後ろに滑すべるのを止められないほどの威力ある一撃だった。普ふ通つうに受け止めようとしていたら、間ま違ちがいなく剣ごと弾はじき飛ばされていたに違ちがいない。

　内心で冷や汗あせをにじませながら、ユートは至し近きん距きよ離りにあるヘイザンの顔を睨にらみつける。

　ヘイザンもまた、敵意をあらわにした瞳ひとみでユートの顔を睨み返していたが、その顔には余よ裕ゆうめいた表情も漂ただよい始めていた。

　純じゆん粋すいな力比べなら、彼に利があるのは明白だったためだ。

　勝利を確信してか、ヘイザンの目に余裕の笑みが生まれる──しかしその笑みが消えるまで時間はかからなかった。

「な──っ!?」

　ユートの腕うでが彼に伍ごする力で剣を押し返し、体勢が崩くずれたところを狙ってその手の剣を跳はね飛ばしたのである。

「見苦しい真ま似ねはよすんだな、ヘイザン卿」

　剣に飛びつこうとしたヘイザンの動きを、肩かた口ぐちにぴたりと剣を添そえることで封ふうじてユートは冷ややかな口調で告げた。

　ヘイザンは歯は嚙がみしながらも、動くことはできなかった。自分に対し、手加減する余裕すらユートにあったことを彼は今の一撃で知ったのだ。

「……驚おどろいたな」

　その一部始終を見守っていたタジェスが、ぽつりと呟つぶやくように一言洩もらした。

　ユートに向けた顔には、苦く笑しようと微笑の中間くらいの表情が浮かんでいた。まだ肩かたが痛むのか緩かん慢まんな動作で歩き出したタジェスに、いつの間にか横に立っていたイルがさりげなく手を差し出してその歩みを助ける。

　ユートの前で足を止めると、彼はイルに礼を言ってからユートに向き直った。その顔に浮かんだ笑みは、先さき程ほどよりもやや苦笑の度合いを強めたものとなっていた。

「まさかここまで強いとは思わなかった……君、試合の時は手を抜いて戦っていただろう？」

「お前に言われたくはない」

　わずかに眉まゆを上げ、ユートはきっぱりした口調で言い返す。

「最初から最後まで、人を騙だまし続けていたような人間にはな。秘密主義にも程があるぞ──策なら策と、そう一言言ってくれれば」

「まぁまぁ」

　とりなすような笑みを浮かべ、イルが二人の間に割って入った。

「いいじゃありませんか、結果的にはそれで上手うまくいったんですから。タジェス様にも色々と事情がおありだったのでしょうし──それにユート様だって、人のことをとやかく言える立場ではないでしょう？」

　イルの言わんとするところを悟って、ユートはわずかに視線をずらして口を閉とざす。

　自分の本当の素す性じようをタジェスには明かしていない以上、あまり偉えらそうなことは言えないのも確かだった。

　タジェスはそんな二人のやり取りを、興味深そうな瞳で見つめやる。

　しかし、彼が口を開きかけたその時──悲鳴じみた声が部屋の空気を震ふるわせた。

「──そんな、馬ば鹿かな!?」

　心底信じられないという響ひびきを帯びた声に、三対ついの視線が瞬しゆん間かん的に向けられる。

　それらの目がとらえたのは、台の上でゆっくりと身を起こそうとする〈戦機〉の姿だった。身体の各所をちらつくような文字が走り、それが消えるのと同時に頭部を覆おおう甲かつ冑ちゆうの切れ間にぼんやりと赤い光が点ともる。

「こんなところで起動するなんて──班長はどこだ？　早く止めないと、このままじゃみんな死んでしまうぞ！」

　男たちの中の一人が叫さけび、他ほかの者は狂くるったように周囲を見回し始める。

　ユートも素早く周囲を確かく認にんしたが、レイドはもちろんラシェンナと呼ばれていた女性の姿もどこにも見当たらなかった。

「駄だ目めだ──もう止められない！」

　絶望に似た叫びがあがるのと、身体を起こした〈戦機〉が四本の腕を高々と差し上げるのは同時のことだった。

　ユートはなにも考えずに、強く床ゆかを蹴けって走り出す。

　男たちと〈戦機〉の間に飛び込んだのは、〈戦機〉が男たちに向かって腕を振り下ろそうとするまさに寸前だった。鋭い爪つめを持つ〈戦機〉の腕を剣の一ひと振ふりで弾き返して、ユートはふり返ろうともせずに怒ど鳴なった。

「逃にげろ！」

　腰を抜かしかけていた男たちが、その声ではっと我に返ったように動き出す。

　這はうようにして逃げていく男たちを横目に見やりながら、ユートは離れて立つタジェスへと声を投げやった。

「お前も早く──っ！」

　真横から繰り出された〈戦機〉の攻撃が、ユートの語ご尾びを揺ゆらす。

　かろうじて受け止めることに成功したものの、肩まで響く衝しよう撃げきに危あやうく剣を手放してしまいそうになる。先程のヘイザンの斬撃とは比べものにもならない──まさしく人にん間げん離ばなれした力による一撃であった。

　真正面から組み合うことは避さけ、ユートは剣を振り払はらって〈戦機〉との距きよ離りを取る。

　しかし〈戦機〉はユートを最も警けい戒かいすべき敵と判断したのか、見た目からは想像もできない滑らかな動きでユートを追いかけた。

　気がついた時には、ユートのすぐ目の前にその巨きよ体たいが迫せまっている。

「──！」

　四本の腕がそれぞれ別の方向からユートを襲い、ユートはそのうちの一本を剣で弾き返すと残りは身を屈めてかわす。衣服の肩と背中が浅く切り裂さかれたが、ユートは怯ひるむ様子も見せず姿勢を低くしたまま〈戦機〉の足元をすり抜ぬけた。

〈戦機〉の背後で反転すると、彼はその背に向かって手にした剣を振り下ろす。

　一刀両断の気合いを込めた一撃だったが、濡ぬれたように光る〈戦機〉の装そう甲こうに傷一つ与あたえることはできなかった。逆に斬きりつけたユートの手のほうがじんと痺しびれたほどで、素早く距離を取りながらユートは剣を握にぎり直す。

　手出しどころか、声を出すこともできずにその戦いを見守っていたタジェスが、ヘイザンに険しい表情で声を投げたのはその時だった。

「あれを今すぐ止めろ、ヘイザン！」

「周囲の命すべてを奪い尽つくすまで止まらぬと、申し上げたはずですが」

　絶望の色をその顔に浮うかべながらも、うっすらと口元に笑えみをたたえてヘイザンは言った。

「もはや……すべてが終わりだ。私も貴様も……貴様を道連れにできたことだけがせめてもの救いか──」

「なにを……！」

　言いかけたタジェスの言葉が、〈戦機〉の周囲に浮かんだ紋もん様ようを目にして途と切ぎれる。

　それは大人の腕の長さくらいの直径の円を重ねたものだった。先程台の上に浮かび上がったものとよく似ていたが、内部にびっしりと描えがかれた文字がいやに禍まが々まがしい印象を与える。

　それが四つ──〈戦機〉を取り囲むようにして浮かんでいる。

「──生体組織の破は壊かい」

　タジェスのすぐそばで、感情の宿らぬ声が発せられた。

　ぎくりとして目をやると、そこにはあらゆる感情を消し去った瞳で〈戦機〉を見つめているイルの姿があった。

「不特定多数への攻こう撃げきを目的とした術陣じん──術の起動と同時に、効果範はん囲い内に存在する生物は体組織の圧縮崩ほう壊かいによって死に至らしめられます」

　淡たん々たんと言葉を紡つむぐイルの髪かみが、以前と同じくらいの長さに戻もどっていることに、前まえ触ぶれもなくタジェスは気づく。

「イル……？」

　呆ぼう然ぜんと発した声に応こたえることなく、イルは〈戦機〉と対たい峙じするユートに視線を向けた。

　ユートは手にした剣けんをすらりと鞘さやに収めたところだった。〈戦機〉の周囲に浮かんだ紋様を目にしてもなお、その顔に怯おびえや不安の色が浮かぶことはなかった。

　小さく動いた唇くちびるが、「まさか一日に二度も使うことになるとはな」という言葉を形作るのをタジェスは見たが、その意味を理解することはできなかった。

「──主あるじたる、ユーディルシア・エインス・フォーレの名において命じる。仮の姿よりおのが身を解き放ち、あるべき姿に戻れ」

〈戦機〉から視線を外すことなく、ユートは凜りんとした声だけを宙に向かって放つ。同時に、タジェスの横に立っていたイルの姿が空気に溶とけいるように消えた。

「……！」

　痕こん跡せき一つ残さずに消失した、イルの身体からだのあった場所をタジェスは声もなく瞳ひとみに映す。

　ユートの手前に、ふわりと光が集つどうようにして消えたはずのイルが姿を現したのは次の瞬間だった。

　しかし、それは消える以前のイルの姿とは完全に異なったものだった。

　清水を紡いだような銀に透すける長い髪に、薄うすく紫むらさきを含ふくんだ青あお水すい晶しよう色の瞳。顔かたちは少しも変わっていないのに、凍てついた美び貌ぼうは非人間的な印象さえ与える。

　その身体を包むのは、見慣れないゆったりとした形の衣装だった。純白のその装しよう束ぞくの上から銀の肩かた当あてと胸むね飾かざりを身につけ、額にも銀のサークレットが輝かがやいている。サークレットと胸飾りの中央に嵌はめ込まれているのは、瞳の色とよく似た青紫色の宝玉だ。

「我が手にあれ──〈イリュウス〉！」

　イルの変へん貌ぼうをまるで気にとめることなく、ユートは一息に言い放った。

　再びイルの姿が消えたのは、その直後のことであった。

　しかし今度は完全に消え去らぬうちに、その姿に重なるようにして別の形が浮かび上がってくるのがわかった。

　徐じよ々じよに明らかになってくる輪りん郭かくは、人ではなく優美な長ちよう剣けんの形をとっていた。

　純度の高い氷のような無色の刀身に、精せい緻ちな紋様の刻み込まれた銀の柄つか。柄の根本には青紫色の宝玉が埋うめ込まれ、よく見れば柄の装そう飾しよくにも先程のイルが身につけていた装束と、どこか共通する部分が感じとれる。

　空中に浮かんだ剣を、ユートは無造作に手を伸のばしてつかみ取った。

〝時間がありません。お早く、王子〟

　その脳のう裏りに、他の人間には聞こえない声が響く。

　ユートはそのことにもまるで動じる気配を見せず、手にした剣を低く構えて言った。

「そんなことはわかっている！」

　言葉と同時に、彼は正面に立つ〈戦機〉に向かって突つっ込んでいく。

　攻撃の気配を感じ取ってか、動きを止めていた〈戦機〉が四本の腕うでのうちの二本を動かして新たな紋様を宙に描いた。

　しかしそれが完成するよりも、ユートの突き出した剣が紋様の中心を貫つらぬくほうが早かった。

　千々に乱れて消える紋様を見やりもせず、ユートはさらに一歩踏ふみ込んで〈戦機〉の胴どう体たいを下から斜ななめに斬り上げる。

　先さき程ほどは歯も立たなかった装甲が、手て応ごたえも感じさせずにすっぱりと断たち割れるのをユートは冷めたまなざしで見やった。その瞳には喜びの色も、戦いの興奮もなくその刀身に宿るものと同じ冴さえた光だけがあった。

　返す刃やいばで、ユートはぐらりと体勢を崩くずした〈戦機〉の首を断つ。

　刎はね飛んだ首には目もやらず、彼は残った胴体を真っ二つに断ち割った。正確に身体の中心から分かれた胴体が、それぞれの方向に倒たおれたあと砂のように輪郭を崩して消え去る。

　あとかたもなく〈戦機〉の姿が消え去った時には、空中に浮かんでいた四つの紋様も完全に見えなくなっていた。

「こんなものでフォーレを落とせると思っていたとは──笑わせてくれる」

　凍こおりついたように動きを止めたヘイザンに向き直り、ユートは温かみのかけらもない声こわ音ねで告げた。
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「な……」

　信じられないものを見るような目つきで、ヘイザンはユートを見返す。

　その目は驚きよう愕がくと恐おそれとを宿していたが──状じよう況きようを理解していくにつれて、激しい怒いかりが彼の顔を朱しゆに染めていきつつあった。

「……まさか、お前が」

「つまらない妄もう想そうに取り憑つかれたものだな、ヘイザン卿きよう。これがフォーレ攻こう略りやくの切り札と言うのなら、何度でも破壊してお前の野望を阻そ止ししてみせる。こんなもののために、我が国を戦いくさに巻き込むことは許さない──」

　一度言葉を切って、ユートは衣服の内側にしまっておいた鎖くさりを引きずり出す。

　鎖に通した指輪を外し、自分の指にはめてからユートはそれを見せつけるように拳こぶしを握ってヘイザンの前へと突き出した。

　指輪に彫ほられているのは伝説上の生き物である翼よく竜りゆう──フォーレ王家の紋もん章しようだった。

「それから六年前のことだが──あれは俺が自分の意思で行ったことだ。恨うらむのなら俺一人にしておくのだな。もっとも、俺は軍勢を壊かい滅めつさせるつもりでこの剣の力を使ったが──救助に向かったのは、俺を人殺しにさせまいとした我が国の民たみたちだ」

　当時のことを思い出したように、ユートの声がわずかに沈しずむ。

「彼らの懸けん命めいの努力によってニーザベイムの兵たちは救われ、結果として友好条約が結ばれることとなった。そこには誰だれの意思も介かい在ざいしていない──いや、戦を回かい避ひしようとしたすべての人間の努力によって生み出された結果と言っていい」

　憎にく々にくしげにユートを睨にらみつけるヘイザンの耳に、その言葉は届いていないようだった。

　ユートは目を伏ふせて、握った長剣から手を離はなす。同時にそれは揺ゆらめくように輪郭を崩し、一人の青年の姿となってユートのかたわらに立つ。

　銀と水晶で作り上げたような青年の姿を、まばたきもせずに見やったままタジェスは呆然と声を発した。

「本当に……それが、彼の言っていた魔ま法ほう剣けんなのか？」

「正確には違ちがう」

　視線を向けることもせず、ユートは静かに答える。

「魔法剣ではなく、精せい霊れい剣けん──フォーレではこの〈イリュウス〉はそう呼ばれる。水の属性を持つ精霊の宿る、水の精霊剣と」

　そう言葉を返すのと、部屋の外で控ひかえていたシーバスが兵士を率いて室内に入ってきたのはほぼ同時のことだった。
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　翌朝、非公式ながら王宮の賓ひん客かくとしてもてなされているユートとイルのもとへ、タジェスがシーバスをともなって姿を現した。

　二人に用意されたのは、王宮内に数多く存在する離り宮きゆうのうちの一つである。

　一国の王子というユートの立場に配はい慮りよしたのだろう、小さいながらも美しい彫ちよう刻こくとタイルに彩いろどられた壮そう麗れいな離宮で、やや遅おそめの朝食を摂とっているところでユートはタジェスの訪問を知らされたのだった。

「やぁ、昨晩はよく眠ねむれたかい？」

　いつもの調子で挨あい拶さつするタジェスを、ユートは食事の手を止めずにぎろりと睨みやる。

　どう見ても友好的とは言いがたい態度に、タジェスは片手を軽く上げた格好のままその場に立ち尽つくした。

　かわりに進み出てきたのは、穏おだやかな微び笑しようを瞳に宿したシーバスだった。

「お早はようございます、ユート様。昨日のことではさぞかしお腹立ちかと存じますが、タジェス様に一言なりと弁明の機会を下さいませんでしょうか？　悪気はなかったのでございますよ、ただ少々計算が甘かったというだけで」

「………」

「私はおやめになったほうがよいと申し上げたのですが──いくら忌き避ひ剤ざいがあるからといってあのような化け物の住みかにユート様を落とすなど。どのような不測の事態が生じるかわかりませんし、事実そのせいでユート様はお命を落としかけたのですから……」

　ユートは複雑な表情で「別にそれが理由というわけではない」というような呟つぶやきを口の中で発したが、それは誰の耳にも届かなかった。

　小さくため息をつくと、ユートはタジェスへと目をやって口を開いた。

「……怪け我がの具合はどうだ？」

「え……ああ、もう大だい丈じよう夫ぶだよ！」

　ほっとしたように表情をゆるめて、タジェスはやや大おお仰ぎようにうなずいてみせる。

「心配してくれていたのかい？　だったら嬉うれしいけど──それほど深い傷でもなかったみたいでね。昨日の晩にはほとんどふさがりかけていたくらいで……傷を診みた医師は、首をひねっていたけどね。昨日や今日負った傷にはとても見えないと」

「……そうか」

　ユートの声は安あん堵どするのと同時に、どこか落ち着かない響ひびきをまとっていたがそれに気づくことなく、タジェスは笑え顔がおで言葉を重ねた。

「その程度のかすり傷で、遅おくれを取ってしまったのだから恥はずかしい限りだけどね……本当に君には助けられたよ。ありがとう」

「……いや」

　そっけなく言って、ユートは中断していた食事を再開する。

「それにしても、まさか君があんな隠かくし球を持っていたとはね……君の剣けんの腕にも驚おどろかされたけど、あれは完全に計算外だった。城に乗り込むと言っていた時、君が自信満々だったわけがわかったよ。あの力を使えば、城に乗り込むことくらい簡単だ──まぁ、間ま違ちがいなく大おお騒さわぎになっただろうけど」

「……だから、使いたくなかったんだ」

　ちぎったパンを口に運ぶ手を止めて、ユートは低く言った。

　タジェスは笑顔のまま言葉の続きを待ち、不ふ機き嫌げんな顔つきでその顔を見返してからユートはいかにも嫌いやそうに口を開いた。

「ここに来た目的を考えれば、目立つような真ま似ねは極力避さけたかったからな──あの剣の力が人目に触ふれれば、ヘイザンと同じように六年前の件に関して疑いを持つ者が出てくるかもしれない。むろん、できるだけ穏おん便びんに入り込もうとは思っていたが……どうも俺が関かかわった一件は穏便とは縁えん遠どおい方向にばかり転がるらしい」

　ため息混じりの言葉に、タジェスは笑みを苦笑めいたものへと変える。

「だけど、あの剣があったおかげで私たちは助かったのだからね。まさか、ヘイザンが動いた理由があのようなものにあったなどとは……想像もしていなかったよ。必ずなにか理由があるはずだとは思っていたんだが──まさか魔ま術じゆつとは」

　口に入れたパンを咀そ嚼しやくしながら、ユートはよく光る瞳ひとみでタジェスの顔を見つめやる。

「昨日も話したけど、私がヘイザンの計画に協力していた理由は、彼の行動の裏にあるものを探さぐり出すためだった──計画の存在そのものには、兄上たちもかなり早い段階で気づいていたんだけどね」

　だが、それほどの計画を実行に移す理由が不明であったため、王太子側はあえてヘイザンを捕ほ縛ばくしようとはせず、厳重な見張りをつけた上で自由にさせていたのである。

「もしかしたら、相当の大物が背後に控ひかえているかもしれないと思っていたんだが──今回は残念ながら、あてが外れたらしい」

　苦く笑しようするタジェスの役割は、ヘイザンの計画に荷か担たんすると見せかけて暗殺が実行されるのを防ぎ、かつヘイザンが行動を起こした理由を聞き出すというものだった。

　そのためには、一度暗殺が成功したとヘイザンに思わせる必要があった。計画が成功して、気がゆるんだところを狙ねらえばヘイザンも口を滑すべらせると考えたのである。

「兄上の協力もあって、それには成功したんだけど……そこからは、立て続けに予想外の事態ばかり起こってしまってね」

　誤算の一つは、地下に落ちたユートたちが水に干かん渉しようするイルの能力を使って、早々に衣服を乾かわかしてしまったことだった。

　穴の真下に溜ためられていた水には衝しよう撃げきをやわらげる役割もあったが、その中には地下の怪かい物ぶつたちが嫌きらう無む味み無む臭しゆうの薬液が混ぜられていたのだ。薬液の成分は多少は残ったものの、時間が経たつにつれて効果は弱まっていき──結局、集まってきた怪物たちに襲おそわれる結果となったのである。

「しかし、なによりの誤算はヘイザンが行動を起こした理由そのもの──〈戦機〉の存在だ」

　口元に笑みを残しながらも、苦い口調で言うタジェスをユートは無言で見返す。

「まさか王宮の一角であのようなものを研究していたなんて……君がいてくれたからよかったようなものの、もしあれを止めることができなかったらと思うとぞっとするよ。下手へたをしたら何百という単位で死者が出ていた可能性だってあるんだ」

　残された記録や研究の手伝いを行っていた男たちの証言から、〈戦機〉の魔術の効果範はん囲いが最大でこの城の半分にも及およぶことがわかっていた。

「本当に、君にはどれだけ感謝してもし足りないくらいだ……それに、本当にすまないことをしたと思っている。敵をあざむくためだったとはいえ、なにも言わずに巻き込んだりして──色々と大変な目に遭あわせてしまったし、謝って済まされるような話ではないのは承知しているが、せめて気持ちだけは伝えさせて欲しい」

　言って深々と頭を下げるタジェスに、ユートは居い心ごこ地ちの悪そうな表情を見せてぼそりと呟くように返した。

「……別に、それで怒おこってるわけじゃない」

「え？」

　怪け訝げんそうに顔を上げるタジェスから視線を逸そらし、乱暴な手つきで皿の上の料理を切り分けながらユートは言葉を続ける。

「騙だまされていたとわかった時は、そりゃ腹が立ったさ。けれど、腑ふにも落ちた──あまりにも奇き妙みような点が多すぎたからな。単に俺を陥おとしいれるためだけにしては、ずいぶんと手が込んでいたし……狙いが別にあるのだと聞かされて、ようやく合が点てんがいった」

　タジェスの横に控ひかえるシーバスにちらりと視線を向けて、ユートは昨日のやりとりを脳のう裏りに思い浮うかべる。

　忌避剤をつけて地下の通路へと降りてきたシーバスと出会ったのは、〈イリュウス〉の力で怪物たちを撃げき退たいしたすぐあとのことだった。

　そこで彼の口から、タジェスの真の目的について聞かされたのである。

「地上に戻もどった時には、お前はもう部屋から姿を消したあとで……あの時は少々慌あわてたがな。状じよう況きようが状況だったし──まさか、あんなものまで用意していたなどとは、夢にも思わなかったから……」

　タジェスは自分の通ったあとに、麦粒ほどのごく小さな硝子ガラス玉を落としていったのである。特とく殊しゆな磨みがき方をしたそれは、シーバスが低い位置に掲かかげた洋燈ランプの光を反射して星のように明るく輝かがやき、タジェスの向かった場所へ彼を導いたのだった。

　離り宮きゆうの地下へと通じる入口を見つけたところで、シーバスは応おう援えんを呼ぶために本宮に戻ったが、万一の場合に備えてユートとイルは階段を下りて通路に身を潜ひそませたまま、室内の様子をうかがっていた。

　そして応援が到とう着ちやくするのを待って、部屋の中へと踏ふみ込んだのだが──

「……タジェス」

「何かな？」

「お前……俺がフォーレの王子だと最初から知っていただろう？」

　上うわ目め遣づかいに投げられた言葉に、タジェスは一いつ瞬しゆんどう反応すべきか迷ったようだった。

　あちこち視線をさまよわせたのちに、申し訳ないのと苦笑をこらえるのとが半々の顔つきでうなずくタジェスを、ユートは渋じゆう面めんで眺ながめやる。

「──だろうと思った。昨日、ヘイザンの前で正体を明かした時も全然無反応だったからな。よく考えてみれば、わざわざ俺を計画に巻き込んだあたりからして相当胡う散さん臭くさい。最初から俺の正体がわかっていて──絶対に王太子を暗殺したりしないと確信して、巻き込んだのだと考えたほうがよほど納なつ得とくがいく」

　刺さすような視線を向けられて、タジェスは降参、というように両手を肩かたのあたりまで上げてみせた。

「ああ……なにしろ、君の姉上から手紙が来ていたものでね。『弟がそちらに行きますので、なにか用があったら思う存分こき使ってやって下さい』というような文面のが」

「……姉上が!?」

　思わず椅い子すごと後ろに倒たおれそうになって、ユートは慌てて前に身を乗り出した。

「って、まさか……エイル姉上？　どうしてお前なんかに手紙を!?」

「なんかってのはあんまりだろう」

　そう言い返しながらも、タジェスの顔にはユートの反応を面おも白しろがるような笑えみがあった。

「ルーイン兄上の代理だよ。公おおやけの記録に残らない、私的な手紙のやり取りをするのに王太子の名前は目立ちすぎるからね。しかも向こうは人妻だし──ああ、もちろんそんな色っぽい手紙じゃないんだけど、おかしな勘かんぐりをしたり火のないところに煙けむりを立てようとする連中もいるんでね」

　そのため、タジェスが仲立ちに入る形で情報のやり取りをしているのだという。

「王女の手紙には何度か君のことが書かれていたからね──どういうふうに書かれていたかは通信の秘密ってことで明かせないけど。でも、単なる世間知らずのお坊ぼつちゃんというわけでもないようだし、剣けんの腕うで前まえに関しては王女の折り紙付きだし──ありがたく使わせていただこうかって話になったんだ」

「………」

　ユートは仏ぶつ頂ちよう面づらのまま、口の中だけであの女め狐ぎつね、と呟つぶやく。

　フォーレを出る前に一言挨あい拶さつをしに長ちよう姉しのもとを訪おとずれたのだが、そのような話はおくびにも出さなかったのだ。

「とは言っても、大事な他人ひと様さまからの預かり物だからね。できる限り危険な目には遭あわせないようにと知ち恵えを絞しぼったんだが……こちらの不ふ手て際ぎわで、結局何度も危ない目に遭わせてしまって本当にすまないと思ってる」

「……いや」

　軽く目を伏ふせて、ユートはわずかにばつの悪そうな声を返した。

「地下の件なら、あれは完全に俺の自じ業ごう自じ得とくだ。お前が気にするようなことじゃない」

「それだけじゃない、屋や敷しきが襲しゆう撃げきを受けた時だって──」

「あの時は、お前が身を挺ていして庇かばってくれただろう？　むしろ俺には、お前に助けてもらった恩があるくらいだ」

　ユートは顔を上げると、揺ゆるぎのない瞳でタジェスを見返して告げる。

　その瞳を、どこか眩まぶしいものを見るような目つきで見やり、タジェスは面おも映はゆそうな笑みを口元にのぞかせた。

　タジェスの顔から視線を外すと、ユートはそれより、と言葉を継ついだ。

「姉上からの手紙には……こいつのことは書かれていなかったのか？」

　手にしたナイフが示した先には、ユートの隣となりに座って茶をすすっているイルの姿があった。

　急に向けられた話とナイフの先に、イルは戸と惑まどったように目をしばたたかせてからユートを見やり、しかつめらしい顔つきで注意した。

「駄だ目めですよ、お──ユート様。そんなものを人に向けたりしては……お行ぎよう儀ぎが悪いですよ」

　どっと疲つかれたような表情でナイフを下ろすユートを見て、タジェスは笑いを嚙かみ殺しながら口を開いた。

「ああ、一言たりとも」

　その声は、どこか苦笑じみた響ひびきを含ふくんだものだった。

「こちらに知らせる必要のないことだと判断したのだろうね。その上で、君を手て駒ごまとして使うように仕向けて──万が一、あの剣の存在が知られるようなことがあっても、君を危険な目に遭わせた手前、こちらにはあまり強いことは言えないと踏んだんだろう。実に見事な計算だよ──それがなかったとしても、こちらに貸しを作れることにかわりはないんだからね」

　むしろ賞賛するようなタジェスの言葉に、ユートは複雑な顔つきになって切り分けた料理を口に運ぶ。

　くすくすと笑いながらその様子を見やっていたタジェスが、ふいに切れるような光を双そう眸ぼうにのぞかせた。

「──けれど、まさか六年前の一件にそんな形で君が関かかわっていたとは思わなかった。確かに不自然な嵐あらしではあったけどね……実を言うと、誰だれか地元の気象に詳くわしい人間が嵐の来る直前に行軍を始めるよう、なにか細工をしたんじゃないかと思っていたんだが……魔ま術じゆつなんてものが本当に存在するなんて、考えもしなかったからね」

　伏せていた顔を上げ、ユートはタジェスを底の見えない瞳ひとみで見返す。

　タジェスはその顔に向かってにこりと微笑ほほえみかけたが、発した言葉にはひやりとするほどに鋭するどいものがのぞいていた。

「五千の軍勢を退けたその剣の力──上手うまく使えば、この大陸を制することも難しくはないんじゃないのかい？」

「……馬ば鹿からしい」

　口の中に残った料理を飲み下し、ユートは顔色一つ変えることなく言い放った。

「そんなつまらないことのために、〈イリュウス〉を使えるか──国の存亡をかけた一大事とでもいうのならともかく」

　今回は結局使ってしまったが、とユートはいかにも不本意そうな口調で付け加える。

　その顔を心の奥底まで見み透すかそうとするかのような瞳で見返し、やがてタジェスはわずかに表情をゆるめて言った。

「まぁ……そうだね」

　微笑と苦く笑しようの混ざり合う声には、不思議と温かなものがのぞいていた。

「君がそう言うのなら──なんだかんだ言って、六年前の一件では一人の死者も出なかった。結果的にそうなっただけかもしれないが……それでも、私は君とフォーレという国を信用していいんじゃないかと思っているよ」

「………」

　ユートは居い心ごこ地ちの悪そうな顔で、ナイフを握にぎった手元へと視線を落とす。

　その表情はどこか硬かたかったが、タジェスがそれに気づくよりも早く笑顔で二人のやりとりを見守っていたイルが口を開いた。

「ところで、昨日からずっと気になっていたんですが……ルーイン王太子はご無事だったんでしょうか？」

「え？　ああ……」

　タジェスは目を丸くしたのちに、人の悪い笑みを口元に刻んで答えた。

「もちろん無事だとも。そもそも、刺されて怪け我がをしたというのが真っ赤な噓うそだったわけなんだから」

「……はい？」

「暗殺が成功したと思わせるために、兄上に一ひと芝しば居い打ってもらったんだよ。前もって用意しておいた輸血用の保存血液を盛大にぶちまけてね──提供者の皆みな様さまには申し訳ないことをしたと思っているけど、兄上の身を守るためだったということで勘かん弁べんしてもらおう」

　瀕ひん死しの重傷だと思わせておかないと、ヘイザンが手の者を使って止とどめを刺しに来る危険性もあったのだ。

　目を点にするイルとは対照的に、ユートは冷めた表情で声を返した。

「どうせ、そんなことだろうと思っていた。でなければ、あそこにいたのは影かげ武む者しやだった……とかな」

「私もそう進言したんだけど、兄上がやたらと乗り気になってしまって。君が剣けん術じゆつ試合に出ていたのなら遠目にとはいえ自分の顔を見ているはずだから、影武者では偽にせ物ものだと気づかれてしまうかもしれない……って言ってね。私はどうせ見たとしてもちらっと程度だろうし、感づかれる心配はないと思ったんだけど──まぁ、どうしてもと言うので」

　ユートは目を細めてその顔を睨にらみながら、棘とげのある声を放った。

「そもそものきっかけとなったモートン卿きようとやらの襲撃事件も、お前たちの自作自演だったんだろう？　あまりにも都合よく起こったものな」

「ご明察。モートン卿は兄上の味方の貴族の一人でね。今回の件で協力を持ちかけたら、快く引き受けてくれたんだ──もちろん彼も無傷だよ」

　話の合間に片付けていった料理の皿の上に、ユートはやや高い音を立ててフォークとナイフとを置いた。

　そんな彼の様子を、タジェスは笑みを浮うかべたまま見やる。

　悠ゆう然ぜんとした表情に見えたが、その瞳の奥底には相手の出方をうかがうような不安めいた光が見え隠かくれしていた。

「まったく……お前だけは敵に回さないほうがいいと思った俺の勘かんは、見事に当たっていたというわけか」

「……え？」

　ため息混じりに吐はき出したユートの声は、タジェスの耳には届かなかったようだった。

　ユートは眉まゆを上げてタジェスの顔を見やると、先さき程ほどとはうって変わってはっきりとよく通る声で告げた。

「──今回の件は、大目に見ておいてやる。姉上からの許可が下りていたというのであれば、文句は言えん。というよりも、ここまで余すところなく有効活用されてしまったのでは、格好悪くて文句など言えるか！」

　それに、とわずかに低めた声で、ユートは付け加える。

「……それこそ今回の件では、一人の死者も出ていないからな」

　軽く目をしばたたかせてその顔を見やったのちに、タジェスは心底ほっとしたように表情をほころばせた。

「よかった！　君に嫌きらわれてしまったんじゃないかと、そればかりが気になって──」

「だからって手を握る必要がどこにある!?　いいから放せ、うっとうしい！　ってお前、人の話を聞いているのかっ!?」

　強ごう引いんに手を握ろうとするタジェスを、ユートは邪じや険けんに遠ざけようとする。

　イルとシーバスの両名は互たがいに顔を見合わせただけでなにも言わず、にぎやかな二人のやり取りを目を細めて見守っていた。







　王宮の最さい奥おうに在する一室で、向かい合って座る二人の男性の姿があった。

　豪ごう華かなしつらえの室内にふさわしく、最高級の衣類に身を包んだ男性たちだ。一人は三十代前半、もう一人はすでに老境に差しかかろうかという年代で、世代に違ちがいがあっても顔立ちや物もの腰ごしなどの共通点から二人が血けつ縁えん関係にあることは一目でわかった。

　青みがかった黒くろ髪かみを首の後ろで束ねている男性は、この国の王太子であるルーイン・エラ・デール・ソイ・スタインフェード。もう一人──同じ色の頭とう髪はつに白いものが混ざり始めている男性が、レイゼル・クウォイ・エスカ・レス・スタインフェード。

　ルーイン王太子の父親にして、このニーザベイムの国王その人である。

「……そうか、ヘイザンがそのようなものを……」

　呟つぶやくように言って、国王は絹張りのソファに背をもたせかける。

　引き締しまった長身は姿勢の良さも相まって年ねん齢れいを感じさせず、峻しゆん厳げんな顔に刻まれた皺しわだけが六十を超こえる国王の年齢を物語っていた。

　対する王太子は、落ち着いたたたずまいの中にも底の見えない、どこか飄ひよう然ぜんとした雰ふん囲い気きをまとっている。

「ええ……ことなきを得てなによりでした」

　つい今しがた、ヘイザンがからんだ事件のあらましを説明し終えたところであった。

　背後に潜ひそむものを探さぐり出すためとはいえ、王太子の身を危険にさらしかねない計画を事前に国王に知らせることはできなかった。しかし城内で起こった騒さわぎについて、いくら内々に処理したとはいえ国王の耳になにも届かないはずがない。

　そのため、王太子が自ら説明の役を買って出ることとなったのである。

「──ヘイザンの処しよ遇ぐうについては、表向きは病気療りよう養ようということで家か督とくを息むす子こに譲ゆずらせ蟄ちつ居きよを言い渡わたしました。表立って罪を問えば死罪は免まぬがれませんが、事件そのものが王宮内ではなかったこととなっておりますから……あの一件が表おもて沙ざ汰たになれば、〈戦機〉の存在やユーディルシア王子の事件への関かん与よも広く知られることとなります。それは避さけたほうがいいと判断しましたので、勝手ながら内密に処理させていただきました」

　騒ぎが大きくならないよう、前もって王太子が自分に近しい立場の人間に警備を任せていたため、口裏を合わせるのはさほど難しいことではなかった。むろん、王太子の治ち療りようにあたった医師も仲間である。

　ユートたちが秘密の抜ぬけ穴あなを使って王宮に侵しん入にゆうしたため、王宮内の人間の大半はそのような事件が起こっていることに気づいてさえいなかった。

　王太子の負傷についても即そく座ざに箝かん口こう令れいが敷かれており、後に誤報であったと伝えるだけで事足りた。中には首をかしげる者もいないわけではなかったが、王太子の無事な姿を見れば納なつ得とくせざるを得なかった。

「ヘイザンには厳重な見張りをつけた上で、領地の外れにある別べつ邸ていに監かん禁きんしてあります。まだ彼からは、聞き出さなくてはならないことが残っておりますから……」

　離り宮きゆうの地下から姿を消したヘイザンの部下二名は、手を尽つくして探させているにも関かかわらずいまだに見つかっていなかった。

「レイドという研究者をヘイザンに紹しよう介かいしたのは、どうやらあのラシェンナという女性だったようです。ヘイザンの話では、信用のおける筋からの紹介ということで雇やとい入れたそうですが……紹介した側も、彼女の素す性じようについては何一つ知らなかったとか」

　ただ、ラシェンナが持参した紹介状が名のある貴族からのものだったため、それを信用してヘイザンに話を通したのである。

　しかし、後に確かく認にんしたところ当の貴族はラシェンナの名前すらも知らず、紹介状そのものも巧こう妙みように作られた偽物だったことがわかった。

　それによって、ラシェンナを追うための手がかりはぷつりと途と切ぎれ──同時にレイドがどのようにして〈戦機〉の媒ばい体たいを手に入れたのかを知ることもかなわなくなった。〈戦機〉がそれ一体きりなのか、それとも他ほかに同種のものがあるのかも──

「ともあれ、お前が無事であったのはなによりのことだった。お前の身にもしものことがあれば、我が国の未来は暗雲に閉とざされることとなろう……だから、あまり危ないことに手出しはしてくれるな」

　父親としての情愛を含ふくませた国王の声に、ルーインは笑って首を横に振ふってみせた。

「私のしたことなど、危険と言うのもおこがましいくらいですよ──フォーレの王子がやったことに比べれば。単に血ち糊のりをかぶって倒たおれていただけなんですから」

「……確かにな」

　苦く笑しようをにじませて国王がうなずいたのは、この一件でユーディルシア王子の果たした役割の大きさを理解してのことだった。

「かの王子には、あらためて礼を述べねばなるまい。我が国の事情に一方的に巻き込んだにも関わらず──タジェスやこの城の者の命を助けてもらった。もしも彼がいなければ、今いま頃ごろどうなっていたことか」

「……そうですね」

　残された研究者たちの言葉によれば、〈戦機〉の調整はほとんどレイド一人で行っており、他の者が〈戦機〉に指示を送ることは不可能であったという。

　もともと彼らは食い詰つめているところをラシェンナに見み出いだされた知識人で、一いつ般ぱん的な知識はあるものの、魔ま術じゆつの原理などはかけらも理解していなかった。レイドの指示通りに装置を操作したり、表示を読み上げていたに過ぎない。

「──して、その王子は？」

　問いかける国王に、ルーインは苦笑をこらえるような顔つきになって答えた。

「それが……もう、出発されたそうで」

「……昨日の今日でか？」

　思いがけない言葉に、国王は怒おこるというよりも呆あつ気けにとられた表情となる。

「今回の訪問は非公式のものゆえ、陛下との対面はつつしんで辞退させていただきたいと……いずれ、正式にこちらを訪おとずれた際に今回の非礼をお詫わびする意味も含めて、あらためてご挨あい拶さつさせていただきたいとのことでした」

「そうか……」

　意外な思いを隠しきれない表情ながらも、国王はフォーレの王子の謙けん虚きよさをむしろ好意的に受け取ったようだった。

　その顔から視線を外し、ルーインは笑えみを残した瞳ひとみで呟くように言った。

「ですが──本当のところは、少しでも早く城を出て懐ふところの足しになりそうな賃仕事を探したい……というのが本音ではないかと。フォーレ方向に向かう商人の護衛でも引き受ければ、多少なりとも稼かせぎになるわけですし」

　呟きの意味はむろん国王には理解できず、彼は困こん惑わくしたように目をしばたたかせて王太子の顔を見やったのだった。







　美しく整えられた庭園を望む露ろ台だいの上に、その男性の姿はあった。

　わずかに傾いた日ひ差ざしが、薄うす灰はい色いろの衣服をまとった男性の全身を白っぽく染め上げている。淡あわい金に輝かがやく頭髪や、病的なまでに白い肌はだをそれは強調しているかのようだった。色素の薄い容よう貌ぼうの中、両の瞳だけがくっきりと鮮あざやかな朱しゆ色いろを帯びている。

「……ヴェスカ様」

　気配一つ感じさせることなく、男性のすぐ後ろに立った女性がひそやかな声を投げた。

「申し訳ございません。私にすべての裁量を預けて下さったにも関わらず、このようなことに……タジェス王子の本心を見み抜ぬくことのできなかった私の失態です。どのような処しよ罰ばつを受けることになろうとも、覚かく悟ごの上で──」

「かまわぬ」

　薄うす茶ちや色いろの髪かみを結ゆい上げた女性を、肩かた越ごしに見やって男性は口の端はしを持ち上げた。

　整った容貌は三十代後半──しかしどこか年ねん齢れい不ふ詳しようの印象も漂ただよう不思議な外見の主だった。落ち着いた物腰は老成した人物のようにも、瞳の奥底にのぞく挑いどみかかるような輝きは向こう見ずな若者のようにも見える。

「しかし……そのために貴重な〈戦機〉まで失って……」

「なに、かわりはいくらでもある」

　悄しよう然ぜんとした女性──ラシェンナに向かって、彼はこともなげに言い放った。

　口元に浮うかぶ笑みは彼女を気づかっているようにも見えたが、己おのれに対するごく自然な自信もうかがわせるものだった。

「貴重なものには違ちがいないが、かわりのきかないものでもない……そんなものよりも、お前が無事に戻もどってきたことのほうがありがたい。〈戦機〉のかわりとなる遺物を見つけ出すことはたやすいが、お前のかわりとなる人間を探し出すのは至難の業わざなのだから」

「………ありがとうございます」

　目を伏ふせて、ラシェンナはささやくような声でそう告げる。

　その声には深い敬愛の念が込められていたが、それにかまわぬ様子で男性はラシェンナから視線を外して抑よく揚ようのない口調で続けた。

「それに、今回の件は単なる様子見だ。向こうの出方をうかがうための……タジェスがどちら側につくのかを見定められただけでも上出来と言えよう。なにより──フォーレの王子が持つ剣けんの力を確かめることができた」

　薄い笑みを口元に漂わせたまま、呟つぶやく主の姿をラシェンナは無言で見やる。
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「〈戦機〉の装そう甲こうすら一いち撃げきで切り裂さく剣──単なる武器としてもそれだけの威い力りよくを秘ひめているということなのだろう。やはり、そこいらの遺物とは格が違う……あれでまだ、本来の能力のすべてを発揮していないのだとしたら……」

　口の中でかすれるように消えた最後の言葉には、すでに笑みの気配は残ってはいない。

　なにかを思案するように目を細め、動きを止めた男性の側そばにラシェンナは慎つつましやかに立ち続けていたが、やがて遠えん慮りよがちにそっと声をかけた。

「室内にお入りになりませんか？　少し風が出てきたようです」

　いや、と断りの言葉を口にしかけてから、男性はラシェンナの顔に気き遣づかうような表情がのぞいているのに気づいて口元をゆるめる。

「……そうだな」

　言って歩き出した彼の横に、ラシェンナは滑すべり込むように並んで歩き始めた。

　ぎこちない彼の足取りがその理由だった。やや動きの鈍にぶい左足を、引きずるようにして歩く彼の速度に合わせてラシェンナはゆっくりと歩を進める。

　よく磨みがき込まれた木製の杖つえを男性は使っていたが、真横を歩くのはなにかあった際の用心のためだった。

　いたわるような視線を向けるラシェンナとともに、ニーザベイム王弟ヴェスカ・リオール・ザイン・エル・スタインフェードは不自由ながらも優ゆう雅がさを失わない動きで露台を離はなれ、室内へと向かっていった。







　　　　終章




　ユートがフォーレに帰き還かんしたのは、ディエの春の大祭が終わって十日あまりが過ぎてからのことだった。

　帰還が遅おくれたのには、むろん原因がある。ディエの近くの村の宿屋まで、預けておいた馬を取りにいったのも原因の一つだったが、そのあとフォーレとは別の方向に向かう商人の護衛を引き受けたのが最も大きな原因だった。

　三日程度の短い期間で、報ほう酬しゆうもそれなりに良かったので即そく座ざに飛びついたのだが──

「……まさか、あんなところで崖がけ崩くずれに遭あうとはな」

　早足で進む馬の背中で揺ゆられながら、ユートはため息混じりの言葉を吐はき出す。

　途と中ちゆうで悪天候に見み舞まわれ、さらには街かい道どうが崖崩れで封ふう鎖さされて、急ぐ旅だというので山道を強きよう行こう突とつ破ぱしたところ山犬の群れにまで遭そう遇ぐうし──目的地に着くまでに二日もよけいにかかってしまったのである。

「だから、まっすぐ帰りましょうって言ったのに……タジェス様から迷めい惑わく料だといって頂いたお金で、ファナ姫ひめ様の婚こん礼れい費用は十分間に合っていたのですし」

「ついでだから、利子の一部だけでも稼かせいで帰ろうと思ったんだ──我が国の借金が、今どれだけあると思ってるんだ？」

　口を尖とがらせたユートに睨にらみ返されて、イルは困ったような笑みを浮かべて口を閉とざす。

　二人が今進むのは、フォーレ国内の王城に向かう道である。

　ところどころに雪の残る道は細く、馬車が一台通るのがやっとの幅はばだ。国の中心たる王城の近くですらこうなのだから、国の貧しさが知れようというものだった。

「俺一人でどうにかできる額ではないが、せめて俺たちの代で半分以下にしておかないと……次の代の人間が、あまりに気の毒だろうが」

「それは、そうですけど……」

　なにも王子が……とぼやくイルを無視して、ユートは馬を進める。

　道の両りよう脇わきに広がる畑には、農作業を始めている気の早い人々の姿が見える。ニーザベイムに比べて北方に位置するフォーレの春は遅おそく、畑はまだ半分以上雪に覆おおわれたままだ。

　少しでも早く雪を溶とかそうと、草木の灰を雪の上に撒まいている人々を横目に見ながらユートたちは先へと進む。

　いくつかの丘おかを越こえ、ゆるやかな下り道が弧こを描く先に見えてきたのは、山々にすっぽりと包み込まれたような感のある小さな街だった。人口一万人にも満たないその街が、フォーレの首都であるリーデンである。

　それを見下ろす小高い丘の上にあるのが、ユートの生まれ育った家でもあるシーゼルフォード城だった。

　赤みを帯びた煉れん瓦がで造られた城は、真正面から見れば尖せん塔とうの目立つ美しい城だ。

　しかし一歩横手に回れば、古い時代の石造りの建物が至るところに顔を出す。予算が足りず全面改築するに至っていないのだ。

　古い時代の建物にもそれ相応の美しさがあるのだが、改築した部分と並ぶとまるであて布をした衣服のようで、どうにも貧相な印象が拭ぬぐえない。古い建物部分のあちこちが傷いたんで場所によっては崩くずれかけているところがあるのが、その印象にいっそう拍はく車しやをかけていた。

　もっともユートにとっては見慣れた風景であるため、彼はちらりと目をやっただけで城門をくぐると馬屋番に馬の手た綱づなを預け、建物の中へと入っていく。

　まず両親に帰還の報告と挨あい拶さつを済ませてから、ユートが急ぎ足で向かった先はリュシエイル王女の執しつ務む室だった。

「──姉上！」

　ノックもそこそこに部屋に入るユートを、リュシエイル王女は深い藍あい色いろの瞳ひとみに咎とがめるような光を浮かべて見返した。

　抑よく制せいされた表情が理知的な印象を与あたえる、二十代後半の女性である。

　艶つややかな黒くろ髪かみは既き婚こん者である証あかしに高く結い上げられ、紫むらさき水すい晶しようの飾かざりのついたピンで飾られている。化け粧しようはごく薄うすいものだったが、抜ぬけるような色の白さと凜りん然ぜんとした美び貌ぼうを見ればそれだけで十分であることは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

「何事ですか、ユート」

　やや低めの落ち着いた声で、リュシエイル王女は言った。

「帰ってくるなり落ち着きのない──それにお客様の前ですよ」

　やんわりと注意され、同時に王女と向かい合って座っている人物の姿に気づいて、ユートは慌あわてて居住まいを正す。

　失礼、と頭を下げようとして──ユートの動きが、そこでぴたりと停止した。

「やぁ」

　にこやかに笑って手を上げてみせたのは、タジェスだったのである。

[image: ]

　あぜんとした顔で動きを止めたユートの横から、ひょいと顔をのぞかせてイルはタジェスに笑い返した。

「これは、タジェス殿でん下かではありませんか。奇き遇ぐうですね」

　その言葉で我に返り、ユートはずかずかと部屋の中に踏ふみ込むと、つかみかからんばかりの剣けん幕まくでタジェスへと詰つめ寄った。

「どうしてお前がここにいるんだ!?」

「ユート、失礼ですよ」

　細い眉まゆをわずかに寄せて、ユートの態度をたしなめる王女に、タジェスはいいんですよ、と笑いかけてから応じた。

「ずいぶん遅かったんだね。私はもう三日も前にこちらに着いてしまっていたよ？」

「答えになってな──！」

「実は以前から、フォーレに駐ちゆう在ざい武官を置こうという話があったんだ。なかなか適任者が見つからなくて、延び延びになっていたんだけどね。それで今回、私が立候補したんだよ──先の一件のほとぼりを冷ますためにも、しばらく国を離れたほうがよさそうだったからね」

　陰かげながら王太子の協力者として活動していたタジェスだったが、今回の件でいささか派手に動き回ったことで、王太子に敵対する勢力に目をつけられる危険性が出てきたのだ。

　もちろん、ヘイザンの起こした事件は裏で処理され、表向きはなかったこととされたのだが──それでも、人の口を介かいして情報は伝わるものである。ヘイザンが急に王宮から姿を消した理由を、薄うす々うす察している人間も少なくはない。

　事件を陰で動かしていたタジェスの存在が知られれば、有形無形の圧力がかけられることは目に見えていた。

　そうなる前に国を離れたほうがいいと考えたタジェスの思おも惑わくと、フォーレの駐在武官のなり手がいないという事情がここでぴたりと一いつ致ちしたのである。

「どっちみち、ディエの屋や敷しきも半はん壊かいしてしまったし……まぁ、再建されるまでの間、こちらでお世話になるのも悪くはないかと思ってね。部屋数だけは余っていると言うし」

「──姉上!?」

　悲鳴のようなユートの声に、王女は顔色を変えることもなくうなずいた。

　その瞳の奥に、事態を面おも白しろがっているかのような光が見え隠かくれしていることに、幸か不幸かユートが気づくことはなかった。

「そういうわけで、しばらくの間フォーレに滞たい在ざいすることになったから──期間は決められていないけど、しばらくは兄上の身辺も静かだと思うしね。半年かそこら、ゆっくり羽はねを伸のばすのも悪くはないかな、なんて」

　心から楽しそうにそう言って、タジェスは硬こう直ちよくしているユートの手を強ごう引いんに握にぎる。

「君とはこれから、長い付き合いになりそうだね……色々と至いたらない点もあるかと思うけど、よろしく頼たのむよ」

「……い」

　ぎり、と嚙かみしめた歯の奥から、ユートは呻うめくような声を絞しぼり出す。

　この先の展開を予期しているような、妙みように生き生きと輝かがやく瞳を真正面から見返してユートはあらん限りの声を張り上げた。

「今すぐ荷物をまとめて、さっさと国に帰れ──っ!!」

　言葉の内容よりも、むしろその声の大きさに驚おどろいたようにタジェスは目を丸くしたあとで、子供のような屈くつ託たくのない笑えみを顔に浮うかべたのだった。




　その笑顔はユートにこれからの日々が、今まで以上に平へい穏おんとはほど遠いものになるだろうという予感を抱いだかせたが──。

　それが確信に変わるまでに、それほど長い時間は必要ではなかった。





──現在の借金総額　２１億５千２２万グラン









　あとがき







　初めまして、岩城広海です。この本をお手にとって下さってありがとうございます。

　この本は第七回角川ビーンズ小説大賞の優ゆう秀しゆう賞、および読者賞をいただいた作品を改かい稿こうしたものです。自分がそんな立派な賞をいただいたという実感がいまだになく、本を出す今になっても私の知らない「岩城広海」という人が本を出すらしい、という思いが心の大部分を占しめております。そんなはずはないとわかっているのですが……。

　この『王子はただいま出稼ぎ中』は、ビーンズ大賞に投稿することを決めた時に「私の原点に戻もどろう！」と決心して作った物語です。

　もともと私は個性豊かなキャラクターが活かつ躍やくする話が好きで、自分でもそのような物語ばかり書いておりました。けれど、いつしかやたらと凝こった設定を作るようになって、その設定を説明するような物語の作り方をするようになってしまっていました。投稿に行き詰づまってきたのはその頃ころで、しばらくの休止期間をおいたのち、私は「自分が一番書きたいものってなんだろう？」と考えたのです。

　そして出た答えは「キャラクター」でした。私はなによりもキャラクターを作ることが好きで、彼らの活躍を形にしたくて小説を書き始めたのです。今回それを思い出し、ありったけの情熱をキャラクターに注ぎ込んだ話を書いたのでした。

　結果としてこの作品で賞をいただくことができ（本当にキャラクターの一点突とつ破ぱだったみたいですが）、私はこの方針で間ま違ちがっていなかったんだなと思いました。本当にこの作品を認めて下さった審しん査さ員の先生方、読者審査員の皆みな様さま、ならびに選考に関かかわったすべての方に厚くお礼申し上げます。

　それからこの本を出版するにあたって、お世話になった皆様方へあらためてお礼を。

　イラストレーターのサマミヤアカザ様。超ちよう美び麗れいなイラストでこの本を飾かざっていただき、正直なんと言ったらいいのかわからないほどです。特にタジェスはイラストを見た瞬しゆん間かん、私の中で男前度が確実に五割方レベルアップしました！

　出版に関してまったく無知な私を、一つ一つ丁てい寧ねいに指導して下さった担当様。初歩的な質問ばかりしてすみません。これからも色々と面めん倒どうをおかけすると思いますが、どうかよろしくお願いいたします。

　そして、この本を読んで下さったすべての皆様方。

　楽しんでいただけましたでしょうか？　私の中から生まれ出たキャラクターを、ほんの少しでも気に入っていただけたなら、それ以上嬉うれしいことはありません。

　再びお目にかかる機会があることを、心から願いつつ……。
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